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　ヘルメットのバイザーに表示された警告に従い、早さ乙女おとめ蒼生あおいは機体を反転させた。

　暗い宇宙に慣れた目を強きよう烈れつな光が焼く前に、ドウルの視界をヘルメットのバイザーに映し出す視覚同調システムが自動的に光量を調整する。ほんの一いつ瞬しゆん、光と影で埋まった蒼生の目に、色が戻って来た。

　太陽を背に急接近する明るいブルーの機体。両肩に装備した、紡ぼう錘すい形けいを縦に両断した形状の盾たてが特徴的な、端整なシルエットのタイタニック・ドウル。

　蒼生にとって因いん縁ねん深い、ゲノムスの「マクリール」だ。

　言う迄までもなく敵機。

　蒼生はその場で迎え撃つのではなく、マクリールへ向けて前進することを選せん択たくした。

　搭乗している機体のロケットスラスターに作動を命じる。「インドラ」は彼の想念を読み取ってその命令に応こたえた。

　インドラの巨体がマクリールに正対したまま勢いよく前に進む。だがその加速度は、蒼生が意図したものより緩ゆるやかだった。

　突とつ如じよ、蒼生の視界からマクリールの機影が消えた。しかし、蒼生の目が追つい随ずいできなくてもインドラの目は敵機を捉とらえ続けていた。

　バイザーに投影されたガイダンスに従って蒼生は機体を右に向ける。マクリールは細かくバーニアスラスターを噴かせることで擬ぎ似じ的な円えん弧こを描えがきこちらの背後に回り込もうとしている。

　蒼生はその背後につくべく、インドラの進行方向を右後方に変えた。

　しかし今回、インドラは蒼生の思いどおりに動かなかった。向きはすぐに変わったが、機体が前に流れている。また、速度が思うように上がらない。その所為せいで狙ねらった射撃ポジションをとることができなかったばかりか相手の姿を見失ってしまう。

　敵機の位置を示す矢印が今度は警報付きで示された。敵が斜め下に移動している。

　突き上げるように突進してくるマクリールからガンジャベリンが放たれた。

　身体からだを捻ひねり、盾で防ぐよう乗機に命じる。

　インドラは蒼生の命令を忠実に再現し、高熱成形炸さく薬やく弾だんにより想定外の衝しよう撃げきを受けて仰のけ反った。

　慣性制御が働いていない。

　インドラが思うように加速しなかった理由を覚さとった蒼生の視界を明るいブルーの機体が塞ふさぎ──バイザーに投影されていたシミュレーション映像がブラックアウトした。




『蒼生君、いったん休憩にしよう』

「……分かりました」

　耳元から聞こえてくるパテルの声に蒼生あおいがそう答えた直後、シミュレーターのカバーがスムーズに開いた。後ろから被かぶさるような格好で蒼生のヘルメットに接続していたＭＩＴＵミツツインターフェイスが滑なめらかな挙動で跳はね上がる。

　ＭＩＴＵミツツのシミュレーターにはＮＩＴＵニツツのそれのような手足を固定するコネクターは無い。操縦席を模したシートから解放された蒼生は首を回しながら立ち上がった。

　彼が受けているのはシミュレーターを使ったＭＩＴＵミツツの操縦訓練だ。如月きさらぎ龍りゆう一いちを失ってからまだ一ヶ月にもなっていないが、訓練は容よう赦しや無く再開している。むしろ以前よりピッチが上がっている印象があった。敵てき襲しゆうによって訓練生が殉職するほどゲノムスの活動が活発化している情勢を鑑かんがみて、磐いわ都と訓練校の教官たちは余計に訓練を急いでいるのかもしれない。

　とはいえ、龍一が欠けたことによる負の影えい響きようが全く無かったかというと、それも否いなだ。

　ドウルマスターの訓練コースは四人一組の小グループで教練が行われる。これは空くう宙ちゆう母艦や宇宙母艦の平均的なドウル搭載数が四機であることの反映だ。蒼生たちも四人一組の四班で訓練を受けていた。ところが龍一が欠けたことにより、蒼生たちの第四班は三人になってしまった。

　昨年末の戦闘で犠牲になったのは龍一だけではない。同じ訓練航海に参加した三班からも二名の脱落者が出ている。彼らは戦死こそしなかったものの、サイクロニクス機関の効率が低下したところに追撃を受けて重傷を負い今期のカリキュラム消化は絶望的と診断された。精神的にも大きなショックを受けていることもあって、自主退学の上、来期再入学する運びとなっている。

　そうした事情を踏まえて、現在、玲れい音ねと朱あか理りは二名となった第三班とヤクシャを使った実機訓練を行い、蒼生はシミュレーターによるＭＩＴＵミツツ転換訓練を集中的に受けているのだった。

　あの訓練航海まで蒼生の個人指導を受け持っていた吉き良らフリードリヒは、龍一を殉じゆん職しよくさせた責任を取るという名目で昨年末日付けを以もつて訓練校を去っている。彼の代わりは主任教官のヤン＝アフマディーが務めるという案もあったが、それを聞きつけたパテルが強引に立候補した。一部には訓練校の教官でもないパテルが何故なぜ出しゃばるのか、と訝いぶかしむ声もあったが、いきなり訪れた人手不足の折、反対する者も少なくパテルはちゃっかり蒼生の個人教官の座に納まっていた。

「あっ、パテル先生」

　シミュレーターから降りた蒼生がラウンジで水分補給をしているところにパテルが顔を見せる。訓練生の休憩時間に教官が近づいたり声を掛けたりするのはあまり望ましくないとされているのだが、パテルがそのような不ふ文ぶん律りつを気にするはずもなかった。

　テーブルにコップを置いて立ち上がり敬礼した蒼生も、特に気分を害した様子はない。そのように表情を取り繕つくろっているのではなく、本当に何とも思っていないのだ。彼の頭の中は「一刻も早く強くなりたい」という渇かつ望ぼうで占められていて、むしろ休憩時間なんて無い方が良いと考えているくらいだった。

「やあ、蒼生あおい君。お邪じや魔まするよ」

　軽宇宙服の上から白衣を羽織ったパテルが軽い口調で蒼生に声を掛ける。彼女はアイランドの居住区画でも大たい抵てい軽宇宙服を着用している。病的に用心深いのか、それとも着替えるのが面倒臭くさいのか。ヘルメットを持ち歩いていないからおそらく後者だろう、というのが教官たちの間で囁ささやかれている多数派意見だ。ならば白衣は、その違和感を誤ご魔ま化かす為ためのアイテムか。

　今、この場には蒼生とパテルの二人だけだ。彼女が訓練生用のラウンジで寛くつろいでもそれを煙たがる者はいなかった。

　パテルが自販機に電子ウォレット兼用のＩＤカードを翳かざしてコーヒーを取りだした。宇宙用の密閉パックではなく普通のプラスチックカップに入ったコーヒーを持って、彼女は蒼生の向かい側に座る。

「蒼生君、そろそろ掛けたらどうだい。私のような天才に敬意を表すのは当然のことだが、いつまでも立っていられては落ち着かない」

「はい、失礼しました」

　棒を吞のんだような姿勢で立っていた蒼生は硬い口調でそう答え、鯱しやちほこ張ばった動作で腰を下ろすとピンと背筋を伸ばした。

「やれやれ、もう少し砕けた態度でも構わないのだが。私は規律に細かい人間ではないよ」

「いえ、パテル先生には何から何までお世話になっていますから」

　蒼生の態度がこのように堅苦しいものとなったのは、吉き良らが訓練校を去ってからのことだ。

　龍りゆう一いちが戻ってこなかったことの責任を取って、それまで自分が師事していた教官が辞職した。吉良の心情は理解できるような気もしたし、彼に全すべての責任を負わせているようで後ろめたさも憤いきどおりも覚えたが、蒼生は同時に見捨てられたようにも感じていた。そこへ指導員として名乗りを上げたのがパテルだ。

　パテルに対して、蒼生はインドラを与えてくれたことに大きな感謝の念を持っていたが、気まぐれに振り回されることに対してかつては迷惑だとも感じていた。

　しかし今は自分の為だけに指導教官を務めてくれることへの感謝と共に、少し前の自身を恩知らずなばかりか甘すぎたと後こう悔かいしている。彼女はインドラの実験以外で蒼生を引っ張り出すことは無かったのだから。

　パテルから与えられた課題に対しもっと積極的に向き合っていれば、もう少しインドラを上手うまく使いこなせたかもしれない。そうすれば、あの時にもっと別の結果を出せたかもしれない。それが蒼生の後悔だった。

　蒼生はあの時、龍一が漂流し始めた直後、インドラという普通のドウルマスターでは到とう底てい手に入れられない特別な機体に乗っていながら、彼を助けに行けなかった。最初は「グリフォン」の部隊に、その後はあの青いドウル──今では傍ぼう受じゆした通信の解析により「マクリール」という名称が分かっている──に足止めされて、結局捜索に赴おもむくこともできなかった。

　蒼生あおいの中に自責の念がジワジワと高まったのは龍りゆう一いちの葬そう儀ぎが終わってからだ。それまで本当の意味で実感できていなかった戦友喪そう失しつの悲しみが、事実となって彼にのし掛かった。

　玲れい音ねは龍一がきっと生きていると言ったが、それが所しよ詮せんは慰なぐさめの言葉だと彼には分かった。──玲音の真意はレアや朱あか理りを慰める為ためだけのセリフではなく龍一に対する疑念を漏もらしたものでもあったが、蒼生はその半分だけを理解して分かったような気になっていた。

　インドラという強大な力を与えられながら、自分が甘かった所為せいで龍一を失った。蒼生はそんな風に自分を責め立てた。そして性根を入れ替えるつもりで殊こと更さらに軍人的な態度を彼はとっているのだった。

　もっとも蒼生のそんな態度に周りの人間は奇異の目を向けていたのだが、彼はそれに気づいていない。この視野狭きよう窄さくこそが、蒼生の追い詰められた精神状態を象徴的に示していた。

　吞のん気きな顔でコーヒーを飲むパテルの前に蒼生はじっと無言で座っていた。だがコーヒーの残りがカップ半分になったところで遂ついに耐えられなくなったのか、テーブルに置きっ放しだったコップの中身を一息で飲み干し、恐る恐る口を開いた。

「パテル先生、その、俺おれはちゃんと進歩しているのでしょうか」

　彼が耐えられなくなったのは、沈黙に、ではない。手て応ごたえのない訓練に焦あせりを抑えきれなくなったのだ。（なお蒼生は言葉遣づかいも変えようとしたのだが、気持ち悪いから止やめろとパテルに釘くぎを刺されていた）

「ちゃんと上達しているよ。それも長足の進歩だ。蒼生君、何故なぜ自分が上達していないだなんて考えているんだい？」

　蒼生は自らを恥じる表情で俯うつむいた。

「今のシミュレーションでも簡単に撃げき墜ついされてしまいましたし……それもただ墜おとされただけではなく、慣性制御を怠おこたるなんて基本的なミスで……」

「うーん……蒼生君、君は欲張りだねぇ。それとも焦っているのかな？」

　焦っている、という自覚は蒼生にも有る。それ故ゆえ、この指摘には何も言い返せない。

「敵機の接近に合わせて姿勢制御、同時にスラスターを操作し機体を移動。蒼生君、一週間前の君にはできなかったことだ」

　これもまた、事実であるが故に反論の余地は無い。

「率直に言って、ＭＩＴＵミツツに触れて一ヶ月やそこらで自由に機体を操るだけでも破格の成長なんだよ。君はエクサーだから一般的なドウルマスターより進歩が速いのは予想されていたことだったけれど、それでも君の上達ぶりは私の予測のほぼ上限に達している」

「……そうなんですか？」

「そうなんだ」

　蒼生あおいの期待と疑念が入り交じった問い掛けに、パテルはあっさり頷うなずいた。

「機体制御とサイクロニクス機関操作の両立に苦戦するのは、ＮＩＴＵニツツからＭＩＴＵミツツに乗り換えたマスターの誰だれもがぶつかる壁かべだ。ＮＩＴＵニツツは機体の操縦を意識せずに行い、ＭＩＴＵミツツは機体に何をさせたいかを明確に意識する。ＮＩＴＵニツツでドウルを操る際に意識しなければならないのはサイクロニクス機関の操作だけであるのに対して、ＭＩＴＵミツツを使用する場合は機体の操縦とサイクロニクス機関の操作を両方意識する必要があるからね。だけどその二つを同調させるコツさえ摑つかめば、サイクロニクス機関の操作はＭＩＴＵミツツの方がむしろ易やさしい。慣れるまでの辛しん抱ぼうだ」

　パテルはそう言い切って自信たっぷりな笑みを蒼生に向けた。

　ここまで断言されると、蒼生もこれ以上弱音を口にすることはできない。

「何かコツのようなものはないでしょうか」

　代わりに彼は具体的なアドバイスを求めた。

「そうだなぁ……蒼生君の場合は、必要な操作をワンセットにして思い浮かべる思考の条件付けが効果的だと思うよ」
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「必要な操作をワンセットに、ですか？」

「例えば加速・減速する場合はスラスターの作動と慣性中和がセットになる。方向転換する場合はそれに加えて機体の向きの変更だね。長距離を移動する時はスラスターの作動と同時に慣性を中和し、スラスターの停止と同時に慣性中和も停止する。ディフェンスの際はシールドやグレイブを翳かざす動作と敵機の慣性中和、射撃の際にはガンジャベリンを構える動作と慣性増大。こんな具合に操縦を一つ一つの要素に分けて、各要素で必要な操作の思考パターンを作り上げるんだ。ちょっとした暇ひまを見つけてこのトレーニングを続けておけば、操縦席でも自然にパターン化された思考ができるようになる」

「つまりイメージトレーニングですね……。分かりました。早速、今日からやってみます」

　蒼生あおいの回答に、パテルは満足げな表情で頷うなずいた。

「素直なのは君の美点だ。だがそろそろシミュレーション訓練を再開しようか」

「あっ、はい！」

　蒼生は慌あわてて立ち上がり、シミュレーターの置かれている部屋へ足早に向かった。




　　　◇　◇　◇




　蒼生がシミュレーターのシートで奮闘している頃ころ、玲れい音ねと朱あか理りは宇宙空間にいた。

　搭乗する機体は太陽系開発機構直属軍制せい式しき機き「ヤクシャ」。玲音には「朧月ミステイムーン」、朱理には「アイアンメイデン」という専用機があるのだが、当然のことながら磐いわ都と高等訓練校の訓練では使えない。特に玲音が朧月ミステイムーンのマスターであることは第一級の軍事機密だ。こんな所で正体を明かせるはずがなかった。

　従って彼女たちがヤクシャに乗るのは当然でありやむを得ないことだ。今、玲音と朱理はこの機体で飛行訓練を受けているところだった。

『良し！　次はピラミッド編隊』

　二次元的な（ただし進行方向に向かって斜めに傾いた）ダイヤモンド編隊を組んでいた四機のドウルが教官の指示に従って三次元的な三さん角かく錐すい隊形に編隊を組み直す。汎はん用よう機きとはいえ、訓練校のヤクシャはマイナーバージョンを含めて最新鋭のモデル。操縦に対する追つい随ずい性せいは専用機にそれ程ほど劣るものではない。

　しかし、玲音も朱理も先程から編隊を維持するのに苦労していた。

『高たか城じよう候補生、ポジションがずれているぞ』

「申し訳ありません、サー！」

　教官の注意を受けて、玲音は予定コースから外れた他の三機に相対位置を合わせた。

『早さ乙おと女め候補生、前に出すぎだ』

「分かりました！」

　訓練メニューのとおりに加速していた朱理は、教官の指示に従い加速を緩ゆるめる。

　二人がさっきから立て続けに教官の叱しつ責せきを浴びているのは、玲音も朱理もフォーメーションを組んでの戦闘に馴な染じみがないからだった。

　朧月ミステイムーンで戦う時、玲れい音ねは常に単独行動だ。単機で一部隊を軽々と凌りよう駕がする戦闘力を持っているからという面もある。だが本当のところ、それは理由にならない。戦闘力の格差は単独でも戦闘ができる要因にはなっても、他ほかの機体と連携できない要因にはならない。

　玲音が操る朧月ミステイムーンの運動性能は、ヤクシャの上位機種である「ヴァジュラヤクシャ」さえも桁けた違ちがいに上回る。これこそ朧月ミステイムーンが単独で戦わざるを得ない最大の理由だ。朧月ミステイムーンの機動についていけるのはエクサー専用機の中でも運動性に優すぐれた「ルドラ」他数機のみ。それも地上に限定した話で、宇宙空間においては無重力戦闘に特化した「ホルス」が短時間辛かろうじて追つい随ずいできる程度だ。他の機体に合わせていると、朧月ミステイムーンの戦闘力を殺そいでしまう結果になるのである。

　一方の朱あか理りは、そこまで極端で深刻な事情は持ち合わせていない。だがずっと傭よう兵へいとして戦っていた朱理は自分で判断して最適行動を選せん択たくする癖くせがついてしまっている。

　命令を無視するということではない。むしろ、指令を果たす上で邪じや魔まになる足あし手で纏まといは無視する傾向が身についてしまっているのだ。

　今のケースに当てはめて言うと、朱理は指定されたコースから微妙に外れていたものの（これは彼女がまだ宇宙に不慣れな所為せいだ）、加速は教官に指示されたとおりに行っていた。むしろ他の三人、いや、玲音は第三班の二人に合わせていただけだからその二人が遅れていたと言える。

　しかし「編隊を組んで飛行する」という本日の訓練課題から判断すれば、玲音は指示されたとおりのコースを飛べない他の三人に合わせるべきであり、朱理は教官のオーダーを実行できない第三班の二人に合わせるべきだったのである。

　そういう訳で、二人はこの訓練にかなり苦労していた。
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　訓練が終わった蒼生あおいは、姉の朱理、そして玲音と合流した。

　そのまま宿舎ではなく街の中へ向かおうとした三人の背中に近づく軽快な足音。

「玲音さん、朱理さん、蒼生さん」

　良く響ひびくソプラノボイスが玲音たちを呼び止める。振り返るまでもなく、その声の主ぬしが誰だれなのか三人とも理解した。

「レアちゃんも今、上がりですか？」

　玲音が振り返り、まだ少し距離があるレアに話し掛ける。蒼生と朱理も癖のある長い髪を揺らしながら駆け寄ってくるレアを立ち止まって見ていた。

「皆さんでどちらに行かれるんですか？」

　レアが玲音のすぐ目の前で足を止めた。彼女は少し上うわ目め遣づかいになりながら玲音にそう訊たずねる。

「今日は外で少し美味おいしい物を食べたいと思いまして。レアちゃんもご一緒しますか？」

「良いいんですか？　喜んで！」

　レアは玲れい音ねの申し出を待ち構えていたように、頷うなずきながら笑顔で即答した。




　レアは蒼生あおいたちと違い、オペレーターコースの訓練生である。細やかな気き遣づかいができるレアは同じ課程を学ぶ同期生にも仲良くしている者が何人もいる。しかし、授業が終わった後は蒼生たちと行動を共にすることが多かった。

　レアと蒼生たちの付き合いは訓練艇ていで宇宙に出るようになってからのものだ。マリオネット・ドウル──タイタニック・ドウルの原形になった、有線コントロールで操作される人型機械──を使った格闘戦訓練で、ドウルマスターコース第四班のオペレーターにレアが選ばれたことがきっかけとなり、それ以来ちょくちょく一緒に遊んでいた。だがいつも一緒にいるようになったのは、昨年末の訓練航海終了以後のことである。

　レアは龍りゆう一いちの遭難を蒼生たちと同じくらい、あるいはそれ以上に悲しんだ。蒼生や朱あか理りの見ていた限りでは、レアと龍一が特別親しくなるようなきっかけは無かった。きっと蒼生たちの知らないところで、二人の間に何かがあったのだろう。

　それは劇的な事件だったかもしれないし、ほんのちっぽけな出来事だったかもしれない。玲音や朱理に分かるのは、その何かがレアに悲しみを分かち合う相手を求めさせているということだ。

　その気持ちは朱理も蒼生も共感できるものだったし、玲音にも理解できるものだった。
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　如月きさらぎ龍一がゲノムスの基地に迎えられておよそ十日が経過した。しかし彼はまだ、ゲノムスに馴な染じめずにいた。

　嫌いやがらせを受けているわけではない。あからさまに非友好的な姿勢を見せているのはナグルのグリフォン隊を率いるウェイの他ほか、少数だ。基地で働く人間の大半は、龍一に何処どこか遠えん慮りよしているような、余所よそ余所しい態度で接していた。

　好きの反対は無関心。

　この基地に来るまでそのフレーズを聞くたびに、龍一は鼻で笑っていた。好きの反対は嫌いに決まっているじゃないか、と。だがここで暮らし始めて数日で、龍一はこの考えを変えつつあった。

　ナグルの幹部にとって龍一の孤立は頭が痛い問題で、特にシアは時間が許す限り龍一の傍そばに付き添っていた。しかし女一人いれば十分だと思えるほど、龍一は達観していない。あるいは、好色家ではない。

　今日のようにいきなり手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまい、都合悪くシアも自分の仕事で手が離せないような時は特に、何故なぜ自分はここにいるのかという益やく体たいもないことをついつい考えてしまう。いつの間にか龍りゆう一いちは、そんな不健康な精神状態に陥おちいっていた。

　誰だれもいない整備ハンガーのキャットウォークで、龍一は明るいブルーに塗装された自分の機体を見下ろしている。マクリールはいつでも発進できる状態だ。

　──任務が与えられれば、こんなつまらないことは考えずに済むのだが。

　龍一は自分の機体を見ながら、そんな前向きなようでいて、その実どこまでも後ろ向きなことをとりとめもなく考えていた。

「如月きさらぎ君」

　雑念に囚とらわれていた所為せいで、龍一は声を掛けられるまでその人物の接近に気がつかなかった。

「吉き良ら教官!?」

　この場で吉良に会うとは思っていなかった龍一は、驚おどろきを隠せなかった。吉良が磐いわ都と訓練校を辞めたことを龍一はまだ知らされていなかった。

「もう教官ではないよ。年末付けで退任してきた」

「そうですか……。しかし吉良さんの任務はもっと長期間が予定されていたはずですが」

　第一線の部隊が配属されている基地でこそないが、連盟直属の軍事組織内で得られる情報は貴重なものだ。それに、磐都訓練校に教官として潜入するのも簡単なことではないことくらい、龍一にも容易に想像がつく。長期任務という事前の情報がなくても、半年程度で捨ててしまうには惜しいポジションだと龍一は考えたのだった。

「確かにそうだ。早さ乙女おとめ蒼生あおい君が卒業するまではあそこに留とどまるつもりでいたんだが……呼び戻されてしまった。開発技術者の手が足りないらしい」

　そう言われて、龍一は吉良の本職がタイタニック・ドウルの設計技術者であることを思い出した。

「新型機の開発ですか……？」

「まだ詳しい話は聞いていないんだ。ドクターが留守にしているのでね」

「ドクターというのは、オブライエン博士はかせのことですか？」

　龍一の質問に、吉良は「ああ、そうか」という顔で頷うなずいた。それほど「ドクター」＝「オブライエン博士」という認識はゲノムス内部で当たり前のものとして広まっていた。

　ショーン＝オブライエン。ゲノムスの首席科学者。マクリールの開発者であり空くう宙ちゆう母艦ナグルの設計者。グリフォンを最新鋭機に対抗できるよう改造したのも彼だ。

　ゲノムスが曲がりなりにも連盟に、その配下にあるソフィアに対抗できているのは彼の頭脳に依よるところが大であると龍一は聞かされているが、まだ会ったことはない。

　もしかしたらそのような重要人物に新参者を軽々しく面会させられないということなのか、と龍一は思ったりもしていたが、どうやら単純に不在ということのようだ。

「ところで如月きさらぎ君、もっとざっくばらんな話し方で構わないんだよ。さっきも言ったように、私はもう教官ではないし、君も訓練生ではない。私たちはゲノムスの同志なのだから」

「いえ、吉き良らさんに比べれば自分は若じやく輩はい者ものですから」

　それに同志として受け容いれられていないようですし、とは龍りゆう一いちも口にしなかった。

　そんな情けない思いを顔に出したつもりはない。

　だが吉良は、龍一の表情や態度以外から彼の悩みを感じ取ったようだ。

「君が話しにくいのならそのままでも構わないよ。いきなり馴なれ馴れしくしろといっても無理だろう。ただの構成員ならともかく、君は特別だからな」

　このセリフは話の前後が微妙につながっていなかったが、龍一はそれに気づかなかった。

「俺おれが特別、ですか？」

　吉良の言葉が、彼の覚えている疎そ外がい感かんの説明につながるように思われて、龍一はそちらに気を取られていた。

「マクリールはソフィアのエースたちに対抗する為ために作られた機体だ。十隻せきの空くう宙ちゆう母艦にそれぞれ一機ずつ配備されたエクサー専用タイタニック・ドウル。ドクターはあの十機を打倒する目的でマクリールを開発した。このことはゲノムスに所属するドウルマスターの全員が知っている」

　吉良は龍一に向けていた顔の向きを変えて、マクリールを見下ろした。

「しかし、ゲノムスにマクリールの性能を引き出せるマスターはいなかった。誰だれもドクターを満足させられなかったのだ」

　吉良が龍一に視線を戻す。

「その結果、マクリールのマスターに選ばれたのは君だ、如月君。ドクターは君を選び、君をスカウトするよう手配した」

　吉良が少し寂しそうに笑ったのは、彼が技術者であると同時にドウルマスターでもあるからだろうか。

「如月君、マクリールを与えられた君は特別なのだ。そして今はまだ、君が選ばれたことに皆が納なつ得とくしているわけではない。ゲノムスのメンバーはドクターに全ぜん幅ぷくの信頼を置いている。だから表立ってドクターの決定に異を唱える者はいない。しかしドクターの人選が正しかったと君が証明して見せない限り、君に対する隔かく意いは消えないだろう」

「……吉良さんも、俺が選ばれたことを不満に思っているんですか？」

「いいや。不満など懐いだいていないよ。私も、他ほかの者もね。ただ私たちは君に見せて欲しいと思っているだけだ。君がマクリールに相応ふさわしいマスターだと」

　吉良に噓うそをついている様子はない。少なくとも龍一には、彼が本心を偽いつわっているようには見えなかった。

　龍一は今まで基地の人間に感じていた、余所よそ余所しさの裏にある息苦しさの正体を悟った。

　それは期待。

　無言の要求。

　結果を出せという重圧。

「証明とは、具体的に何をすれば……」

　龍りゆう一いちがプレッシャーの中で絞り出した質問に対する吉き良らの回答は、単純にして明快なものだった。

「あの十機を撃退することだ」

「……墜おとさなくても良いいんですか？」

「倒せればそれに越したことはないがね。我々はソフィアのエクサーの、反則的な強さを知っている。『ルドラ』『ミスティムーン』『ゲオルギウス』『ムルガン』『ホルス』『アテーナー』『ヴァルナ』『スヴァローグ』『アーラン』『ツァドキエル』。あの十機がどんなに強いか、何度も苦杯をなめさせられたことで骨身に知らされている。戦況をたった一機でひっくり返すでたらめな性能を持つドウルとドウルマスター。それを単独で撃退できれば、十分な証明になる。ドクターの判断は間違っておらず、君こそがマクリールに相応ふさわしかったと」

　龍一は俯うつむいて吉良のセリフを嚙かみ締めた。

「結局、戦果を示すしかないということですか」

「認められる為ためには結果が必要。それはゲノムスに限ったことではない」

　吉良が突き放しているようにも励はげましているようにも聞こえる言葉を龍一に掛ける。その直後、キャットウォークの端から吉良を呼ぶ声が聞こえた。

「何か仕事ができたようだから、これで失礼するよ。如月きさらぎ君も休める時には休んでおいた方が良い。いずれ、休みたくても休めなくなる時が来るのだから」

「──分かりました」

　立ち去っていく吉良へ龍一が一礼する。

　そして龍一も、吉良とは反対方向へ歩み去った。
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　西暦二四一八年一月九日。

　ＭＩＴＵミツツのシミュレーション訓練を終えた蒼生あおいはアフマディー主任教官に呼び出された。

　彼の部屋に行く途中で玲れい音ねと朱あか理りに合流する。そのこと自体に意外感は無い。ただ、自分個人に対する用件ではなく、ドウルマスターコース一回生第四班に対する用事だと理解しただけだ。

「失礼します。早さ乙おと女め蒼生候補生、入ります」

　これも蒼生に現れた小さな変化だ。入室の順番を譲ゆずり合うことなく、蒼生は真っ先に声を上げて教官室に足を進めた。

　同じような口こう上じようを述べて朱理、玲音の順番で教官の前まで進む。その間、蒼生はアフマディーに敬礼したままだ。玲音の敬礼に答礼を返したアフマディーが手を下ろしたのを見て、蒼生は直立不動の姿勢を取った。

「三人とも、楽にしてよろしい」

　アフマディーにそう声を掛けられて、朱理は詰めていた息を音がしないようそっと吐き出した。蒼生が力み返っていた所為せいで、朱理もつられて指先や足先に必要以上の力が入ってしまっていた反動である。

「既すでに通達してあったとおり明日より十日間の予定で地上及び水上訓練を行うわけだが、参加メンバーに変更があった」

　アフマディーは短い前置きに続いて、すぐに用件を切り出した。

「第三班はアイランドに残留することとなった。地球に降下するのは君たち第四班の三人だ」

　蒼生たち三人は声を揃そろえて「イエス・サー」と答える。

　アフマディーは頷うなずく素振りも見せずに話を続けた。

「君たちにはカーティス教官が同行する。明日出港時点より、カーティス教官の指揮下に入れ。以上だ」

　三人は再び声を揃えて返事をし、同時に敬礼を行った。




　教官室を出た朱理は、宿舎に戻るまで待ちきれないとばかりに訓練校の廊下で玲音へ話し掛けた。

「玲音、何で参加メンバーが変更になったんだろうね」

　朱理へと振り向いた玲音は、少し困っているような顔をしていた。

「……教官たちには何かお考えがあるのでしょう」

　歯切れの悪い口調は、それが本心ではない証拠。本当は別に、口にするのを憚はばかられる答えを持っているのだと容易に想像がつくものだった。

「やっぱり玲れい音ねもそう考えているんだ？」

　その答えを推察するのは、朱あか理りにとって難しいことではなかった。

　玲音は困惑顔のまま微笑ほほえみで答える。玲音の方でも朱理が何を考えているのか察していて、それに賛同している印だ。

　朱理も意地の悪い笑みを返しただけで何も言わなかった。こんな誰だれが聞いているか分からない場所で口にすべきことではないと弁わきまえているからだ。

「やはり玲音さんたちと第三班の二人のレベルが違い過ぎるからなんでしょうか」

　しかし蒼生あおいはそこまで気が回らなかったようだ。もしかしたら会話に割り込むきっかけを狙ねらい、焦あせっていたのかもしれない。

「バカッ！　しっ！」

　慌あわてて朱理が弟を叱しかりつける。そして誰かに聞かれなかったかどうか、素早く辺りを見回した。

　──残念ながらこの時、幸運は彼女たちにそっぽを向いていた。

「うげっ……」

　年とし頃ごろの女の子らしからぬ呻うめき声が朱理の口から漏もれる。

　振り返った朱理を第三班の二人が口惜くやしそうな顔で睨にらんでいた。

　相手は二人ともそれなりに体格の良い年上の男性で、当然腕力では向こうが上だろう。本能的な危機感から、朱理は思わず身構えてしまう。

　だがこんな所で暴力沙ざ汰たに及ぶほど逆上はしていなかったようで、その二人は背中を向けて元来た方へ引き返した。

「あ、あのっ」

　玲音が慌てて二人の背中に声を掛ける。何かフォローをしなければ、と思ったのだ。しかし彼らは振り向くことも立ち止まることもなく、逆に足を速め立ち去っていった。

　朱理はホッと息をつき、次に蒼生へ厳しい目を向けた。

「ごめん、不注意だった」

　だが朱理の機先を制するタイミングで蒼生の口から謝罪の言葉が飛び出した。

　間を外された朱理が握り締めていた拳こぶしを緩ゆるめる。

　玲音は蒼生の謝罪に心の中で眉まゆを顰ひそめた。彼が「無神経だった」と言わずに「不注意だった」と言ったことに引っ掛かりを覚えたのだ。

　このところ蒼生は一人で訓練しているので、第三班の技量を自分の目で見ていない。さっきの話は誰からか聞いたものだろう。

　彼は他人が噂うわさしていたことをそのまま口にしたに過ぎないのかもしれない。それを偶たま々たま本人に聞かれた。それは確かに彼の「不注意」であり「運が悪かった」と言える。

　だが背景や過程がどうあれ、本人に聞こえるように言ってしまった時点で相手のプライドを傷つけてしまったのだから、反省すべきポイントは「不注意だった」ことではなく「無神経だった」ことではないか。

　──今の蒼生あおいは、自分のことしか目に入っていないように見える。それは悪あしき変化であるように、玲れい音ねには思われた。

「とにかくもう帰りましょう？　ここに立っていては他ほかの方の邪じや魔まになりますから」

　しかし玲音はそうした思いを面おもてに出さず、柔らかな口調で朱あか理りと蒼生に移動を促うながした。
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　一夜明けた、一月十日の朝。

　蒼生たち三人は磐いわ都とアイランドの軍用ポートに集まっていた。集まった、と言うか、宿舎から一緒に来たのである。

　地球降下に用いる有ゆう翼よく宇宙母艦「アルタイルⅡ」は既すでに出港準備が整っている。有翼宇宙母艦は空くう宙ちゆう母艦と異なり大気圏内を航空機のように飛行する能力が無い、大気圏内外往還能力のみ持つドウル宇宙母艦。

　今回の訓練では地球に降下した後、別の輸送手段を用意している。だから稀き少しような空宙母艦は使用しない。

　蒼生たち三人は集合時間の五分前に到着したのだが、今回の訓練の指揮を執る教官が姿を見せるまで十分間待たされた。

「全員揃そろっているな」

　姿勢を正して敬礼する三人に、マユリは悪びれた様子を全く見せず、さも時間どおりであるかのようにそう言った。

「はい」

　三人を代表して朱理が答える。彼女たち三人の内にこの程度の遅刻を気にする者はいなかったし、上官が部下に対し簡単に頭を下げるようでは軍の秩序が保てないということも朱理たちは理解していた。

「いや、待たせて悪かったね」

　だがマユリには、そんなことを気にしない同行者がいた。

「いえ……。ですがパテル先生は何故なぜここへ？」

　パテルである。

「もちろん、見送りだよ」

　朱理の質問に、パテルは一言で答えた。

　確かにそうだろう。パテルが同行するなら前まえ以もつて話があるはずだ。

　しかし朱あか理りは、何故なぜわざわざパテルが見送りに来たのかと思ったのだ。この回答では疑問の解消になるはずがない。

　朱理の顔を見てパテルもそれに気づいたのだろう。

「今回はインドラもアイアンメイデンも地上に降ろせないからな。またトラブルに巻き込まれるようなことがあっても無理はしないように、と言っておきたかったんだ」

　何処どことなく決まり悪そうな顔でそう付け加えた。

「心配して、来てくださったんですか？」

　目を見張って普段より高い声で訊たずねる蒼生あおいから、パテルは照れ臭くさそうに目を逸そらす。

「いや、まあ、蒼生君も朱理も私にとっては貴重なテストパイロットだからね。インドラを動かせるドウルマスターは今のところ蒼生君だけだし、アイアンメイデンには次期主力ドウルのプロトタイプという面があるんだ」

　玲れい音ねが朱理へと目を向けた。朱理は微かすかな動作で首を左右に振る。「そうなの？」「知らなかった」というジェスチャーである。

「だから二人には無事に帰ってきてもらわなければならないのさ」

　ここで、聞こえよがしな咳せき払ばらいが聞こえた。

「パテル先生、そろそろよろしいでしょうか」

　打ち切りを促うながしたのはマユリだった。

「そうだね。カーティス少しよう尉い、すまなかった」

　今から出港するメンバーの内、マユリは最上位者というわけではない。階級はマユリよりもアルタイルⅡの艦長その他ブリッジ要員の方が上だが、彼らの役目は訓練生三人を地上に運ぶところまで。今回の訓練の責任者はマユリだ。

　それを理解しているパテルは、マユリに止められてそれ以上喋しやべり続けようとせずあっさり引き下がった。

「ただ今、パテル技術少しよう佐さ殿からもご注意いただいたが」

　マユリは弛し緩かんした空気を何とか引き締めようとしているのだろう。実機訓練中でも使わないような堅い口調で話し始める。

「今回の地表・水上訓練では、友軍がすぐ援護に駆けつけてくれるというようなことは期待できない。無論、開発機構直属地上軍より護衛部隊は派遣されるし、緊急事態になれば大気圏内に配置されている空くう宙ちゆう母艦の援護も得られるはずだ。しかしこれまでになく自分たちだけで状況に対処しなければならない場面が想定される」

　マユリが玲音たち三人を見回す。蒼生と朱理は顔を引き締め背筋に力を入れていた。

「訓練といえど敵性勢力の襲しゆう撃げきを受けないという保証は無い。訓練においても、もしもの場合も、力を合わせ誰だれ一人欠けることなく帰還することに全力を注いで欲しい」

　玲音だけが普段と変わらない。じっとマユリを見詰める、強い眼まな差ざしを除いて。

「以上だ。では、乗艦！」

　玲れい音ねたち三人はサッと敬礼して、マユリに続き係留区画に通じるエアロックへ進んだ。




　マユリに連れられてアルタイルⅡに乗艦しブリッジへ挨あい拶さつに赴おもむいた後、艦載機要員シートに身体からだを固定した蒼生あおいはすぐに出港するものだと思っていた。

　だが中々動き出す気配が無い。

　そこに疑問を覚えているのが態度に出ていたのだろう。シートを向かい合わせにしていたマユリが笑いながら答えをくれた。

「前に出港する船があるんだよ。その順番待ちさ」

「短時間に連続して出港するんですか？」

　それを聞いて、蒼生には不要なリスクを冒しているように思われた。

　もちろんそれには理由があった。

「ほとんど同じ場所に降りるからね。最適な出港の時刻も同じになる」

　公転軌道上のアイランドの位置と地球の自転を考こう慮りよすれば、特定の経度上に降下するには最適なタイミングがある。ほぼ同じ経度に降下するなら、出港もほぼ同時になるという理屈だ。

「カーティス教官。最初の降下場所はオーストラリア大陸中北部の砂漠地帯でしたよね。もしかして先行する船の行き先は」

「レニー、君の推測どおりだ」

　マユリが玲音のことを「高たか城じよう候補生」ではなく「レニー」と呼んだのは、この部屋にいるのが彼らだけでありアルタイルⅡのクルーに聞かれる心配が無いからだ。

　しかし、それが一番の理由ではなかった。

「ティモール・ナーサリー・フロート……。では一緒に降下するのは『希望の船ホープフル・シツプ』なのですね」

「ああ、そのとおりだよ、レニー。彼らに希望が待っていることを祈ろうじゃないか」

　マユリも玲音と同じくナーサリー・フロートに降りることの意味を良く知っていた。何故なぜそうしなければならないのかということも、それが宇宙市民スペーシアンにどれだけ負担になっているのかということも。

　こんな物は不要になれば良いという気持ちも、玲音と同じだ。その共感が、他人行ぎよう儀ぎな階級で呼ぶことを妨さまたげたのだった。

　玲音とマユリの間に何となく割り込みにくい空気が醸じよう成せいされる。

「ナーサリー・フロートって、出会ってすぐの頃ころに玲音が話してくれた、スペーシアンが子供を作る時に行く所だっけ？」

　だがそこにあえて突っ込んで行くのが朱あか理りのキャラクターだ。

「そのとおりです。よく覚えていましたね、朱理」

　しかし玲れい音ねに気を悪くした様子は無い。自分たちだけの殻からに閉じこもるような空気を壊してくれたことを、玲音も苦笑い気味ながら歓迎している様子だった。

「つまりあの船にはこれから子供を産もうとする夫婦が乗っているわけか。だから『希望の船ホープフル・シツプ』なのね」

　嬉うれしそうに朱あか理りが呟つぶやく。

「そういう意味ならば良かったのですが……」

　その声に対して、玲音は一転して寂しそうな笑みを返した。──否いな、マユリと話している時の雰ふん囲い気きに戻った。

「えっ、どういうこと？」

「ナーサリー・フロートは行く宛あての無いスペーシアンが最後にたどり着く『希望の地』なのです。土地ではなくて、メガフロートの上に造られた海上都市ですけど」

「？」

「希望の地、約束の土地……。それは、他ほかの土地に受け容いれてもらえない民たみが目指す場所なのですよ、朱理。確かなものは何も無く、ただ希望だけを抱だいて『希望の地』に向かう船。だからナーサリー・フロートを目指す宇宙船は『希望の船ホープフル・シツプ』と呼ばれているのです」

　玲音の笑みから、哀かなしみと無力感が伝わってくる。今度は朱理も踏み込むことができなかった。
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　現地時間一月十一日の夜。

　蒼生あおい、朱理、玲音の三人は、滑空中のアルタイルⅡからオーストラリア中北部のタナミ砂漠へ降下した。

　三人を降ろした後、アルタイルⅡはダーウィン空軍基地に着陸。マユリは蒼生たちが降下した一時間後に合流予定である。

『すぐには助けが来ないから気をつけろ、とか言っておきながら、あたしたちだけ放り出すなんて酷ひどいと思わない？』

　ヤクシャの操縦ユニットで愚ぐ痴ちをこぼす朱理の声を各おの々おのの操縦席で聞いた蒼生と玲音は、同じような笑みを浮かべた。

　地球へ降下中、ずっと暗い雰囲気を引きずっていたということはさすがになく、むしろすぐにいつもの和なごやかな雰囲気を三人は取り戻していた。アルタイルⅡから降下する直前は、はしゃぐ朱理と逸はやる蒼生を宥なだめるのに玲音が一苦労していたという、これまたこの三人にありがちな一幕も見られたほどだ。

　そう。口では文句を言いながら、朱理は自分たちだけで降下すると聞いて凄すごく張り切っていたのだ。放っておくとそのまま何処どこかへ旅立ってしまいそうな勢いだ。

　……さすがに逃亡はしないだろうが。

『取り敢あえず、これからどうしよっか？』

　姉の問い掛けに、蒼生あおいは呆あきれ声で答えた。

『どうしようって、教官が合流するまで待機と命令されているじゃないか』

　朱あか理りは弟より更さらに呆れていることが露あらわな声音で反論する。

『だから何をしていようか、って言ってるんじゃない。待機してろと言われたから何もせず突っ立っていましたで済むと思ってるの？』

　そのくらい分かりなさい、と言わんばかりの口調に、蒼生はグッと息を詰まらせた。言い返す言葉を咄とつ嗟さに思いつかなかったのだ。

　放っておいても他愛ない姉弟きようだい喧げん嘩かにしかならないのは玲れい音ねも予想できたが、放置しておくのはやはり気が引けたのか仲裁に入った。

『近くに敵性勢力は存在しないとのことですが、一応周囲を警戒しておきましょう』

『偵察に出るの？』

　幸い朱理はすぐに気持ちを切り替えて玲音の提案に反応した。

『いえ、歩き回ってエネルギーを消費する必要も無いと思います。三人で百二十度ずつ分担して見張りましょう。私は北を零れい度どとして、時計回りに百二十度までを担当します』

　そう言って玲音は自分が操るヤクシャを北東やや東寄りの方角へ向けた。

『じゃあ、あたしは零度から二百四十度を見張ることにするわ』

　朱理が玲音の真西二十メートル──ドウルのほぼ身長分──まで移動して立ち止まり、機体を北西やや西寄りへ向ける。

『了解です、玲音さん』

　蒼生は三人で正三角形を形作るポイントにヤクシャを動かし、真南へ向かって立った。




　マユリを乗せた大型ヘリは予定どおり一時間後に、北の夜空に現れた。

　ヘリと言っても伝統的な物とはかなり形状が違う。レンズ形の機体の外周部に、等間隔に配置された八基のローターを内蔵し、水平方向の推進力は機体の上部左右に取り付けられた小型エンジンで賄まかなう「フライングソーサー」と呼ばれている機種だ。

　真っ先に識別信号を確認した玲音が、磐いわ都と訓練校所属機の識別信号を返す。

　そのまま周囲の警戒を続ける玲音機の前に、レンズ形の機体が着陸した。

『こちらカーティス。各機、現状を報告せよ』

　いきなり報告を命じられて、朱理と蒼生はすぐには答えられなかった。

『高たか城じよう玲音候補生です。周囲に敵影はありません』

　しかし玲音が即座にこう答えたことで、二人も戸惑いを表に出さずに済んだ。

『──早さ乙女おとめ朱あか理り候補生、報告します。周囲に敵影、ありません』

『──早乙女蒼生あおい候補生、周囲に敵影は認められません』

『よろしい。では三人とも、機体から降りてきなさい』

　朱理と蒼生の機体が玲れい音ね機の隣となりに並ぶ。

　三機のヤクシャは、一いつ斉せいに右みぎ膝ひざをついた。

　片膝立ちの体勢から上体を前に倒し、胸の下辺りで右の手の平を上向きにして固定する。

　胸の中央部、人体で言えば心臓の位置の装甲が開いた。続いてコクピットのハッチが開放され、手の平の上にドウルマスターが降りてくる。玲音、蒼生、朱理の順番だ。

　この順番はＮＩＴＵニツツの方がＭＩＴＵミツツよりもマスターがシートにしっかり固定されていることを反映している。今回の訓練から、蒼生は操縦システムをＭＩＴＵミツツに変更していた。

　三人は肘ひじの上に巻いたコントローラーでハッチと胸部装甲を閉じた。その直後、彼らを乗せた右手がゆっくりと動き出す。

　玲音がぺたんと座り込んでいるのはやはり怖いからだろうか。朱理は素すで平気そうに立っていた。蒼生も立ったままだが、顔を強こわ張ばらせている。

　ヤクシャの右手が地面に到達した。三人は自分が乗っていた機体を見上げて胸部装甲がきちんと閉じていることを確認する。

　そこまでチェックを終えて、右膝と右手をついた姿勢で駐機するヤクシャの許もとからフライングソーサーへ、玲音たちは駆け足で進んだ。

　レンズ形のヘリからマユリが降りてくる。三人はその眼前に整列し、一斉に敬礼した。

「楽にして良し。非常降機手順は一通りできているようだな」

　基地や母艦など乗降の為ための設備が整った場所以外でドウルから降りることは通常想定されない。戦闘機が滑走路や飛行甲かん板ぱん以外に着陸することを想定していないのと同じだ。

　だが、野外で乗り降りする手段は一応備わっている。ドウルが基地や母艦から離れて長時間行動することはまずあり得ないが、思い掛けない事態は何時いつ、どのような形で訪れるか分からない。

　その為の手順が先さき程ほどの、ドウルの手でドウルマスターを地表まで運ぶというものだ。

「だが遅い。時間が掛かりすぎだ。あれでは機体から避難する必要があるような場合、役に立たない」

　マユリが教官らしい、厳しいセリフを口にする。

「申し訳ありません！」

　三人が、心の裡うちでどう思っているかは別にして、表面上は声を揃そろえて神妙に反省を口にした。

「不時着時における索敵行動については合格点をやれる。従って本日は就寝時間まで、非常乗降訓練に充あてるものとする。高たか城じよう玲音候補生、早乙女朱理候補生、早乙女蒼生候補生、すぐ訓練に掛かれ！」

「イエス・マム！」

　玲れい音ねたちは再び自分の乗っていたヤクシャへ駆け寄った。
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　ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦「ナグル」は、潜水空宙母艦と呼ぶ方が適切だと思われるほど高度な海中行動能力を有している。地球上におけるゲノムスの各拠点が海底に設けられている為ため、潜水艦としての機能も備えておく必要があったからだ。

　ナグルはその性能を活いかして、一度も海上に出ないままジャワ補給基地に移動していた。

　ジャワ基地はジャワ島の南側、ジャワ海かい溝こうの縁にある海中基地で、ジャカルタポリスの秘密援助により運営されている。ゲノムスの活動はこうした密ひそかな協力関係にあるポリスに支えられていた。

　太陽系連盟はポリスの連合体だが、全すべてのポリスが連盟の現体制を支持しているわけではない。元々連盟はその正式名称「太陽系開発機構」からもうかがわれるように、太陽系内の宇宙資源を開発する為の組織だった。設立当初はまだ広い領域を持つ国民国家や連邦国家が健在で、連盟は国家間、特に大国間の利害調整の場に過ぎなかった。

　それが国家解体をもたらした世界的な内戦の後、戦後処理の協議機関となり、宇宙資源のみならず天然資源を一いつ括かつ管理する組織となり、航空・航宙手段を独占し、独自の軍事力を備え……いつの間にか都市国家ポリスの上位組織に成り上がっていた。

　だが太陽系連盟は世界政府ではない。ポリスを束ねる連邦政府ですらない。世界の枠組みを壊した無秩序な戦乱の後始末をする機関として与えられた軍事力により新たな戦争の勃ぼつ発ぱつを抑え、天然資源が戦争の目的や資金源とならないように一括管理する組織だ。

　連盟は世界を実質的に支配していたが、統治しているわけではなかった。太陽系連盟に世界政府としての統治能力は無い。世界を意のままに支配するには、統治機構としてのシステムもマンパワーも不足している。

　ポリス政府にとって、連盟は自主裁量権を持ちすぎた傭よう兵へい集団のようなものだ。天然資源を戦争の資金源とさせない為に、自らの資金源としている武装集団。

　ポリス政府のこの見方は、確かに事実の一面を捉とらえている。そんな連盟の在あり方に不満を覚えるポリス政府は当然少なくない。思うだけでなく反連盟活動に手を出すポリスも存在する。

　そして連盟には、その全てを押さえつける能力が無かった。




　ジャワ補給基地は「基地」と名付けられてはいるが、実態は旧時代の大型タンカーを数十隻せき連結し海底に固定しているだけのものだ。無論、内部には万全の気密処理が施ほどこされ人員が長期間滞たい在ざいできるよう改造されているが、艦の補修やドウルを整備する機能はない。補給物資を蓄たくわえておくだけならそれで十分だという判断からだ。

　長期間生活可能な環境があると言っても、この基地に常駐する人員はいない。いや、この基地に限らず、ゲノムスの海中補給基地はその点で全すべて同じだ。あくまでもナグルやゲノムス所属の潜水艦が水、食料、修理用パーツ、推進剤などの消しよう耗もうした物資を補充する為ための施設。極端なことを言えば協力関係にあるポリスから密ひそかに供給される物資を蓄たくわえておく為の、通信施設付き倉庫でしかない。

　もっとも、設備も物資も充実した地下基地からナグルがここに移動して来たのは、言う迄までもなく補給の為ではなかった。

　オーストラリアに降下した連盟の部隊を監視することが目的、とクルーには説明されている。実際の目的は艦長のロペス他ほか、数名しか知らない。龍りゆう一いちも知らされていない側だった。

「シア、マクリールに取り付けたテレパシー偽ぎ装そう装置の調子はどうだ」

　海底に艦を固定したナグルのブリッジで、艦長席のロペスからオペレーター席のシアへ質問が飛んだ。

「正常に作動しています。ただ、私たちに用意できた感応能力者テレパスのレベルは十分なものとは言えませんので……」

　シートを回して、シアが答える。

「実際に通用するかどうかは、実戦の中で確かめてみなければ分からないか」

「残念ながら」

「仕方が無い。不安は残るが、それをテストするのも今回の任務の内だからな」

　ロペスが背もたれに身体からだを預けたのを見て、シアもシートの向きを元に戻した。

　今回の任務はオーストラリア北部に降下した連盟軍直属部隊の動向監視ということになっていたが、その実、監視の必要が無いことをゲノムスの上層部は知っていた。

　降りてきたのは訓練生の小部隊であり、ゲノムスの重要拠点であるジャカルタポリスに対する影えい響きようは無いと分かっていた。

　ナグル出動の真の目的は別にあった。監視の為ではなく、降下メンバー自身に用があるのだった。

　一つは、マクリールに追加されたテレパシー偽装装置の実戦試験。

　訓練生を率いるマユリ＝カーティスが強力なＥＳＰ保持者であることをゲノムスは知っている。彼女の能力を利用して、龍一の素性がテレパシーでばれないかどうかテストしようというものだ。龍一とマユリが知り合いであることを分かった上での計画だった。

　もしばれてしまった場合はどうするのか、という声は当然あったが、その時は仕方無いというのが上層部の決定だった。この場合の「仕方が無い」は、龍一の素性がばれて彼の家族がポリスを追放されるようなことになっても仕方が無い、である。

　龍一の家族が人ひと質じちになる可能性は最初から考こう慮りよされていない。人質というのはその人間が害される恐れがあって、初めて意味を持つものだ。高度先進文明の正統な継承者を自認するポリス政府に、自国市民に対する拷ごう問もんや処刑といった非人道的な真似まねができるはずもない。

　身内にゲノムスの構成員がいると判明した市民にポリス政府が取り得る対応は、ポリスからの追放一いつ択たくである。このケースで言えば、たとえ龍りゆう一いちがゲノムスを脱退しても、龍一の家族が横よこ浜はまポリスを追われることに変わりはない。

　ポリスは一度でもテロ組織やゲリラ組織に加わった者とその家族を受け容いれるような寛かん容ような国ではない。ただでさえポリスの門前には常に市民権を求める者が列を成しており、ポリス政府は何処どこも市民の選別に苦労しているのだ。

　仮に龍一の家族がポリスから追放された時は、ドウルマスターとして有望な素質を推測される龍一の弟ごと取り込んでしまえば良いいとゲノムス上層部は考えていた。

　そしてもう一つは、ゲノムスが素性を把は握あくしている数少ないエクサーの一人である早さ乙女おとめ蒼生あおいの捕ほ獲かくだ。オートンの出身者でありソフィアに正規入隊前の蒼生であれば、ゲノムスのドウルマスターとして寝返らせることも可能だと作戦立案チームは判断したのである。

　もっとも、蒼生の捕獲は機会があればという程度の優先度だった。計画的な拉ら致ち作戦は予定されていない。

　龍一が蒼生と親しくしていたことは、ロサや吉き良らの報告から知られている。強引な誘ゆう拐かいを成功させる為ためには事前に綿密な作戦を練る必要がある。打ち合わせには実行要員である龍一も参加させなければならない。

　蒼生の拉致計画をあらかじめ龍一が知っていたなら、彼は裏切るのではないか。

　そんな懸け念ねんが、ゲノムスの中で持たれたのだった。

　龍一はゲノムスにスカウトされてポリスと連盟を裏切った。そして今、ゲノムスの一員になっている。

　その龍一を組織の幹部たちが信用していないというのは随ずい分ぶんと身勝手に思われるが、今も昔も珍しい話ではなかった。




　　　◇　◇　◇




　土煙を上げて砂漠を疾しつ走そうする三体の巨人。玲れい音ねたちが搭乗するタイタニック・ドウル、ヤクシャだ。地球降下二日目の訓練メニューは「ひたすら走ること」だった。

『蒼生君、ターンが遅いぞ。レニー、もっとしっかり地面を踏みしめるんだ』

『了解です』

『分かりました』

　マユリの言葉遣づかいはいつもの砕けた調子に戻っていた。最初は玲音のことも「高たか城じよう候補生」と呼んでいたのだが、「早乙女朱あか理り候補生」「早乙女蒼生候補生」といちいちフルネームを口にするのが面倒になったのだ。

　今日の訓練では意外なことに、蒼生あおいが注意を受ける回数が思ったより少なく、玲れい音ねが改善点を指摘される回数が案外多い。一番マユリに名前を呼ばれる回数が少ないのは朱あか理りだ。

　玲音が苦戦しているのは主に機体の所為せいである。彼女の愛機「朧月ミステイムーン」は極めて大出力の慣性制御装置を搭載しており、並のドウルマスターどころかエクサーでも、彼女以外そのポテンシャルを持て余してしまう。他ほかのマスターが朧月ミステイムーンに乗っても、ＳＩＭＡシーマの不足で全力を絞り出せない。

　このように、普段玲音は慣性制御能力に物を言わせた操縦をしているので、朧月ミステイムーンに比べてその能力が低いヤクシャは勝手が違った。

　朧月ミステイムーンは宇宙向きの機体であり玲音自身も無重力空間を得意としている。空の上では搭乗する機体が汎はん用よう機きのヤクシャでもそれほど不自由している様子は見せなかった。しかしステージを地上に移すことで、慣れている機体との差が露あらわになっていた。

　一方蒼生がＭＩＴＵミツツ転換直後にも拘かかわらず意外に上手うまく操縦できているのは、熱心なシミュレーション訓練の賜たまものだ。未いまだ機体操縦とサイクロニクス機関操作の一体化は不完全だが、陸上機動ではスラスターに意識を割さかなくて済む分、サイクロニクス機関を操る余裕がある。

　地上を走り回るだけなら蒼生はＮＩＴＵニツツを使っていた頃ころと同等の動きを乗機にさせられるまでのレベルに、ＭＩＴＵミツツによる操縦の技術を身につけていた。




　地面に立った玲音は、大きく伸びをして息をついた。その背後から同じようにドウルを降りた朱理が声を掛ける。

「玲音、随ずい分ぶんとお疲れみたいね」

「気分の問題ですけどね。朱理も如何いかがです？　気持ちが良いいですよ」

　玲音は振り返らずにそのままの姿勢で答えた。つま先立ちになって指を組んだ手の平を空に向け思う存分背中・腰・手足を伸ばすと、朝からひたすら走り回らせられた疲労感が紛まぎれていくような気がする。

　タイタニック・ドウルの慣性制御システムは操縦席の揺れも無害化する為ため、長時間乗っていても肉体的に疲労するということはほとんど無い。だが感覚的に自分と一体化したドウルが激しく動き回っていると、操縦者は自身でその運動を行ったような錯さつ覚かくに陥おちいる。その所為で気分的に疲れてしまうのである。

「ホント、気持ち良い」

　朱理が玲音の真似まねをして伸びをする。

「玲音さん、姉さん、教官が待ってるよ」

　二人の傍そばを通り過ぎた蒼生が振り返って声を掛ける。

　二人は顔を見合わせて、小走りで蒼生の横まで駆け寄り、そのまま追い越した。




　マユリが乗ってきたレンズ形ヘリ「フライングソーサー」にはローター部分を除いても、二十世紀のエアクッション型揚よう陸りく艇ていほどの容積がある。内部には乗員が寝泊まりするキャビンの他ほかにキッチン他、簡単な生活設備が備わっている（ただしバスルームは無い）。

　昨晩の夕食はこのキッチンを使って調理し、格納庫の空あきスペースに折り畳たたみテーブルを広げて四人で囲んだ。しかし今日の昼食は朝食に続き、日ひ除よけに張ったタープテントの下もと、非常食で済ます食事だ。

「また非常食ですか？」

　予想はできていただろうに、朱あか理りはわざわざ顔を顰しかめてマユリに不平を唱えた。すっかり年上の友人に対する態度になっている。

「隊からはぐれたケースを想定した野営訓練を兼ねているからな。漁や狩かりをしなくていいだけ楽だろう？　さすがにこの環境で食料を調達してこいとは言えないからね」

「その点だけは砂漠で良かったです」

　朱理の言動が砕けてしまったのは、マユリの態度に原因がある。そう言いきって差し支つかえないだろう。少なくとも、玲れい音ねはそう思っている。

「朱理は狩しゆ猟りようの経験があるのですか？」

　心の中でそう考えていた玲音も、口調は随ずい分ぶん柔らかなものになっていた。

「あるよ。玲音は無いの？」

「私はアイランドの難民キャンプしか経験がありませんので。食料になる物を勝手に採集するのは水を無許可で消費することと並んで最も重大なルール違反でした」

「アイランドに難民キャンプを作る余裕なんてあるの!?」

「磐いわ都とアイランドにも、あちらこちらに公園がありましたでしょう？　ああいう空き地は、いざという時に遭そう難なん者しやを受け容いれる為ためのスペースでもあるのです」

「なるほど、ちゃんと意味があったんだね」

　朱理が大おお袈げ裟さに何度も頷うなずく。そしてふと顔を上げた拍子に、蒼生あおいが会話に混ざりたそうな顔をしていることに気がついた。

「あたしたちの方はむしろ、自分で食べる分は自分で何とかしろって感じだったからなぁ。狩りも漁も、生きていく上で必ひつ須す技能だった」

「そうなのですか。それで朱理は狩猟を覚えたのですね」

「あたしだけじゃなく、蒼生もね。魚を捕るのは蒼生の方が上手うまかったかもしれない」

　ここで朱理が蒼生の名前を出したのは、弟の恋を後押ししようという姉らしい考えがあったからだ。

「魚捕りはって、魚以外に食用の動物なんてほとんど手に入らなかっただろ……」

　この和気藹あい々あいとした空気の中では、蒼生も四角四面の「軍人らしい」行動様式を維持することはできなかった。

「蛇へびを捕まえるのはあたしの方が上手うまかったでしょ」

　弟に花を持たせる為ため「蒼生あおいの方が漁は上手い」と発言しながら、ついつい張り合うような発言をしてしまうのは朱あか理りの性分としか言いようがない。しかし結果的に、この反論は蒼生に対する援護射撃につながった。

　朱理のセリフに、玲れい音ねが顔を引きつらせる。いや、本人は嫌けん悪お感かんを表情に出さないよう堪こらえたつもりだったが、あいにくと本音を隠し切れていなかった。

「……食べるのですよね？」

「そうだよ？」

　一方、朱理は玲音が何故なぜそんな顔をしているのか分かっていない。引かれていることも理解していなかった。

　そこに蒼生が身内のフォローと、少しばかりの騎き士し道どう精神（あるいは色気、または邪じや心しん）を発揮して口を挿はさむ。

「姉さん。ポリスやアイランドでは蛇を食べる文化を持っていない所の方が多いんだ。小お田だ原わらで教えてもらったでしょ」

「そうだっけ？」

　これは蒼生の勘かん違ちがいだ。彼が隣となり近所の共同作業の休憩時間に、学校代わりの青空教室で近所の老人からその話を聞いた時、朱理はドウルで出撃していた。

　しかし幸いなことに、姉弟きようだいは二人ともそのことに気づかなかった。

「特に女の人はその傾向が強いって」

　蒼生は玲音に向かって頭を下げた。

「玲音さん、すみません。気持ち悪かったですよね」

　玲音は軽い狼ろう狽ばいに囚とらわれて勢いよく首を振った。その動作は彼女をいつもより幼く見せた。

「いいえ、私の方こそ失礼な真似まねを。動物性タンパク確保の難しさと重要性は分かっているつもりなのですが……。実際に想像すると、その、ちょっとですね……」

「小田原オートンにも、蛇は食べたくないという女の人はたくさんいました。玲音さんがおかしいわけじゃないです」

　蒼生が玲音をフォローしようと、精一杯舌を動かしている。その一所懸命な様子に、玲音が落ち着きを取り戻し穏おだやかな笑みを浮かべた。

「朱理がおかしいわけでもないのでしょう？　ですが私はやはり、爬は虫ちゆう類るいよりお魚の方が良いいですね。蒼生君、本当に遭そう難なんした時には、お魚の捕り方を教えてもらえませんか」

　玲音の笑顔と「お願い」に、蒼生が頰ほおを赤らめる。

「よ、喜んで！　あっ、いえ、玲音さんの召し上がる分くらい俺おれが捕ってきますよ！」

　それは久々に見せる、龍りゆう一いちがいなくなってから初めて顔に浮かべる、恋する少年の表情だった。
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　非常食による味気の無い昼食はすぐに終わった。だが訓練再開は機体の充電時間を確保する為ため、二時間後とされた。

　ドウルの装甲板には太陽光発電の機能が組み込まれているが、これはあくまでも非常用だ。低緯度の砂漠の昼間のように条件の良い場所でさえ、ただ歩いているだけでもキャパシタの蓄ちく電でん量りようは減っていく。

　平均的なドウルの稼か働どう時間はフル充電状態で、八時間の全力戦闘機動が可能だ。ただ歩くだけならその十倍は持つ。今回の訓練スケジュールなら充電時間は必要無い。

　それでも不測の事態に備えて、機体を休める時間と蓄電量を回復する時間を取っているのである。

「玲れい音ね、何処どこ行くの？」

　食事の後始末を終え、自分の機体に戻ろうとする玲音を朱あか理りが呼び止めた。

「操縦席で休もうと思いまして。エアコンだけなら電気の消費は無視できる量ですから」

「ああ、レニー。それはダメだ」

　正直に答えた玲音を、今度はマユリが制止する。

「言い忘れていたが、訓練再開まで外で休憩すること。これも訓練の一環だ」

「外ですか？　この炎天下に？」

　玲れい音ねが絶望の表情を浮かべてマユリに問い返す。

「何も四、五百年前みたいに布を被かぶって蹲うずくまっていろ、なんて言うつもりは無いよ。今は二十五世紀だからね」

　そう言ってマユリはフライングソーサーの乗組員に「始めてくれ」と声を掛ける。

「実じつ践せんする機会はまず無いだろうが、一応やり方を見ておいてくれ」

　クルーがタープテントの支柱にあらかじめ備わっているフックにロープを掛け、網のような物を広げていく。テントの下には、あっという間に三人分のハンモックが設しつらえられた。

「……二十世紀と大して変わらないような気がするのですが」

　玲音がマユリに冷たい眼まな差ざしを向ける。マユリは白々しい口調で玲音の指摘に反論した。

「そんなことはない。テントの遮しや光こう性能は比べものにならないくらい向上しているし、ハンモックの寝心地も雲うん泥でいの差だ」

「マユリさん、二十世紀のハンモックを使用されたことがあるのですか？」

　マユリは玲音の視線からすっと目を逸そらした。

「……さて、訓練再開まで私も休んでおくことにしよう。無理にとは言わないが、レニーたちも横になっていた方が良いいぞ」

　そう言ってマユリはフライングソーサーの中に消えて行く。玲音には最も早はや「ずるい」と言う気力も無かった。

「玲音、案外寝心地良いかもよ……？」

　朱あか理りが玲音にそっと声を掛ける。

「そうですね……」

　玲音は脱力した声で頷うなずいた。

「じゃあ、私はこちらの端で良いですか？」

　玲音がそう言って、一番奥のハンモックの前に立った。

　朱理と蒼生あおいが勢いよく顔を見合わせ、二人の視線が火花を散らす。

　もっとも、勝敗はすぐについた。

「あたしが真ん中ね。蒼生、あんたはこっち」

「……分かったよ」

　玲音が横になっている隣となりで寝るというのは蒼生にとって大層魅み力りよく的だったが、あいにくと彼自身にもその度胸は無かった。




　訓練は何度か休憩時間を挿はさんで夜まで続いた。夕食も相変わらず非常食だったが、寝る時まで野営ということはなく、三人はフライングソーサーのキャビンで休むよう指示された。

　蒼生は昨夜と同じキャビンに入って、ドウル操縦用のスーツ・マスターウェアを脱ぎ、使い捨ての清せい拭しきタオルで身体からだを拭ふく。

　楽な服に着替えてさっさと寝ようか、と考えたところでふと窓から外を見ると、玲れい音ねがマスターウェアのまま夜空を見上げていた。

　身体を清めたばかりだということがちらと頭を過よぎった。だが少し汚れたところで野宿の思いをすればどうということはない、と自分を誤ご魔ま化かし、蒼生あおいは機外へ出て行った。

　外は無風だった。砂漠の夜は寒いと聞いていたが、風が無い所為せいか半はん袖そで短パンの薄うす着ぎでも少し肌はだ寒ざむいと感じる程度だ。

　小石混じりの砂を踏みしめる彼の足音に気づいたのか、空を見ていた玲音が蒼生へ目を向けた。

「こんばんは、蒼生君」

　玲音の微笑ほほえみは、夜にも拘かかわらず、蒼生の目にくっきりと映った。

「こんな夜よ更ふけにどうしたのですか？」

「いえ、その、何となく……」

　蒼生がしどろもどろになったのは、玲音の笑顔が眩まぶしかった所為ばかりではない。「貴女あなたの姿が見えたから」と正直に打ち明けるのは、蒼生にとってハードルが高すぎた。

　それに、玲音はそんな誤解などしないと思うが、ストーカーに間違われでもしたら悲ひ惨さんすぎる。──違う、と自信を持って断言できないから尚なお更さら、そんな疑惑を持たれたくない。

「そうですか。気持ちの良さそうな夜ですものね」

　幸い玲音は、深く追及して来なかった。

「少し涼し過ぎますけれど」

　そう言って玲音は悪戯いたずらっぽく笑った。

「玲音さんは何をしてたんですか」

　蒼生が自然な口調でそう訊たずねることができたのは、玲音の笑みが親しみやすいものに変化したからだろう。

「星空を見ていました」

「えっ？　でも星なんて宇宙では地上以上によく見えますよ」

　しかし残念ながら、乙女のロマンを理解する能力は覚かく醒せいしなかったようだ。

「宇宙で見る星は、ただそこにあるだけですから」

「はぁ……」

「冷たく光っているだけで、こんな風に柔らかく瞬またたいたりしません。宇宙で見る星は、こんな風に優やさしい気持ちを分けてくれません」

　玲音が再び空を見上げた。

「地上から見上げる星空は優しくて、何だか懐なつかしい気持ちにさせてくれます」

　蒼生もつられて夜空を見上げる。

　星の配置は見慣れなくても、本州で見たのと同じ星空のはずだ。

　だけど何だか、いつもと違って見える。星が何かを語り掛けてくれている気がする。

　蒼生あおいも、そんな気持ちになっていた。

「不思議ですね。私には星空を懐なつかしく感じる記憶なんて無いのに」

　玲れい音ねと二人でただ静かに星空を見上げている。こういう時間が自分の人生に訪れたことが、蒼生にとっては何より不思議だった。




　翌朝、キャビンから出た蒼生は、いきなり首に衝しよう撃げきを受けた。前につんのめりながら強引に振り返る。

　そこには背後から自分の首に腕を巻き付け、ニヤニヤ笑っている姉の姿があった。

「いきなり何だよ。痛いじゃないか」

　蒼生がきつい声で咎とがめても、朱あか理りの嗜し虐ぎやく的な笑みは消えなかった。

「蒼生、昨日の夜は良いいムードだったじゃない」

　蒼生は自分の血液が逆流した錯さつ覚かくを覚えた。

　これはまずいパターンだ。このまま黙っていたらいいように弄いじられてしまう。

　そんな危機感に駆られて、蒼生は全力で「何でもないような、平静な声」を心掛けた。

「な、何のことだよ！」

　──彼の努力は、全く実を結んでいなかった。

「またまたぁ。とぼけなさんなって！」

　朱理が蒼生の首に回した腕を解ほどき、弟の背中を勢いよく叩たたいた。

「二人きりで星空なんか眺ながめちゃってさ。あんたにあんな甲か斐い性しようがあるとは思わなかったわ」

「か、甲斐性って、そんなんじゃないからな！」

「照れない照れない。あたしは応援してんのよ」

　朱理が二度、三度と蒼生の背中に平手をくれる。

「玲音は良い子だからね。自分の方が年下だって点が気になるのかもしれないけど、ぼけっとしているあんたには一つ年上くらいがちょうど良いんだって。第一、今いま更さら誤ご魔ま化かしてどうするの」

　全く朱理の言うとおりで、蒼生が姉に向かって玲音のことが好きだと打ち明けた（打ち明けさせられた？）のは、まだ先月のことだ。

「ほっといてくれよ！」

　蒼生にできるのは、駆け足でこの場から逃げ出すことだけだった。




　　　◇　◇　◇




　西暦二四一八年一月十五日。

　砂漠での陸上訓練を終え、蒼生あおいたち三人を乗せたヤクシャは朝から海上母艦「カンシエンシャス」で海に出ていた。

　堅けん牢ろうで広い甲かん板ぱんを持つこのタイプの双そう胴どう船せんはドウルを海上輸送する為ための戦闘母艦だが、空くう宙ちゆう母艦が実用化されて以来、海上母艦が実戦投入されることはほとんど無い。カンシエンシャスも建造されてから五十年が経過している。

　現在、海上母艦の主な役割は、ソフィアの空宙母艦が反乱を鎮ちん圧あつした後の治安維持部隊輸送だ。今回のようなドウルマスターの実機訓練は海上母艦の数少ない出番の一つだった。

　朝五時にダーウィン港を出発し、途中ドウルの海中機動訓練を挿はさみながら、目的地に着いたのは夜の七時になっていた。

「これがナーサリー・フロート？　随ずい分ぶん大きいのねぇ」

　ドウル操縦用のスーツ、マスターウェアから半はん袖そでの軍服に着替えた朱あか理りが、同じ軍服を着た玲れい音ねに話し掛ける。

「ええ。海上都市、ティモール・ナーサリー・フロートです」

　十四時間の航海で到着した場所は、玲音が朱理に答えたとおり、ティモール島の近きん傍ぼう深度三千メートルの海に浮かぶ人工島「ティモール・ナーサリー・フロート」。

　合計百基のメガフロートを連結した縦横五キロの、海上をたゆたう人工の大地だ。

「レニー、朱理、そろそろ上陸の準備をしなさい。蒼生君はもう準備を済ませているよ」

　甲板に駐機したヤクシャの足元で話をしていた玲音と朱理に、横から近づいて来たマユリが注意を促うながす。

「分かりました」

　すぐに返事をしたものの、玲音はあまり乗り気でないようだ。

「玲音、どうしたの？　ナーサリー・フロートってそんなに居心地悪かったりする？」

　朱理の問い掛けに、玲音は笑って首を横に振った。しかしその笑みは、屈くつ託たくの無いものとは言えなかった。

「いえ、短期滞たい在ざいする分には少なくともこの艦より快適ですよ」

「そりゃ、大きさが違うからな」

　背後から掛けられた声に、玲音がビクッと背中を震ふるわせた。

「あっ、その……すみません」

　今日一日お世話になった甲板要員のクルーに対して玲音が慌あわてて頭を下げる。

「そんなに恐縮しなくても良いいって」

　直属軍海軍兵へい曹そうの肩書きを持つその男は、年下の少女に対する気安い口調で玲れい音ねの謝罪を笑って流した。

「フロートの方がこの艦より居住性が良いいのは間違いないしな。でかい船の方がちっぽけな船より乗り心地が良いのは船乗りじゃなくても周知の事実だ。まあそれでも、陸おかの上の方が居心地は良いんだが」

「そうですね」

　朱あか理りが相あい槌づちを打ったのは「この人も陸地の港に上陸したかったんだろうな。そっちの方が色々楽しめそうだし」という程度の気持ちからだった。

　玲音がひっそりとした微笑ほほえみの裏で深刻な思いを抱かかえていることに、朱理はこの時気づいていなかった。




　　　◇　◇　◇




　海上母艦がナーサリー・フロートに横付けする形で固定された。甲かん板ぱんから見るナーサリー・フロートは何処どこまでも続く、そそり立つ壁かべだ。

「……近くで見るとますます大きいわね。これ、どれくらいの高さがあるの？」

「ティモール・ナーサリー・フロートは標準的な規格で造られているはずですから、屋上が海面から二十メートルですね」

　朱理の質問に玲音が答える。その後をマユリが引き継いだ。

「この艦の甲板が海面から十メートルだから、ここから見た外がい壁へきの高さは十メートル程度しかないよ。ドウルが立ち上がれば、腰くらいまでしかない」

「そんな物ですか……。あの、マユリさん。もう一つ教えていただいて良いですか？」

「何だい、朱理」

　一応まだ訓練時間中なのだが、訊たずねた方の朱理も訊ねられた方のマユリも言葉遣づかいを気にしている様子は無い。

「玲音が『屋上』って言いましたけど、何の屋上なんですか？」

「ナーサリー・フロートは縦一キロ、横二百五十メートル、厚さ三十メートルのメガフロートを百基、隙すき間ま無く連結してできている。各フロートの上部十八メートルが五層の居住区画になっていて、そこに住居と店てん舗ぽが詰め込まれているんだ。その屋上という意味だよ」

「……それだけの広さがあれば滑走路に使えそうですね」

「下に人が住んでいなければね。だからナーサリー・フロートに発着する宇宙船は離着水可能なタイプが使われる」

　朱理が納なつ得とくして引き下がると、今度は蒼生あおいが手を挙げた。

「マユリさん、俺おれも質問があるんですが」

「何かな？」

「このメガフロートには武装が無いように見えますが、壁へき面めんに隠されているのでしょうか」

「良く見ているな」

　マユリは良いい目の付け所だと大きく頷うなずいた。

「ナーサリー・フロートは堅けん牢ろう性せいを第一に設計されている。その為ため、波や風を正面から受ける外壁に損傷の原因となる複雑な構造を設けることは避けられた、と言われている」

「言われている、ですか？」

「自衛の為の砲塔を設置することによるフロート強度の低下は誤差の範囲だ。太陽系開発機構理事会は……各ポリスの代表たちは、ナーサリー・フロートに独自の武力を与えることをこそ忌き避ひしたんだ。ポリスと開発機構以外の如何いかなる組織であれ、地球上で武力を持つべきではないと」

「そんな馬ば鹿かな！　海かい賊ぞくだっているだろうし、ゲノムスの脅きよう威いだってあるのに……！　ここには大勢の妊にん婦ぷと乳幼児がいるんでしょう？　最も保護しなければならない人たちじゃないですか！」

「蒼生あおい、落ち着きなさい！」

　制止の声はマユリからではなく朱あか理りから飛んだ。

「相手が違うわ。マユリさんに嚙かみ付いたってしょうがないでしょう」

「でも……」

「蒼生君、ナーサリー・フロートは全くの無防備というわけではありませんよ」

　もっとも、最終的に蒼生を落ち着かせたのは玲れい音ねだった。

「あちらの船が見えますか？　あれは開発機構が所有するアレクトー用の航空母艦です」

　玲音が指差した空母の甲かん板ぱんには、平たい三さん角かく錐すいを基本フォルムとした小型機が列を成している。テレパシー・オーダーシステムで操作される無人機動兵器・アレクトーだ。

　アレクトーは推進機を換装することにより宇宙でも空中でも水中でも活動できる。あそこに並んでいる機体は大気圏内用のエンジンを取り付けた物だろう。

　ドウル用の海上母艦は空くう宙ちゆう母艦の開発により第一線を退いた。だが伝統的な空母は連盟が独占する航空兵力の移動基地として今でも活躍している。──なお航空母艦は海上母艦と違い単たん胴どう船せんだ。

「それからあちらの船」

　そう言いながら玲音は反対側を指差した。蒼生がそこに目を向けると、小型の潜水艦らしき物が背中を見せてフロートにつながれていた。

「あれは水中用アレクトーの潜水母艦です。ナーサリー・フロートには常時、ああいう航空母艦と潜水母艦、他ほかにも駆く逐ちく艦かんが配備されていざという時に備えています」

「そういうことだ、蒼生君。フロートは独自の戦力を持たないが、開発機構はここを無防備で放置なんてしちゃいない」

「……分かりました。マユリさん、すみませんでした」

　頭を下げる蒼生あおいの肩を、マユリが親しみを込めて叩たたく。

「構わないさ。理り不ふ尽じんに対して怒ることができるのは、きっと大事なことだ」

　タイミング良く、接岸しているメガフロートの屋上から甲かん板ぱんの中なか程ほどに長いスロープが下りてくる。表面に滑すべり止めがついた自動通路だ。

「ようやく準備が整ったようだ。それでは訓練生諸君、これよりティモール・ナーサリー・フロートに上陸する！」

「はい、教官殿！」

　蒼生たち三人は声を揃そろえてマユリに敬礼し、彼女に続いて自動スロープに乗った。




　今日から四泊、蒼生たちはナーサリー・フロートで宿泊する予定だ。その部屋割りを指示されて、蒼生は思わず声を上げた。

「えっ、姉さんと同じ部屋なんですか!?」

　蒼生が驚おどろくのも無理はない。姉弟きようだいとはいえ、男と女。普通、寝泊まりする部屋は分けるものだ。

「すまないね、蒼生君。居住用アパートの間取りは全すべて２ＬＤＫで統一されているんだ。一人で部屋を使わせるわけにはいかないし、まさか玲れい音ねと相部屋にするわけにはいかないだろう？　君が構わなければ、私と相部屋でも良いいんだが」

「い、いいえ！　姉さんと一緒で良いです」

　マユリから同じ部屋にならないかと誘われ、蒼生は大おお慌あわてで辞退した。冗談だとは分かっているが、かなり心臓に悪い。

「ははは。まあ、寝室は別にしてあるし鍵かぎはちゃんと掛かるから夜よ這ばいの心配は無いよ」

「よばっ!?」

　蒼生が絶句する隣となりで、朱あか理りが目を半眼にしてマユリを睨にらんだ。

「……マユリさん。夜這いを心配しなきゃならないのはあたしの方だと思うんですけど」

「姉さん相手にそんなことするはずないだろ！」

　固まっていた蒼生が、とんでもない言い掛かりに間髪入れず叫ぶ。

「だったら良いじゃないか」

　マユリは今にも腹を抱かかえて笑い出しそうな顔をしていた。

「何の問題も無い」

「本音を言わせていただければ、私は朱理と相部屋が良いのですけど」

　話が纏まとまったかに見えたところで、それまで黙って三人の会話を聞いていた玲音が独り言のように呟つぶやいた。

「つ、つれないね、レニー。私と一緒では嫌いやかな？」

「不ふ埒らちな真似まねをされなければ、嫌ではありません」

　疑惑の眼まな差ざしが二人分、マユリに突き刺さった。朱あか理りと、そして今度は蒼生あおいも、半眼にした目をマユリに向けている。

「……公務中だよ。不埒な真似などするはずがないだろう」

「今の間は何なのですか？」

　早さ乙女おとめ姉弟きようだいの視線の温度が目に見えて下がった。

　マユリの顔に焦あせりが浮かぶ。教官という立場上、さすがにまずいと思い始めたのだろう。

「レニー、本当に安心してくれたまえ。私も時と場合は弁わきまえている。今回は、レニーの嫌がることはしない」

　玲れい音ねがマユリの瞳ひとみをのぞき込む。

　マユリは目を逸そらしたくなる衝しよう動どうに必死で耐えた。

　玲音がフッと表情を緩ゆるめた。

「ここで愚ぐ図ず愚図していても時間の無む駄だですし、そろそろお部屋に移動しませんか？」

「うん、そうだね！　では行こうか」

　マユリが腕に巻いたナビゲーターを見ながら歩き出す。

　そのすぐ後ろに玲音が続く。

　蒼生と朱理は一度顔を見合わせた後、少し遅れて二人を追い掛けた。




　あてがわれた２ＬＤＫの部屋は蒼生が想像していたより広く、朱理が考えていたより生活設備が充実していた。

「うわっ！　見て、蒼生。自動収納機能付きの食器洗浄機よ。こっちは殺菌機能と湿度調整機能付きのクローゼット」

「洗濯はまとめてやってもらえるみたいだね。俺おれたちが短期滞たい在ざいだからかな？」

「他ほかの部屋もこうなっているんじゃない？　ランドリーボックスに洗濯物を入れておくと自動的に持って行ってくれる仕組みみたいだから」

　リビングのタッチディスプレイを弄いじっていた朱理が、部屋のマニュアルを見つけて歓声を上げる。

「おおーっ！　ランドリーボックスをクリーニングサービスに送ると八時間以内にきちんと畳たたんだ状態で送り返してくれるんですって。洗う手間も干す手間も畳む手間も必要無いなんて最高！」

「噂うわさに聞くポリスの高級アパート並みだね……」

「これならお風呂も期待できそう」

　そう言いながら、朱理はいそいそとバスルームに向かう。

「先に使わせてもらうわよ、蒼生あおい」

「……あっ、姉さん、着替え！」

　トラベルバッグを開けてもいない朱あか理りを蒼生の声が追い掛ける。だが既すでにバスルームの扉を閉めていた朱理から返事は無かった。

「防音もしっかりしているんだな……」

　そう独り言を呟つぶやいた後、蒼生はすぐに訪れる緊急事態を予測し慌あわてて自分に割り当てられた部屋へバッグを抱かかえて駆け込んだ。

　着替えを持たずに風呂へ向かった朱理は、身体からだにバスタオルを巻いただけの姿で出て来るに違いないのだ。蒼生は部屋の片かた隅すみに座り込んで一人顔を赤くしていた。




　玲れい音ねは自分の部屋でトラベルバッグの中から今日・明日使う分だけの着替えを取りだしてクローゼットにしまい、軍服のままリビングに戻った。一歩遅れで部屋から出て来たマユリには構わず、ソファに座って生活設備マニュアルにざっと目を通す。

「レニー、何か目新しい物はあったかい？」

　自分は自分で部屋の中をあれこれ見て回っていたマユリが、タッチディスプレイから顔を上げた玲音の前に腰を下ろしそう話し掛けた。

「覚えている限り、何も変わっていませんね」

「私もだよ。新しいフロートが建設されないばかりか、中の設備も修理だけで更新はされていないようだ」

　玲音は五歳までナーサリー・フロートで暮らしていた。マユリは七歳までだ。宇宙に上がった年齢に差があるのは玲音が一人っ子でマユリが姉だからである。

　出産の為ために何度も地球と宇宙を行き来できるほどアイランドの市民は裕福ではない。そもそも、ナーサリー・フロートに滞たい在ざい中のアイランド市民は「休職中」の扱いであり、その生活費は所属アイランドの相互扶ふ助じよで賄まかなわれている。

　出産に伴う宇宙市民スペーシアンの経済的負担は地球上で生活する者に比べ遥はるかに重い。宇宙との往還にかかる費用やナーサリー・フロートの家賃などで、絶対額は無論のこと年間の生計費に対する相対額で見ても大きく上回っている。

　しかもナーサリー・フロート滞在中、家計としての収入は無く他人の善意に頼らざるを得ないのだから、回数も一度きり、多くて二度、滞在期間も長くて十年が限度だ。子供が宇宙に出られるようになるまで成長する期間を考こう慮りよすれば、子作りに使える時間は三年程度しか無い。

　だから大たい抵ていの宇宙市民夫婦はナーサリー・フロートで二子以上を出産し、多た胎たい児じを除き三人を超えて子をもうけることはない。

　例外は中々子供ができずに一人しか産めなかったケースだ。マユリは前者の例で二人姉妹、玲音は後者の例で一人っ子。

　マユリは妹が大気圏離脱に支障が無くなるまで待たなければならなかった為ため、玲れい音ねより宇宙に出た年齢が上だったのである。

　玲音は今十七歳だから、彼女の記憶にあるナーサリー・フロートは十二年前の物だ。その当時から全く進歩のない生活環境に彼女はため息を吐つきたい気分になった。

「……今ある物でも十分便利ですから、費用を掛けて更新する必要は無いのかもしれませんけど」

　ため息の代わりに、玲音が備え付けの生活設備について冷たい声でコメントを漏もらす。

「型かた後おくれがあんまり酷ひどくなると、かえってメンテナンスの方が高くついたりするんだがね」

　その呟つぶやきに、マユリが皮肉な口調で応じた。

「民生用の新製品なんて滅めつ多たに出ませんので大だい丈じよう夫ぶなのでは？」

「停てい滞たいした社会の弊へい害がいか。いや、この場合はプラス面かもしれないが……。ところでレニー、一緒にシャワーを浴びないか？」

　いきなり話を変えたマユリに、玲音が氷点下の視線を向けた。

「マユリさん、お先にどうぞ」

「だがレニー。砂漠ではずっと身体からだを拭ふくだけしかできなかったし、早くシャワーを使いたいんじゃないか？」

　玲音のお風呂好きをマユリは良く知っている。それ故ゆえの殺し文句、とマユリは考えていたのだが、玲音から返ってきたのは素っ気なくも厚かましい回答だった。

「そうですか。それでは御言葉に甘えて先にシャワーを使わせていただきます」

　そう言って玲音は立ち上がり、着替えを取りにさっさと自分の部屋へ戻った。




　何事か言いたそうなマユリの前を横切って浴室に入り、しっかり鍵かぎを掛けて玲音は軍服を脱いだ。

　下着姿で鏡を見る。左右反転した自分は、何だか薄うす汚よごれているように玲音には感じられた。

　錯さつ覚かく、であるはずだ。

　砂漠で訓練したといっても、ドウルの操縦席は宇宙で活動することを前提とした完全気密構造で、操縦中に砂や埃ほこりが入ってくる余地は無い。ハッチ開放時に侵入した異物も操縦システムを狂わせる原因とならないよう、自動的に排出される仕組みになっている。

　マスターウェアも宇宙服としての機能を持っており、土埃どころか外気に触れるのもヘルメットを脱いだ後の頭部だけなのだ。

　要するに錯覚だと玲音にも分かっている。それ以上意味の無いことを考えるのは止やめて、彼女は久し振りの入浴を楽しむことにした。

　バスルームに入り、熱いシャワーを湯量全開で浴びる。

　一つだけナーサリー・フロートの良い点は、お湯を思う存分使えるところだと玲音は思っている。ポリスに比べれば小規模な物だが五キロ四方の人工島が必要とするエネルギーを生み出すには過か剰じような出力を持つ核かく融ゆう合ごう炉ろを、ナーサリー・フロートは中央の核となるフロートに備えている。各フロートはそこから供給される電力で潤じゆん沢たくな淡水を海水から取り出しているのだ。

　気が済むまでシャワーに打たれ隅すみ々ずみまで身体からだを洗った玲れい音ねは、ふと悪戯いたずらを思いついた子供のような顔でバスフォームをバスタブに入れた。そして勢い良くお湯を張る。

　バスタブは見る見るうちに泡でいっぱいになる。彼女はシャワーで火ほ照てった身体を、ゆっくりと泡の中へ沈めた。

　バスタブの中で泡をすくい取り、フッと息を掛けて飛ばす。

　足を上にピンと伸ばして泡を舞い上がらせる。

　玲音は普段余り見せることのない無む邪じや気きな笑みを浮かべバスタブの中で戯たわむれていた。
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　玲音が長い入浴を楽しんでいる最中、マユリはテレビを見ていた。

　最初は訓練評定を付けたり自分の愛機、全ぜん翼よく機き型の機体上下に合計八機の無人機を抱かかえる異い形ぎようのアレクトー母艦「ヤマタノオロチ」の水中戦用エンジン換装報告書をチェックしたりと仕事に励はげんでいたのだが、玲音がいつまで経たってもバスルームから出てこないので飽あきてしまったのだ。

　もっとも、つけているのはニュースチャンネルなので、これも訓練に必要な情報収集の一環と言えないこともない。

「サイクロンの進路は直撃コースで変わらずか。常識的に考えれば明日の訓練は休みにすべきだが……」

　現に、テレビ画面からは明日の訓練メニューに大きく影えい響きようする情報が流れている。

「……あの三人にはちょうど良いいくらいだろう」

　マユリがテレビに映った衛星動画を見ながら声に出さず笑った。
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　翌日の朝、海上母艦に乗り込む為ために屋上へ上がった玲れい音ねは、厚い雲に覆おおわれた空と荒れた海に眉まゆを顰ひそめた。

　波はかなり高いが、今のところフロートに揺れは感じられない。じっと立っているとわずかな振動が感じられる程度で、それも歩いていれば分からなくなる程度だ。

　しかし、これからますます波が激しくなれば、この振動は無視できないものになるはずだ。それに現時点でも、船は相当揺れているだろう。

「玲音、おはよう」

「玲音さん、おはようございます」

　今日のことを色々考えて憂ゆう鬱うつな気分になっている玲音へ、背後から明るい声が掛けられた。

「おはようございます、朱あか理り、蒼生あおい君」

　玲音は眉み間けんの曇くもりを消して振り返った。

「随ずい分ぶんご機嫌なようですが、何か良いことがあったのですか？」

　玲音の社交辞令に、朱理は「よくぞ訊きいてくれました」と言わんばかりの笑顔で答えた。

「いやぁ、部屋がすっごく快適でさ。ついつい寝過ごしちゃったよ。玲音はここの環境が劣悪だって言ってたけど、オートンに比べれば天国みたいなものじゃない」

　玲音の表情に翳かげりが生じたのを見て、蒼生が慌あわてて口を挿はさんだ。

「姉さん、笑い事じゃないよ。危うく訓練に遅刻するところだったんだから」

「うっさいわね。寝坊したのはあんたも同じじゃないの」

「姉さんがいつまでも寝ようとしないからだろ」

「色々と珍しかったんだから仕方無いでしょ。今日はもう夜よ更ふかししないわよ」

　姉弟きようだいの言い争いを聞きながら「今日は本当に早く眠った方が良いですよ」と考えていた玲音が、そのセリフを口にする機会は無かった。

「諸君、おはよう」

　マユリの声に玲音たちは急いで整列し、敬礼しながら答えた。

「おはようございます、教官殿！」

「うむ。では、乗艦」

　三人が同時に手を下ろし、既すでに準備が終わっていた自動スロープに早足で向かった。




　潜航可能な深度に限界はあるものの、ドウルは海中でも活動可能だ。だが宇宙や陸上とは随ずい分ぶん勝手が違う。

　まず宇宙にはない水の抵抗がある。通常のタイタニック・ドウルは泳ぐことを考こう慮りよして作られていないから水をかいても足をばたつかせても大した推力にはならず、海水は動きを妨さまたげる抵抗になるばかりだ。

　武装も海中用に変更しなければならない。

　ドウルの白兵戦用武器は勢いを殺されても破壊力を発揮できるように作られているのでレーザー切断系など一部の物を除いて海中でもそのまま使えるが、砲撃戦用の主武装であるガンジャベリンは効果が大きく落ちる。著いちじるしい高速化を果たした魚ぎよ雷らいの方が水中では高い攻撃力を発揮するが、魚雷を搭載するならドウルよりも無人潜航艇ていの方が適している。

　ドウルに備わっている気体拡散防止領域発生装置により形成される空気の膜を海中で維持できている限り、海中爆発によって生み出されるバブルパルスを同化して消し去ることができる。ドウルは海中においても魚雷や対潜ミサイルに対する防御力は他ほかの兵器に比べ圧倒的に高い。

　しかし、水中では遠距離攻撃手段を持たず機動性も低い。液体流動制御の固有兵装を持つ一部のドウルを除き、タイタニック・ドウルは海中戦に向いた兵器ではないと言えよう。

　従って一般的なドウルを海上母艦で運用する際の定じよう石せきは「海に落ちた場合速すみやかに海中から脱出すること」になる。今日の訓練も、海中から母艦の甲かん板ぱんへ如何いかに素早く復帰するかが主なテーマになっていた。

　最も海水と潮流の抵抗が少ない上昇経路を割り出し、その方向へ頭を向けて抵抗を最小にする姿勢を取り、推進剤の消費と上昇速度のバランスが最適になるようスラスターを操作する。海面に到達したらスラスターを全開にして海の中からジャンプし甲板に着地する。

　この一連の操作を、間に推進剤の補給を挟はさみながら繰り返し行う。しかも、サイクロン接近による大おお時化しけの中でだ。

　十七時の訓練終了時には玲れい音ねも朱あか理りも蒼生あおいも、三人ともへとへとになっていた。

「あー、疲れたー」

　宿舎に割り当てられている部屋に戻る途中の廊下で、朱理が正直そのものの声を上げた。すぐ後ろにマユリがいるというのにお構い無しだ。

「ははっ、お蔭かげで今日はよく眠れるだろ？」

「不眠症で悩んだことなんてありませんよ……」

　マユリが冗談に紛まぎらしても、朱理の声は不満げなままだ。決して褒ほめられた態度ではないが、それだけ今日の訓練がきつかったということだろう。

「そうかい？　じゃあ、今夜は人生初めての経験になるかもしれないね」

　マユリは朱あか理りの態度に気を悪くした様子を見せなかった。ただ、別れ際ぎわに放ったその声は、少し意地が悪そうなものに聞こえた。
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　その夜。

　マユリに切った啖たん呵かに反して、朱理は中々寝付けないでいた。

「……あーっ、もう！」

　何とか眠ろうと横になっていた朱理は、苛いら立だちが高じて目が冴さえてしまいベッドから立ち上がった。水でも飲もうとリビングに向かう。

　彼女が部屋の扉を開けると同時に、蒼生あおいも自分の部屋から出て来た。

「蒼生、あんたも眠れないの？」

「身体からだは凄すごく怠だるいんだけど……何でか寝付けないんだ」

　本人の言葉どおり、蒼生は足を引きずるようにして歩いている。冷蔵庫を開ける動作ものろのろしていて切れが無かった。

　ミネラルウォーターをコップに注つぎ、蒼生が元どおりしまおうとした瓶びんを横から奪うばい取って、朱理はそのまま口をつけた。

「姉さん……」

　咎とがめるように蒼生が声を出すが、それ以上のセリフを続ける気力も無いようだった。

「ねえ、蒼生。この部屋、何か揺れてない？」

　ヒステリックな口調で朱理が蒼生に問う。

　蒼生は気怠げに首を振った。

「何となく震えているようには感じるけど」

　実はサイクロンによる風浪がメガフロートに特徴的な弾性振動を引き起こし、低周波の振動となって部屋にも伝わっているのだが、人間の五感で明確に感じ取れるものではない。

　その知覚未満の振動が朱理に苛立ちを、蒼生に倦けん怠たい感かんをもたらし、かつ二人の睡眠を妨さまたげているのだった。

「揺れてるんじゃないの？」

「そうかなぁ……」

　今回は蒼生の方が正解だ。しかし曖あい昧まいにしか認識できていない為ため、強く反論はできない。

　訓練の疲労と低周波振動による倦怠感がそれに拍車を掛けていた。

「はっきりしないわね！」

「ごめん……」

「もういいわ！　寝る！」

　朱あか理りが足を踏み鳴らして自分の部屋へ戻っていく。

　それを見送って、蒼生あおいも頼りない足取りで自分のベッドへ向かった。




　翌朝、玲れい音ねは早さ乙女おとめ姉弟きようだいの顔色の悪さに驚おどろきを隠せなかった。

「朱理、蒼生君、その、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　実を言えば、今朝けさは二人が体調を崩しているだろうと玲音はある程度予想していた。悪天候に見舞われたナーサリー・フロートの居住性の悪さは実際に体験してみなければ分からないものだ。なまじ部屋の設備が調ととのっているから、海の上ということを忘れがちになってしまう。

　特に朱理はフロートの住み心地を「オートンに比べれば天国みたいなもの」とまで言っていたくらいだ。だったら実際に体験してもらいましょう、といささか意地悪な気持ちがあったことは否いなめない。

　事前に薬を飲んでいれば多少は症状も緩かん和わされたはずだから、それを思って玲音は二人の酷ひどい様子に罪悪感を懐いだいていた。

「ゴメン、玲音。あたしが間違ってた」

　玲音がそんなことを考えているとは知らない朱理は、やつれた顔で玲音に対し弱気な謝罪を口にした。

「昨日みたいなことがある場所で出産と育児をしなきゃならないのは確かに辛つらいね……。宇宙で子供が作れないなら、こういう施設を何で陸上に造らなかったんだろ？」

　先に謝られて、玲音は自分の意地悪を告白し辛くなってしまう。だが彼女が朱理の疑問に同調したのは、それが主な理由ではなかった。

「分かりません。陸地は今でも一応旧国家の主権下にあるから、というのが建前ですが、そんなものに実体が無いのは誰だれもが知っていることです。そもそも政府が存在しないのですから」

　玲音は朱理が懐いた疑問をずっと前から持ち続け、それに怒りを燻くすぶらせ続けていた。

「世界には新しいポリスを建設する余裕が無いって宣伝文句は良く聞くけど」

「ナーサリー・フロートと同じキャパシティ、同じ利便性を持つ都市を用意するなら、陸上に造った方がずっと安かったはずです。維持費を考えれば、今から陸上に造り直しても比較的短期間でコストは回収できるはずですのに、何故なぜ海上都市なのか……本当に理解できません」

「ポリスを増やしたくない誰かがいるのかも」

　二人の愚ぐ痴ちを聞いていた蒼生が独り言のように呟つぶやいた。

　重い沈黙が訪れる。

　そのセリフは、発言者である蒼生自身の意図を超えて、三人の心に深刻な疑念を植え付けた。
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　一月十七日。玲れい音ねと朱あか理りがナーサリー・フロートの居住性に愚ぐ痴ちをこぼしていた朝。

　沖おき縄なわに置かれた太陽系開発機構極東基地司令・周す防おうアグス少しよう将しようは、空くう宙ちゆう母艦一番艦「グリンブル」艦長・ジェラール＝アカイ大たい佐さを司令官室に呼び出していた。

　周防少将とアカイ大佐は身長もほぼ同じ百八十センチと百八十二センチ、体型もがっちりした筋肉質な身体からだつきでよく似ている。

　肌はだや瞳ひとみや髪の色は違うが──周防少将はそもそもスキンヘッドだ──些さ細さいなことでは動じない豪ごう胆たんな印象も共通している。（なおこれは余談だがアカイ大佐の苗みよう字じは「Ａｋａｉ（赤あか井い）」ではなく「Ａｋａｙ」である）

　二人はその人柄に相応ふさわしく、ジャカルタポリスから届いた密告について世間話のような口調で意見を交換していた。

「ではジャカルタの副市長からもたらされた曖あい昧まいな情報を当てにして、我がグリンブルは神出鬼没なことで定評のあるゲノムスのナグルを捜索しなければならないということですか？」

「信しん憑ぴよう性せいは低くとも、ナグルを捕ほ捉そくできるかもしれないとなれば無視するわけにもいくまい？　あの艦には散々引っ搔かき回されているからな」

「しかし何故なぜ極東基地にこの話が来たのです？　カムラン基地の方が地理的に近いのでは？」

　カムラン基地は旧ベトナムのカムラン湾に面する連盟直属軍の基地で、極東基地ほどではないが比較的大規模な基地である。極東基地からジャカルタポリスへの通り道に位置し、距離を考えればこの疑問はもっともなものだ。

　アカイ大佐の質問に対する周防少将の回答は単純なものだった。

「カムラン基地には今、ソフィアの空宙母艦がいない」

　意外に思われるかもしれないが、太陽系連盟直属軍が抱かかえる戦力はそれほど大きなものではなかった。連盟が航空・航宙手段を独占している現状下、多数の空宙母艦を揃そろえる必要性は認められていないのだ。

　太陽系開発機構直属軍中、最精鋭の部隊、ＳＯＦＥＡソフイア。エクサーを擁ようするこの特殊部隊が保有する空宙母艦は十隻せき。通常、その内の半数が宇宙に上がっている。

　無論、連盟直属軍はソフィアだけで構成されるものではなく、ソフィア以外にも空宙母艦を有する部隊は存在する。だが──

「ソフィア以外の部隊にナグルの相手は任せられん」

「エクサーの戦闘力が必要ですか」

　──周防少将やアカイ大佐が言うように、エクサーのドウルマスターを擁するソフィアの空宙母艦とそうでない部隊の空宙母艦では戦力に格差がありすぎる。

「ソフィアの空くう宙ちゆう母艦の内、ジャカルタ基地に最も近い艦は貴官のグリンブルだ」

「極東基地には補給に寄らせていただいただけなんですが」

　アカイのまるで本気が感じられない抗弁を周防すおう少しよう将しようは頭から無視した。

「大たい佐さ。ケープ・カナベラル総司令部からの命令だ。グリンブルはジャカルタポリスに向かい、ゲノムスの空宙母艦ナグルを捜索。発見次第これを撃沈せよ」

「拿だ捕ほではなくいきなり撃沈ですか。了解しました、閣かつ下か」

　アカイは不敵な表情で周防に向かい敬礼した。
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　ジャカルタポリス政府内反主流派の背信行為はすぐにナグルの知るところとなった。

「おそらく、極東基地に寄港中のグリンブルが本艦へ差し向けられてくるだろう」

　ブリッジ要員にロサと龍りゆう一いちとウェイを加えたメンバーに向かい、ロペスは艦長席から自分の推測を述べた。

　グリンブルが現在沖おき縄なわにいることは本来部外者が知り得ない情報だが、現時点でソフィアの空宙母艦へ自分から攻撃を仕掛けようとする勢力は、ゲノムスを含めて、いない。実害が無いと思っているからどうしても機密保持が甘くなっているのだ。

　実際にはこのように、作戦を読まれるという大きな弊へい害がいが存在する。連盟直属軍に限った話ではないが、甘さが驕おごりだったと気づくには大きな犠ぎ牲せいが必要なのかもしれない。

「カムラン基地にも空宙母艦は寄港中ですが」

　ウェイの発言にロペスはうんざりした顔を見せた。

「ウェイ、分かっているはずだ。本気で考えてもいない反論をするのは時間の無む駄だだから止やめたまえ」

「いえ、それを分かっていない者がいるのではないかと思いまして」

　ウェイは龍一を横目で窺うかがうことすらしていない。だが彼の言う「分かっていない者」が龍一を指しているのは、龍一本人だけでなくシアにもロサにも理解できた。

　だからといって、龍一はウェイの嫌いやみに反応しなかった。黙ってロペスが本題を再開するのを待っているだけだ。

　ウェイもむきになったりせず、それ以上無駄口は叩たたかなかった。

　ロペスは龍一とウェイの非友好的、というよりむしろ敵対的な態度を見てため息を吐つき、話を今後の方針に戻した。

「現在判明している情報が正しいならば、この海中基地の深度までグリンブルは潜れない。従ってこの場に留とどまっていても発見されるリスクは小さいと思われるが、あの艦がこちらの想定以上の性能を持っているケースに備え、すぐに移動を開始する」

「分かりました。それで、行き先はどちらへ。インド洋ですか？　それともオーストラリアの南を迂う回かいして太平洋に入りますか？」

　ソフィアの空くう宙ちゆう母艦がやって来る前に移動するというロペスの方針については、シアも妥だ当とうなものだと考えた。

「いや、ティモール海かい溝こうに退避する」

　しかしこのプランには反対の声を上げずにいられなかった。

「隊長、本気ですか!?　確かにティモール海溝はジャワ海溝ほどではないにしても隠れるのに十分な深度があります。しかしその周りに広がっているのは浅い大陸棚だな、大深度潜航能力というナグルのアドバンテージを活いかせません。島と島の間かん隔かくも狭く袋ふくろ小路こうじのようなものです！」

「だからこそ、相手の裏をかけるんじゃない？」

　ロペスが答えを返すより早く、ロサがシアに反論した。

「そんなギャンブルに出なければならない状況とは思えません！」

　シアはロサに対してではなく、あくまでロペスに翻ほん意いを促うながす。

「それに、ティモール海溝の海上には……」

「ナーサリー・フロートがあるわね。それも好都合なのでは？」

　しかしシアも、この暴言は無視できなかった。

「ロサ！　ナーサリー・フロートが何なのか、本当に理解しているの!?　あそこを軍事行動に巻き込むつもり!?」

　シアの興奮ぶりに対して、ロサは冷たいと形容できるほど落ち着いていた。

「フロートには連盟の戦力が常駐しているわ。あそこは無防備地域、オープンシティじゃないわよ」

「それは相手が交戦当事国の場合の話でしょう！」

「それを言うなら、そもそもあたしたちは国家じゃないでしょう。シア、ポリスの市民にとって、あたしたちは非合法武装勢力なのよ。きれい事は時と場合を選ばなきゃ」

　ロサの声に皮肉の成分は含まれていなかった。ただ分かり切った事実を言葉にする口調だった。

「だから今はそんな時でも場合でもないと言っているのよ！」

　ロサの言っていることくらい、シアも十分理解している。だからと言って、無用な悪名を重ねるのは自殺行為だ。ゲノムスの目的は世界秩序の破壊ではなく、再構築なのだから。その思いが、シアの喉のどから叫びとなって放たれていた。

「艦長」

　シアとロサが睨にらみ合う間に──正確に言えばシアがロサを睨んでいるだけで、ロサは落ち着きを保っている──龍りゆう一いちが割り込んだ。なお龍一はロペスのことを他ほかのクルーのように「隊長」とは呼ばず「艦長」と呼んでいる。

「何だ？」

　ロペスが龍りゆう一いちに発言を促うながす。シアをクールダウンさせる必要性を覚えていたロペスには、ちょうど良いいタイミングだった。

「ここからティモール海かい溝こうでは距離が近すぎませんか？　ジャカルタポリスからこの基地のことが漏もれれば、すぐに捜索の手が入るでしょう。我々が既すでに移動した後と知れば、周辺海域へ捜索範囲を広げるに違いありません」

「そうです、隊長！　グリンブルとの交戦を避けるのであれば、もっと遠ざかるべきです！」

　龍一の進言に勢いを得たシアが移動先の変更を強く主張する。

　ロペスがシアと目を合わせる。ロペスの瞳ひとみには、不本意な決断を強しいられている者の苦く渋じゆうが見え隠れしていた。
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「シア、我々がここに派遣された任務はまだ終了していない」

　退避先にティモール海溝を選んだのがロペスの意思でないことを悟って、シアはそれ以上何も言えなくなってしまう。彼女も今回の任務の真相を知っていたからだ。

　ソフィアの空くう宙ちゆう母艦に狙ねらわれるという予想外の事態が起こってなお、上層部は新装備と龍一のテストを続行する決定を下した。ゲノムスの首脳部が何を考えているのか、シアには分からなかった。

　だが、上の思おも惑わくについて考えたり疑ったりするのは後回しだ。

「ここから余り離れることはできないということですね？　ではグリンブルの目をくらます為ための作戦を追加する必要があると思います」

　龍りゆう一いちのセリフを聞いて、シアは思考を切り替えた。

「龍一、何か具体的なアイデアはあるの？」

　龍一がシアからロペスへ視線を転じる。

　ロペスが龍一に向かって頷うなずいた。意見を言ってみろ、ということだ。

「自分がマクリールで基地に残ります」

　この海中拠点は旧世代のタンカーを再利用した無人基地で空くう宙ちゆう母艦の収納は不可能だが、ドウルの格納庫はある。

　基地に核かく融ゆう合ごう炉ろは無いが非大気依い存そん発電機を備えているので空宙母艦と別れても電力の補給は可能だし、備び蓄ちくした空気、水、食料、エネルギーが続く限り人間が滞たい在ざいすることも可能だ。

　だから龍一の申し出は決して突拍子も無いものではない。

　問題は「何の為に残るのか」だ。

「グリンブルではこの基地の深度まで潜航できません。ルドラも海中用に作られた機体ではないので、直接ここまでやって来るリスクは冒さないでしょう」

　龍一の推測は特に奇をてらったものではなく、彼のことを快く思っていないウェイですら何も文句をつけなかった。

「ならば大深度用潜航艇ていで探しに来るか、無人機を使うか。水中戦用のドウルを極東基地から持ってくるという可能性もありますが、いずれにせよこの水深で戦うのであればマクリールが後おくれをとることはありません」

　ここでウェイが口を挿はさんだ。

「相手が『ヴァルナ』でもそう言いきれるのか？」

　ヴァルナとはソフィアの空宙母艦七番艦『ティアマト』に所属するエクサーの専用機で、マクリールと同じく液体流動制御の固有兵装を持つ。

「出動する空宙母艦がグリンブルである以上、ヴァルナが出て来る可能性はゼロに等しいわ」

　ロサが龍一とウェイの間に進み出て、龍一を背に、ウェイと向き合った。

「ウェイ隊長、アナタもご存じのとおりに」

　ウェイは特に口惜くやしそうな顔を見せるでもなくロサから顔を逸そらし、彼女の言葉を黙殺した。

　ロサが振り返り、龍一に意味ありげな流し目を送る。

　龍一は動揺を押し殺してロペスに視線を戻した。

「──たとえ相手がヴァルナでも、墜おとしてみせます」

「つまり龍一は、海中基地で敵を待ち伏せて撃破することで陽動役を果たそうというのか？」

「敵が有人艇または有人機の場合、基地を爆破して生き埋めにすることにより、更さらに敵の行動を制限することが可能と考えます」

　シアとロサが同時に眉まゆを顰ひそめた。

　龍りゆう一いちのプランでは敵を海中で行動不能にするだけでなく、溺でき死しあるいは窒ちつ息そく死しさせる可能性もある。しかし二人ともそれを、残ざん酷こくであると口に出して非難はしなかった。

「……連盟に所在を知られた基地は、結局のところ破は棄きせざるを得ない。我々のデータを連盟に渡さない為ため、そのようなケースにおける破却処分は戦術マニュアルにも定められている」

　ロペスは手順書を読み上げるようにゆっくりとそう言って、龍一に目を向け頷うなずいた。

「龍一、具ぐ申しんされた作戦を許可する。直ただちに出動準備」

「ハッ！」

「シアは海中基地爆破工作の要員を直ちに選定してくれ」

「分かりました」

「ウェイ、グリフォン隊も出撃態勢で待機」

「了解です」

「他ほかの者はいつでも発進できるよう準備しておけ」

　ナグル艦内が一いつ斉せいに、慌あわただしく動き始めた。
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　グリンブルがジャカルタポリス沖に着水したのは一月十七日の夕刻のことだった。

　艦長のアカイ大たい佐さは情報提供者である副市長ではなく、まず市長に通信を送った。

『市長のインダーです。こんな時間に一体どのようなご用件でしょうか』

　五十歳前後の女性が画面の中で不快感を滲にじませている。

　アカイは取り敢あえず友好的に話を切り出した。

「いきなりお呼び立てした非礼はお詫わびします。何分急を要する事案でして、是ぜ非ひとも協力していただけませんか」

『……何に協力しろというのか、具体的に仰おつしやっていただけませんか』

　どうやらインダー市長は性急な性格であるようだ。それとも、焦あせっているのだろうか。

　どちらにせよ、あれこれ前置きをしなくて済むのは、アカイとしても好都合だ。主に彼の性格的な部分で。

「それでは御言葉に甘えることにして……ジャカルタポリスの影えい響きよう下かにある施設にゲノムスの空くう宙ちゆう母艦が潜伏しているという情報を入手しました。その捜索にご協力願いたい」

『根も葉もないでたらめです。一体何処どこからそのような虚報を手にされたのですか？』

　事実上の一国家を率いるだけあって、インダー市長の動揺を全く見せない胆たん力りよくは大したものだとアカイは感心した。

「虚報かどうかは調べてみなければ分かりませんな」

　だが、感心しただけでそれ以上の意味は無い。彼がやることは同じだ。

「市長がそのような事実は無いと否定されても、本官としましては『はい、そうですか』と何もせずに引き返すことはできないのです。ご理解ください」

『たとえ開発機構直属軍のソフィアであっても、ポリスの自治権を侵犯することは許されないはずです』

　インダー市長の口調はまだ落ち着きを保っているが、グリンブルに搭載された分析機は彼女の声に噓うそをついている際の兆候を検出していた。

「ですから、協力をお願いしているのです」

　言外に実力行使を匂におわせてアカイが圧力を掛ける。

　協力と言いながら、これが強制であることは誰だれの目にも明らかだ。

　そしてインダー市長には、アカイの要請を断ることはできなかった。




　アカイは情報部隊をジャカルタポリスに派遣し、ポリスのメインコンピューターから手掛かりを引き出させた。

　ソフィアの空くう宙ちゆう母艦に配備されているドウルは通常、ヤクシャの上位機種「ヴァジュラヤクシャ」だ。グリンブルも普段はルドラに加えヴァジュラヤクシャ三機を運用している。

　だが今回は極東基地でヴァジュラヤクシャの内二機を、大深度潜航能力を持つ「ナーガ」に積み替えて出撃していた。

　そのナーガ二機でジャカルタ軍を威い圧あつする中、情報部員がデータを吸い出したメディアを持ってグリンブルに帰還する。

「やはりそう簡単に尻尾しつぽは摑つかませないか」

　アカイが特に落胆した様子もなく、情報部員の報告に頷うなずく。

　何故なぜなら、

「だが完全に痕こん跡せきを消し去ることは、やはりできなかったようだな」

　手掛かりは十分に得られていたからだ。

「ハッ。大型潜航艇ていの整備記録と物資の搬はん出しゆつ記録を分析した結果、ジャワ島南西部の海底に補給基地があるものと推測されます」

「人と物資が動けば、その管理記録を残さないわけにはいかないからな。完全に秘ひ匿とくしたければコンピューターを使わず紙に手書きで記録するしかあるまい」

　今時そんな手間を掛けられるはずもないが、と言ってアカイが笑った。

「当とう該がい海域にナーガを潜らせる。慣れない機体だ。慎重に行けよ」

　ブリッジに呼ばれていた四人のドウルマスターの内二人が、緊張した面持ちでアカイに向かって敬礼する。その横にいたヴァジュラヤクシャから乗り換えることを免まぬかれたマスターは同情の視線を二人の同どう僚りように送っていた。

「艦長、俺おれはどうすりゃ良いいんですか？」

　そして残る一人、グリンブルのエクサー、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジは不満げな顔で艦長にそう訊たずねた。

「ルドラはナーガが潜航している間、その上空で待機だ」

「ルドラだってその気になればそれなりに潜れるんですがね」

　ルドラの固有兵装は気体流動制御。通常は激しい気流を推進力にすることで空を飛び回っているが、大量の空気を機体の周囲に保持し外向きの圧力を掛けることで水圧の影えい響きようを相そう殺さいするという使い方もできなくはない。

「短時間の戦闘ならともかく、長時間の調査にその手は使えまい」

　ただ、潜っている間は空中に留とどまるより遥はるかに高出力でＥｘＡエクサ──指数百超のＳＩＭＡシーマ──を使い続けなければならないので、アカイの言うように持久戦には向かないのだ。

「分かりましたよ。俺は虚むなしく上空をフラフラしています」

　精せい悍かんな外見に反した子供っぽいドルジの態度に、そういう男だと知りながらアカイは苦笑せずにいられなかった。




　　　◇　◇　◇




　グリンブルがジャカルタポリスのメインコンピューターでデータを漁あさっている頃ころには既すでに、ナグルはティモール海かい溝こうに移動していた。

「シア、周りの状況はどうだ」

　ロペスの質問に、シアは機械的な冷静さで答える。

「対探知センサーに反応無し。こちらの存在が感知されている兆候はありません」

「ロサ、ジャカルタの様子は分かるか」

「この深度からですと、さすがに傍ぼう受じゆは困難です」

　回答するロサの声は、シアのものに比べれば人間味が感じられた。ただし、その感情の名は「困惑」だ。

「……そうだな」

「中継ブイを上げますか？」

「いや、止やめておこう」

　馬ば鹿かげたことを言った、と自じ嘲ちようする顔でロペスはロサの進言を却下した。

　ロサも自分たちが隠れていることを悟られてしまうリスクを冒すことの愚おろかしさは理解している。自分の提案に固執することは、全く無かった。

「シア」

「はい、隊長」

　シアはシートを回してロペスと向かい合った。

　これから言おうとしていることは、口にすべきではないかもしれない。ロペスはそんな迷いを懐いだきながらも、ブリッジの雰ふん囲い気きを悪化させるシアの変調を放置できなかった。

「龍りゆう一いちを心配する気持ちは分かるが、彼は自分から困難な任務に志願してくれたのだ」

　果たして、シアのポーカーフェイスにひびが入る。

「龍一の腕とあの機体なら、たとえヴァルナが相手でも海中戦で後おくれをとることはない。彼を信じて待て」

「私は別に、個人的感情で彼のことを案じているのでは……。一個人に負担を負わせすぎることが、組織として妥だ当とうなのかと、疑問を覚えていただけです」

「空くう宙ちゆう母艦のドウル搭載数はわずかに四機、多くても六機。現在の空宙母艦のサイズでは少数精鋭にならざるを得ない。必然的に、個人に対する依い存そん度どは高くなる。その典型がソフィアの各エース機だ」

「……隊長は今回の作戦もやむを得なかったと仰おつしやるのですね」

「私に完全なフリーハンドがあれば、また別の選せん択たくも可能だっただろう。だが私はゲノムスの一部隊長でしかない。龍一をあの場に一人残したのは、それこそ組織の意思決定に基づくものなのだ」

「…………」

「シア。君は優秀だ。ナグルのオペレーターを任せられるのは君しかいない。故ゆえに君には、納なつ得とくしてもらわねばならない」

　シアの瞳ひとみが葛かつ藤とうに揺れる。一いつ瞬しゆんとは言えぬ時間、彼女は迷って、視線をしっかりとロペスに合わせた。

「──分かりました。納得します」

　到とう底てい納得しているような表情には見えなかったが、ロペスはそれ以上シアを問い詰めることもたしなめることもしなかった。
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　一月十八日、朝。今日も訓練の為ために玲れい音ねたちを率いて海上母艦に乗り込んだマユリは、ダーウィン基地から届いた指令に思わず疑問の声を上げた。

「海中に潜伏しているゲノムスの空宙母艦を訓練生たちに探させるんですか!?」

　この指令を伝えた母艦の艦長も、戸惑いを禁じ得ない様子だ。

「ダーウィン基地も命令に間違いがないかどうか、総司令部に何度も問い合わせたようだ」

「つまり大おお本もとはケープ・カナベラルから届いた指令なんですね……。総司令部は一体何を考えているのか！」

「言い難にくいことなんだが、総司令部はどうやら機種を問わず、直属軍に所属するこの海域の機体に総動員を掛けたようだ」

　海上母艦カンシエンシャスの艦長による内幕暴ばく露ろに、マユリは深くため息を吐ついた。

「大体ヤクシャではそんなに深く潜れませんよ？　水深の浅い大陸棚だなならともかく、この辺りの海は水深二千から三千はあるんです。どう考えても適任ではないと思いますが」

「ここだけの話だが、私も同意見だ。とはいえ、命令は命令として遵じゆん守しゆしなければならない」

　海上母艦の艦長は遂ついに、マユリに背を向けてしまう。

「訓練生に与えられた指令は『捜索すること』。発見することまでは求められていない」

　マユリは見られていないのを良いいことに、声に出さずため息を吐いた。

「了解しました。訓練生には、海中の探索を指示します」

「訓練生には安全の確保を徹底してくれ。……彼らのことを頼むぞ」

「無論です、艦長」

　マユリは艦長の背中に敬礼して、艦長室を出て行った。
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　グリンブルも十八日の朝早くからナグル捜索を開始した。

「ナーガ隊、発進せよ」

　今回は作戦海域の上空まで来ているので、カタパルトは使用しない。

　全長十メートル、幅四メートル、高さ二メートル、自身の全高の半分近いサイズを持つ無人潜水艦を左右の腕につけた海中戦用タイタニック・ドウル「ナーガ」が続けざまに海へ落ちていく。

　たった二機、隊と言うには頼りない数だが過去の交戦データからナグルの搭載ドウル数も四機と分かっている。グリンブルのドウルマスターは、二対四程度の劣勢で尻しり込ごみする柔やわな男たちではなかった。

　ナーガ二機が海中に進んだのを確認して、アカイがドルジに指示を出す。

「ルドラ、発進せよ。くれぐれも勝手に突っ込んだりするなよ」

『分かってますって』

　ルドラが艦底に開いた発進ゲートから落ちていく。

　グリンブルと十分に距離が開いたところで固有兵装を始動。強力な気流で落下を止め、ルドラはグリンブルの鼻先へ上昇した。

　グリンブルは逆に海面まで下降し、着水して調査結果を待つ態勢に移行した。
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　捜索隊の動きは海中基地の龍りゆう一いちに、すぐ伝わった。

　ドウルが二機、この基地に近づいて来ている。機種は高確率で海中戦用のナーガだ。

（いきなり基地を破壊するつもりはないようだな）

　もしこの基地を破壊するつもりなら海中ミサイルが降ってくるだろう。詳細な座標データを知らなくても、大体の所在が分かっていれば自動照準システムを人工物にセットすればいい。海中ミサイルを二十発も撃ち込めば命中を得られるはずだ。海中基地をいきなり破壊するのではなく、ゲノムスの情報を求めて占拠を試みるという予測は当たっていたと見ていい。

　龍一は基地の情報センターを後にして格納庫へ向かった。発進ゲートのコントロールをマクリールに移して機体に乗り込む。元々常駐の人員がいないこの基地に、現在留とどまっている人間は彼一人。ゲートの操作も、龍一自身で行う必要がある。

　基地の各所に仕掛けた爆薬の安全装置解除権限は、最初からマクリールのコクピットに設定されている。

「タイタニック・ドウル、リンケージ」

　龍一は神経インパルストレーサーを起動する定型コマンドを唱え、マクリールを着込んだ。

　視点がマクリールのメインカメラに移動し、自分が身長二十五メートルの巨人になった実感が訪れる。

　龍一は格納庫から発進ゲート前へ移動した。

「ゲート開放」

　音声コマンドによりゲートの開放シークエンスをスタート。格納庫に続く隔かく壁へきが閉まりゲートエリアに海水が注入される。

　足元の床がスライドして開いた。マクリールはゆっくりと基地の外へ出て、あらかじめ目をつけていた程ほど良よい距離にある小さな海底クレバスに隠れ、爆薬の安全装置を解除した。




　グリンブルから降下した捜索隊「ナーガ」二機が海底基地にたどり着いたのは、龍一が基地を後にしてからおよそ二時間が経過した頃ころだった。

（連盟はかなり正確に位置を摑つかんでいたようだな……）

　クレバスから接近するドウルを窺うかがい見ながら、龍一はそう思った。窺い見て、といっても、カメラが直接捉とらえた姿ではない。外は深海、完全な暗くら闇やみだ。彼が見ているのはパッシブセンサーが捉えた音や電磁場から再構成した合成映像である。それは間違いなく敵機も同じで、その証拠に二機のナーガはどちらも光源を携たずさえていない。

　水中で戦闘行動を取るのは娑しや羯か羅らで慣れていたが、宇宙より遥はるかに視界が悪いことを彼は改めて実感した。

　宇宙と同じつもりで操縦したら、とんでもない墓穴を掘りかねない。

　実際に戦闘が始まる前にそう気づけたのは幸運だった、と龍りゆう一いちは思った。

　龍一が気を引き締め直している内に、ナーガは海底基地に接触した。二機が一緒に基地の外がい壁へきを調べながら一回りした後、一機が発進ゲートの下に潜り込みもう一機はそのまま基地を背にして止まった。

　二機とも基地に入ってくれた方が都合は良かったのだが、それは高望みしすぎだろう。一人でも閉じ込められれば救助に手を割さかねばならない。時間稼かせぎの意図は達せられる。

　後は仕掛けが上手うまく作動してくれれば──。

　一いち抹まつの不安を抱かかえて見守る龍一の見ている先で、海中基地が突とつ如じよ崩壊した。内側に向かって潰つぶれるように崩れていく。もし上手く行かなかったら、という龍一の心配は、どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ。

　捜索の人間を中に閉じ込めて救助させることが目的だから、爆薬は旧世代のタンカーを改造して造った基地を崩壊させる程度に威い力りよくを調整し、破壊力が外部に向かないよう配置してあった。

　それでも爆発に伴う衝しよう撃げきが、龍一が隠れている所まで押し寄せる。

　クレバスにマクリールの身を伏せて衝撃をやり過ごした龍一の上を、見張りに残っていたナーガが押し流されていく。

　龍一にとって、計算外のハプニング。おそらくはナーガのマスターにとっても不幸な偶然だっただろう。

　ナーガのマスターに見つからなかった、などという甘い考えは龍一の中に一切無かった。

　龍一は迷い無くクレバスから飛び出す。

　それでもタイミングはギリギリだった。

　マクリールが隠れていたクレバスへ、ナーガの右腕が向けられていた。

　その右手に握る無人潜水艦から魚ぎよ雷らいが発射される。

　追尾式の魚雷はクレバスを脱出したマクリールを追い掛けて上へ舵かじを切った。

　コロイド溶液ではなく海水を支配下に置いて纏まとっていたマクリールが、コントロール下にある海水を魚雷に向かって激しい勢いで撃ち出した。

　その反動でマクリールが更さらに上昇する。

　水流の圧力で魚雷が海底に落下し、爆発した。

　泡立つ海中をナーガがマクリールへ向けて接近する。

　マクリールも体勢を立て直し、ナーガ目掛けて突進した。

　ナーガの武器は両手に持つ無人潜水艦の魚ぎよ雷らい。

　マクリールの得え物ものはドリル・ランス。

　ナーガの間合いは中長距離。

　マクリールの間合いは近距離。

　マクリールの間合いに入る前に、ナーガが魚雷を撃ってくることは龍りゆう一いちにも予測できていた。

　ただ、その速度が予想を超えていた。

　細かな泡を纏まとい襲おそい掛かるのは、追尾式魚雷ではなくスーパーキャビテーション水中ミサイル。

　先さき程ほどの魚雷よりサイズは一回り小さいが、破壊力にそれほど差があるとは思われない。

　龍一はマクリールの左手を突き出して前面に厚い水の壁かべを形成した。

　激しい衝しよう撃げきが海水を揺さぶる。

　水の壁は、その衝撃を完全に防ぎ切った。

　防ぼう壁へきを解除し、マクリールが突進を再開する。

　武装の適正間合いから推測して、ナーガは距離を取ろうと転進するだろう。龍一はその隙すきを突くつもりだった。

　しかし、龍一の読みは外れた。

　ナーガは魚雷・ミサイルランチャーとして使っていた無人潜水艦を手放し、両手にウォーピック（戦闘用鶴つる嘴はし）を構えていた。無論、ただのウォーピックではない。刺し突とつ部ぶがドリルになったドウル用の白兵戦武器だ。

　ナーガは海底に足をつけ、マクリールを待ち構えている。

　面白い、と龍一は思った。

　魚雷や水中ミサイルではマクリールにダメージを与えられないと判断して、白兵戦に切り替えたのだろう。水の抵抗がある海中では、槍やりやグレイブみたいな大物のリーチより片手用のウォーピックのようにコンパクトな武器の取り回しが有利に働くという面がある。

　足を止めているのも、こちらを間合いに引き込み素早さで勝負するつもりだ。

　龍一は敵の狙ねらいをそう推測した。

　さすがはソフィアのドウルマスター、エクサーでなくとも精鋭揃ぞろいだ。

　龍一は闘志を燃え立たせ、あえて相手の思おも惑わくに乗ることにした。

　マクリールが機体を起こし、ナーガに正対した体勢でドリル・ランスを引き絞る。

　その間にもクリアブルーの機体はナーガに向かって急速に間合いを詰めている。

　進行方向に向かって身体からだを起こした姿勢では、水の抵抗をまともに受ける。──普通ならば。

　だがマクリールは高度な液体流動制御により、ほとんど抵抗を受けずに空中を飛ひ翔しようするのと遜そん色しよくのない常識外れのスピードでナーガへ肉にく薄はくする。

　その速度は、ナーガのマスターにとっても予想外だったようだ。ナーガの反応は明らかに遅れていた。

（獲とった）

　龍りゆう一いちが勝利を確信したその瞬しゆん間かん、彼のヘルメットの内部にロックオン警報が鳴り響ひびいた。

　頭上と右側方から魚ぎよ雷らいが回避困難な距離まで迫っている。

　何故なぜ、と考えるより早く、龍一は固有兵装にＳＩＭＡシーマを注ぎ込んだ。

　水の抵抗をまともに受けてマクリールが急減速する。

　ありったけのＳＩＭＡシーマを固有兵装へ回している所為せいで、操縦席の慣性中和が十分に機能していなかった。

　ドウルの操縦席では通常受けることのない圧迫感を身体からだの前面に感じる。緩かん衝しよう材ざいに押し付けられてなお、前に投げ出されるようなＧを味わう。

　龍一が受けた苦痛は、魚雷回避で報むくわれた。

　マクリールを中心にして、海中に激しい渦うずが生じた。

　サイクロニクス兵器が引き起こした渦か動どうが魚雷を巻き込み、弾はじき飛ばし、爆発の衝撃波さえも吞のみ込む。

　水流の勢いが収まった時、ナーガが転倒し、無人潜水艦が海底に沈んでいた。

　あの魚雷が遠えん隔かく操作された無人潜水艦から放たれた物だと、龍一はそれを見て気づいた。自分がナーガのマスターによって手玉に取られていたことを龍一はようやく悟った。

　彼が撃沈されていないのは、マクリールの性能に助けられたからに他ほかならない。

　彼は逆上しそうになる心を懸命に静めた。

　センサーにより再構成された視界の中で、敵のドウルが立ち上がろうとしている。まだ戦闘は終わっていない。目の前の敵すら、無力化できていない。

　龍一は周囲への警戒を疎おろそかにしない範囲で敵の機体に急迫した。

　先さき程ほどの罠わなに懲こりて慎重になりすぎることは無い。

　戦闘中に迷いは禁物だ。

　かつて横よこ浜はまポリス軍で、隊長だった「徳とく叉しや迦か」のドウルマスターに彼は何度もそう教えられたし、「娑しや羯か羅ら」を任せられてからは後こう輩はいにも同じ訓示を与えた。

「ドウルから与えられるあらゆる情報に意識を配れ。その上で迷わず行動しろ」

　かつて受けた教えを、龍一は無意識のうちに唱えていた。

「慎重に行動するのは当然だ。だが敵も状況も待ってはくれない」

　かつて与えた訓示を、龍一は自分自身に囁ささやいていた。

　磐いわ都と訓練校で過ごした短い期間で、操縦技術は目に見えて進歩した実感がある。

　だが龍一の、ドウルマスターとしての基盤を成すのは、横浜軍で少年時代から積み上げた実戦の経験だ。

「迷っている暇ひまはない。迷うことと思し慮りよ深さは違う。戦闘中に、迷いは禁物だ」

　敵の策にはまったことで萎い縮しゆくしそうになる心を、彼は自ら奮い立たせた。

　ナーガは先さき程ほどと同じで海底に両足をつけたまま動かない。マクリールの接近を待ち構えている。

　さっきと同じパターンだ。

　しかし龍りゆう一いちは、躊ちゆう躇ちよ無く槍やりを突き出した。

　ナーガがウォーピックで穂ほ先さきを払う。

　ピックに搦からめ捕られる前にマクリールが槍を引く。

　マクリールが再びドリル・ランスを突き出す。その勢いは前さきの一撃に比べて明らかにスピードが増していた。

　ナーガは両手のウォーピックを次々に叩たたきつけることで何とかその刺し突とつを逸そらした。

　マクリールが槍を振り回す。その動きに先んじて水流が起こる。

　サイクロニクス機関には基本的に、二つの制約条件がある。

　第一に、サイクロニクス機関とＳＩＭＡシーマを供給するオペレーターが有線接続されていなければならない。

　第二に、サイクロニクス機関が引き起こす超常現象はそれを搭載する機体と接触している対象物か、至近距離にある対象物にしか作用しない。例えば先程マクリールが引き起こした渦か動どうは、機体の手が届く範囲で発生させた渦うずの勢いに周りの海水が引きずられることにより発生した現象だ。大おお本もとの小さな渦動はサイクロニクス機関が引き起こした超自然現象だが、それに伴う大渦は自然界の物理的秩序に従った現象でしかない。

　だからナーガを取り巻く海水を操って水圧で拘こう束そくするというような真似まねは龍一にもできない。

　その代わり、機体が握っている、機体の一部と認識しているドリル・ランスに接触する海水の流動を制御して取り回しの邪じや魔まになる抵抗を無くす程度のことは容易だ。

　そしてもう一つ。

　離れた場所の水流を操ることはできないが、物理的な現象としての水圧自体は残る。

　マクリールが振り回した槍を両手のウォーピックで受け止めたナーガが、槍が纏まとうサイクロニクス力場に押された水流の圧力で体勢を崩した。

　槍をたぐり戻した龍一が、ナーガの腹部に穂先を突き当てる。

　刺突の勢い自体は慣性制御で中和された。だが、槍を中心に生じた高圧の水流がナーガの装甲を食い破る！

　胸の操縦ユニットの直下、人体の鳩尾みぞおちに当たる場所にはサイクロニクス機関の本体が収められている。マクリールの液体流動制御による一撃は、ナーガのサイクロニクス機関を停止に追い込んだ。

　ナーガの胸部装甲が開き、操縦ユニットが排出される。一辺二メートルの面取り立方体ブロックの六面でバルーンが膨ふくらんだ。

　操縦ユニットは通常水に浮くようにできていない。このナーガは海中戦仕様で、機体が無力化されても海上に脱出できるよう浮上用バルーンが追加されていたのだろう。

　かなりの勢いで浮き上がっていくバルーンに、龍りゆう一いちは手出ししなかった。海上に漂ただよう操縦ユニットを回収する時間、操縦席から解放されたドウルマスターからもう一人のマスターがどうなったのかを訊きき出す時間、それが崩壊した海中基地から戦友を救出する時間に加算されるのだ。

　行方ゆくえ不明にしてしまうと、その捜索を別の部隊に任せてグリンブルはナグルの追跡を再開する、という結果になることも考えられる。

　敵を見逃す理論武装を自分の中で構築して、龍一はナグルと合流すべく東へ移動を開始した。




　　　◇　◇　◇




　サイクロニクス機関の放つ波動は、水中でも減げん衰すいしない。マクリールとナーガが戦闘状態に入ったことは、海上のグリンブルがほぼタイムラグ無しに感知した。

　そしてその情報は、データリンクでルドラに乗るドルジにも即、伝わった。

「ブリッジ。こちらルドラ。ナーガの援軍に向かう」

　ドルジはすぐにでも海中に突入するつもりだった。

『待て、ドルジ大たい尉い』

　だが、艦長のアカイ大たい佐さから制止が掛かった。

「艦長、何故なぜ止めるんですか!?」

　強い語調でドルジがアカイに嚙かみ付く。ドルジの心情を考えれば、当然の反応と言える。

『戦闘は深度三千メートルの海底で行われている』

「だから何です」

『ルドラでは無理だ』

「根性で何とかします」

　このセリフは別に冗談でもなければドルジの頭のネジが外れたわけでもない。

　タイタニック・ドウルの平均的な最大潜水深度は千メートル前後。大深度海中戦闘用に造られたナーガのような機体を除き、高性能な専用機でも千五百メートルを超える機体は無い。

　ただこれは機械的な潜水可能深度だ。

　サイクロニクスで水圧に対抗することにより、更さらに深く潜ることは不可能ではない。龍一が乗るマクリールの潜水可能深度は四千メートルを超えるが、これは液体流動制御を常時併へい用ようすることが前提だ。機械的な最大潜水深度は関節の可動性を犠ぎ牲せいにしたナーガの方が実は上回っている。

　ルドラに搭載されたサイクロニクス固有兵装は気体流動制御。海中での活動に向いているとは言えない。

　だがタイタニック・ドウルに標準装備されている気体分子運動制御装置の機能を気体流動制御で強化することにより、水圧を押し返す空気の層を機体の表面に形成することができる。

　潜水深度が下がるほど水圧は上昇しマスターであるドルジに掛かってくる負担は増大するが、サイクロニクスにより空気の防ぼう壁へきが維持されている限り、機械的な潜水可能深度に関かかわりなくルドラは何処どこまでも下りていくことが可能だ。

『無む駄だだ。ルドラの潜航速度では間に合わん』

　だが水圧には耐えられても、水中でのスピードが上がるわけではない。ルドラは気流を操ることにより大気圏内で高い機動性を実現している。その所為せいか、機体に設置されたスラスターの数と出力は汎はん用よう機きであるヤクシャと同レベルでしかない。

　ヤクシャは高機動型の機体だが、それはあくまで宇宙空間で運用した場合の評価だ。常に推進剤を噴射していなければ水の抵抗で減速してしまう海中ではお世辞にも運動性が良いとは言えない。

　ロケットスラスターをウォータージェット推進機に換装すれば、宇宙空間高機動型の機体でも海中で機動力を確保することができる。

　だがルドラでは、その手は使えない。

　空気の膜で機体をくまなく覆おおってしまっては、ウォータージェットに水を取り込むこともできないからだ。

「くっ……」

　ドルジにもそのことは分かっていた。ルドラは彼の分身だ。開発者のパテル以上に、その長所も短所も知り尽くしている。

「しかし、見殺しにするわけには！」

　それでもドルジには、戦友を見捨てることはできなかった。

『……残念ながら、たった今、ナーガの撃沈が確認された』

　しかし、彼のその想おもいはアカイの非情な一言によって踏みにじられてしまう。

「……二機共ですか？」

　無論それは、アカイの所為ではない。ドルジはなまじ自分が強い為ために、味方の犠ぎ牲せいに慣れていない。だがここで我を忘れ道理も忘れるほど、初心うぶでもなかった。

『一機だけだ。もう一機は戦闘に参加していない。おそらく、何らかの理由で動けなくなっているのだろう』

　答えを聞いてから、ドルジはデータリンクで僚りよう機きの状態を確かめられることを思い出した。

　焦あせる心を抑えて、音声コマンドでナーガの座標をモニターに呼び出す。

　ヘルメットのバイザーに投影された座標データは、一機が海底で撃沈され、もう一機が戦闘中ずっと、ある地点から動いていないことを示している。

『撃沈されたナーガの操縦者は無事コクピットユニットごと脱出している。ドルジ大たい尉い、彼を回収してやってくれ』

「……了解です、艦長」

『もう一機の方は既すでに救助隊を手配済みだ。ジャカルタポリスが深海作業艇ていチームを派遣してくれるそうだ』

　ドルジはルドラの操縦席で大きなため息を吐ついた。

　救助が完了するまで、グリンブルはここから動けない。その間に、ナグルには逃げられてしまうだろう。

　それを無念に思う気持ちは、グリンブル艦長席のアカイも同じだった。
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　蒼生あおいたち三人を乗せた海上母艦はナーサリー・フロートの南、大陸棚だな方面の捜索を終え、日没が近づいたティモール海を帰途についているところだった。

　水深の浅い海域にゲノムスの空くう宙ちゆう母艦が潜伏していると本気で考えたわけではない。海上母艦が大陸棚方面へ向かったのは、訓練生が過あやまって大深度の海底に落ちないよう配はい慮りよした為ためだった。

　蒼生たち訓練生を海中に潜むナグル捜索に充あてるという命令を無茶なものだと考えたのはマユリだけではなかった、ということだ。

　形だけの捜索であることは蒼生たちにも分かっていた。自分たちが、気を遣つかわれたということも。

　そのことに蒼生は不満を覚えていたが、玲れい音ねと朱あか理りは素直に感謝していた。

　朱理はまだ水中機動に自信が無かったし、ナグルの実力を何度も耳にしている玲音はヤクシャで相手をするのが不安だったからだ。

　帰還前の最後のダイブを終えて、三機のヤクシャが順番に甲かん板ぱんへ上がってくる。この着艦動作は前日までの訓練と今日の実戦で、かなり様になっていた。

　片かた膝ひじをつく駐機姿勢を危なげなく取ったヤクシャの前に、ゴンドラ付きの伸縮式梯子はしごを背負った四輪車が各一台停車する。梯子車は四本のアウトリガーで車体を固定。ヤクシャの胸に向かって梯子を伸ばした。

　電動式のゴンドラに乗って蒼生、朱理、玲音が降りてくる。

　甲板に足をつけた三人の許もとへマユリが歩み寄った。

「楽にしてよろしい。今日の任務はこれで終了だ」

　一いつ斉せいに敬礼した蒼生たちに向かって、マユリが何処どこかホッとした表情で声を掛けた。予定外の任務をアクシデントもなく終えられて安あん堵どしているのだろう。

「ティモール・ナーサリー・フロートに到着するまでまだ一時間ほどあるが、もう潜る必要は無い。到着まで、自由時間とする。機体は整備員に任せて身体からだを休めなさい」

　三人が再び敬礼したのに頷うなずき、マユリはその場を離れた。




　玲音は朱理に誘われて左さ舷げんの甲板下にある休憩室に来ていた。蒼生は自分が乗っていたヤクシャの整備を見学している。

「朱理、蒼生君は休まないのですか？」

　何処の豆を使っているのか、天然なのか合成なのかも分からないインスタントコーヒーに、ミルクらしき物を入るだけ入れた紙コップを二つ手に持って、玲音が朱理に訊たずねる。

「捜索に未練があるんでしょ」

　紙コップの片方を受け取りながら、朱あか理りはむっつりした表情で答えた。

「蒼生あおいは一人前扱いして欲しいっていう欲求が強いからね……」

「そうですか……」

　それを聞いて、玲れい音ねも眉まゆを曇くもらせた。

「海中戦闘は特殊なので、避けられればそれに越したことはないのですけど」

「玲音は経験あるの？」

　休憩室にいるのは彼女たち二人だけではない。ドウルマスターは朱理と玲音だけだが、無人潜水艦──海中戦用アレクトーのオペレーターが、捜索に疲れた顔で何人もたむろしている。

　こんな所で朧月ミステイムーンの話はできない。朱理の質問は舌足らずなフレーズにならざるを得なかった。

「訓練だけしかありません。海中戦は、それ専用の機体を使うことが多いので」

「ヴァルナとか？」

　朱理が思い付きで挙げた機体名に、玲音は苦笑を漏もらした。

「確かにヴァルナは有名ですけど、海中戦用の機体があれ一機ということはありませんよ」

「そっか。あれはエクサー専用機だもんね」

「海中戦用ドウルとして良く知られているのは『ナーガ』『ネレイス』『ラーン』でしょうか。専用機では『ポセイドン』『オケアノス』『エーギル』『チンロン』が有名ですね」

「半分くらいしか知らないや……」

「元々ドウルは海中戦に余り向いていませんので、ニュースになるような活躍の機会も少ないのですよ。海の中ではアレクトーの方が戦力になると思います」

　玲音は特に声を潜めていなかった。だから同じ部屋で休憩中のアレクトーオペレーターが彼女の話を聞いていても不思議ではない。

「お嬢ちゃん、若いのに良く知ってるね」

「お、お嬢ちゃん!?」

　思い掛けない呼ばれ方に玲音の声が裏返った。だが客観的に考えれば、それ程ほどおかしな呼び方ではない。年齢は相手が上だし階級も少しよう尉いで玲音本来の階級と同格。訓練生としての階級は軍ぐん曹そうなので向こうが上官だ。

　それに、そのアレクトーオペレーターも女性だからセクハラにもならない。

「ドウルマスターの中にはアレクトーを格下扱いするヤツもいるが、とんでもない勘かん違ちがいだ。兵器にはそれぞれ役割ってもんがあって、その役割分担が上手うまいこと嚙かみ合って軍ができているんだからね」

「……そのような心得違いをしている方々がいらっしゃるのは私も耳にしています。同じドウルマスターとして、恥ずかしい限りです。確かに陸上と宇宙では他ほかの兵器を上回る力をドウルは発揮しますが、それも絶対的なものではありません。陸上で突撃戦車により行動不能に陥おちいることもあれば、宇宙でアレクトーに撃げき墜ついされることだって決して珍しくはありません。それにドウルは一部の例外を除いて大気圏内の空を飛べませんし、水中では著いちじるしく機動性が低下します。海戦に限って考えても、駆く逐ちく艦かんや潜水艦、アレクトーと連携しなければドウルは十分な働きをできませんのに……」

　玲れい音ねは恥ずかしさの余り言い訳しなければならない強迫観念に取りつかれたのだろう。

　実は人見知りする性格の彼女にしてみればあり得ないほど長々と、初対面の女性士官に熱弁を振るった。

　玲音の熱心すぎる反省を、その女性士官は苦笑いで受け止めた。

「お嬢ちゃんは分かっているんだから別に良いいんだよ。あたしも、ドウルマスターの全員がいけ好かないやつだなんて思っちゃいない」

「すみません、本当に……」

　深々と頭を下げる玲音を面白そうに見詰めていた女性少しよう尉いが、不意に話題を変えた。

「あんたたち、マユリの生徒なんだろ？」

「あっ、はい」

　玲音は「カーティス少尉とお知り合いなのですか？」とは訊たずねなかった。一時的とはいえ同じ母艦で任務に就いているのだ。しかも同じアレクトーオペレーター。挨あい拶さつくらい交わしていなければむしろおかしいだろう。

「マユリよりよっぽど礼れい儀ぎ正しいじゃないか。先せん輩ぱいに対する口の利きき方をあの女に教えてやったらどうだい？」

「はあ……もしかして、カーティス教官が何かご無礼を？」

　アレクトーオペレーターの女性少尉は、忌いま々いましげに顔を顰しかめた。

「慇いん懃ぎん無礼、ってやつ？　全く、愛あい想そが無いったら。今もこっちが休もうって誘ってやったのに一人でソナー室にこもりきり。仕事熱心なのか責任感が強いのか、それはどっちでも良いんだけど、もうちょっとチームワークのことも考えて欲しいんだよね」

　それはマユリらしくない行動だと玲音には思われた。

　確かにマユリは、時々態度が悪い。だがそれはわざとやっていることだ。

　どういうつもりでそんな態度を取るのか、それは本人に訊きいてみたことがないので分からない。マユリなりに場を和なごませようとしているのだろうと玲音は考えているが、自分の推測が正しいという自信は無かった。

　玲音がマユリについて自信を持って言えるのは、変態ではあっても空気を読めない愚おろか者ではないということだ。むしろ、ハイレベルＥＳＰに相応ふさわしく他人の不快感や敵意には敏びん感かんだと、玲音は思っている。

　問題は相手が嫌いやがっていると分かっていながらセクハラを止やめようとしない図ずう々ずうしさだが、任務となれば話は別だ。

　玲れい音ねが朧月ミステイムーンでマユリとチームを組んで出撃したのは、実を言えばたったの二回しかない。まあ、同じ艦に所属する相手でもない限りチームを組むのは一度きりである方が一般的だから、二回というのは多いのかもしれない。

　しかしそれでも、たったの二回。そしてその二回の出撃は、玲音の心に深い印象を刻んでいた。

　あれほど戦い易やすい援護は、後にも先にも記憶に無い。痒かゆい所に手が届く、と言うのだろうか。何も言わなくてもこちらが望むとおりに動いてくれるのだ。

　あれはテレパシーによるものではないと、玲音は考えている。

　マユリがハイレベルのテレパシー能力を持っていることは事実だが、テレパシーは予想、あるいは空想されていたほど便利な能力ではない。距離が離れると送信相手の特定が難しいし、明確に言語化された思念しか受信できない。それも、相手がこちらに思念を伝えようとしていない限り、かなりの精神集中が必要になる。アレクトーの子機にテレパシー・オーダー・システムで指令を飛ばしながら、高速で動き回っている玲音の曖あい昧まいな意思を読み取れるとは思えない。

　マユリは相手が何をして欲しいのかを読み取る洞察力が優すぐれているのだ。それが玲音の結論だった。一種の戦術眼と言っても良いい。

　敵がどう動くか、味方がどう動きたいかを察知する。マユリの場合は特に、味方の意図を予測する能力に優れているのだろう。そうでなければ一度に八機ものアレクトーを操って同士討ちを起こさないのは難しいはずだから。

「普段はそんなことのない人なのですが……」

「へぇ～？」

　名前も知らない女性士官が意外感に目を丸くして玲音を見る。

「あいつ、生徒には慕われてるんだ」

「えっ？」

　玲音は女性士官以上の驚おどろきをもって彼女を見返した。

　自分が、マユリを慕う？

　余りにもあり得ない発想に、玲音はそれ以上を言葉にできない。

「照れることはないぜ、お嬢ちゃん。本人のいない所で上官をかばう部下も、自分が見ていない所で部下にかばってもらえる上官も貴重なんだからさ」

「いえ、あの……教官の様子を見に行きますので、失礼します」

　女性士官の顔を見ていると幾ら言い訳しても無む駄だなように思えてきたので、玲音はこの場から逃げ出すことにした。そうでなければ「自分は気づかぬ内にマユリのことを慕っていた」と洗脳されるのではないか、という懸け念ねんを覚えたからである。

　女性士官は、笑って玲れい音ねを見送った。

「あっ、玲音、待ってよ」

　朱あか理りは玲音の背中を慌あわてて追い掛けた。




　双そう胴どう船せん型海上母艦の不便なところは、左さ舷げんの中下層から右う舷げんの中下層に移動する際、水平に移動できず一いつ旦たん甲かん板ぱんまで上がらなくてはならないということだ。

　甲板を横切る玲音と朱理を見つけて、ヤクシャの傍そばを動いていなかった蒼生あおいが二人の許もとへ駆け寄った。

「姉さん、玲音さん」

「蒼生、あんたまだここにいたの？」

　姉の言葉に顔を顰しかめた蒼生だが、気を取り直して玲音に問い掛ける。

「何処どこに行かれるんですか？」

「マユリさんの様子を見に行こうと思いまして。ソナー室にお一人でこもっておられるようですので」

　蒼生の玲音に対する気持ちを知っているので、朱理もこの場では自分を無視した蒼生に嚙かみ付いたりはしなかった。──後で覚えてなさい、と心の中に書き留める。

　蒼生は姉がそんな不ふ穏おんなことを考えているとは知らない。できることが何も無い状態に鬱うつ々うつとしていた蒼生は、ほとんど反射的に「ご一緒しても良いいですか？」と玲音に訊たずねた。

「良いですよ。一緒に行きましょう、蒼生君」

「ありがとうございます！」

　仮に誘ったのが玲音ではなく、龍りゆう一いちだったとしても──龍一がまだ訓練校に留とどまっていると仮定してだが──、蒼生は同じように喜んで頷うなずいたことだろう。

　しかし朱理には、そうは見えなかった。

「でれでれしちゃってまあ……。玲音もその気が無いならあんまり思わせぶりな真似まねはしないで欲しいんだけど」

　朱理の呟つぶやきは蒼生にも玲音にも聞こえなかった。それどころか、朱理自身も自分の独り言を意識していなかった。




　ソナー室の扉は玲音のＩＤでも開けることができた。

「失礼します」

　開いた扉の前で彼女が礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつしたのは単なる習慣だった。

　だから室内から、マユリだけでなく他ほか数名の観測要員に目を向けられて、玲音はたじろいでしまう。

　彼女は休憩室の女性少しよう尉いの話からマユリが一人で索敵を行っていると思い込んでいた。だがあの士官は「マユリが（自分たちと離れて）一人だけソナー室にこもった」と述べたのであって、「マユリが一人きりでソナー室にこもっている」とは言わなかった。

　完全に玲れい音ねの早はや合が点てんである。

「レニー、どうしたんだい？」

　元来人見知りする玲音は、マユリに声を掛けられなければその場を逃げ出していたかもしれない。

「……教官殿が休憩を取られていないとうかがいましたものですから」

　ギリギリのタイミングで話し掛けられて、玲音は何とか態勢を立て直した。

「心配して見に来てくれたのかい？　朱あか理りも、蒼生あおい君も？」

「ええ、まあ、そうです」

　朱理は心配などしていなかったのだが──それは玲音も同様だ──ここに来た建前として肯定の返事を返す。

「そうか」

　しかしマユリの表情が緩ゆるんだのを見て、来て良かったと朱理は感じた。マユリが過度に神経を張り詰めていたことが分かったからだ。

「マユリさん、少し休まれた方が良いいですよ」

　玲音が「教官」を「マユリさん」に変えたのも、知人を案じる気持ちが意識の表に出たからだ。

「カーティス少しよう尉い、訓練生たちも心配していることだし、そろそろ休憩したらどうだ。貴官は明らかにオーバーワークだぞ」

　中ちゆう尉いの階級章をつけた青年士官がマユリに声を掛ける。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ご心配をお掛けして、申し訳ありません」

　マユリは口でこそそう答えたものの、計器の前から立ち上がって玲音たちの立つ廊下へ出た。

「自分の機体に戻ります。お邪じや魔ましました」

「いや、力を貸してくれたことに感謝する」

　マユリの敬礼に、中尉はそう答えた。

「行こうか」

　観測室の扉が閉まり、マユリが三人を促うながして歩き出す。

　行く先は彼女が言ったとおり、甲かん板ぱんでも休憩室でもなく喫きつ水すい線せん近くのアレクトーオペレーター控え室だった。

　アレクトーの親機──テレパシー・オーダー・システムで無人機を操作する小型母艦──は、五十メートル級の有ゆう翼よく機きだが、水中で運用する場合は小型高速艇ていにペアリングし直すことが多い。親機まで水中に潜る必要は無いし、海上や海中で翼つばさは必要無いからだ。

　そうした小型艇は補給時、双そう胴どう船せんの胴体の間に係留される。オペレーターが海上母艦の広い休憩室を利用する場合も同様だ。

　しかしマユリは今回の任務でも、推進機を水中用に取り替えるだけで愛機の「ヤマタノオロチ」を使っている。全ぜん翼よく機き形態のヤマタノオロチは甲かん板ぱんの下に入りきらないので、海上母艦の後方に係留されていた。

「マユリさん、あの……副操縦士の方はどちらに」

　控え室が無人だったことに違和感を覚えて玲れい音ねが怖おず怖ずと訊たずねる。先さき程ほどの休憩室にはヤマタノオロチの副操縦士がいなかったから、こっちにいると彼女は思っていたのだった。

「ああ……今回は訓練だけだと思っていたからね。オートパイロットを乗せてある」

　顔を蒼あおくする玲音に、マユリは「大だい丈じよう夫ぶだよ」と笑い掛けた。

「宇宙じゃないんだ。現在位置を見失ったって大したことにはならないし、推進剤切れ・衛星軌道逸いつ脱だつで火星軌道や金星軌道まで漂流することもない」

「しかし、海中だから宇宙より操縦が容易だとは言えません。戦闘機動は」

　無理ではありませんか、と続くはずだった玲音のセリフをマユリは「大丈夫」と一言で遮さえぎった。

「……しかし」

「なに、コントロールする機体が八機から九機に増えるだけだ」

　そう言ってマユリは悪戯いたずらっぽい、というより悪者の顔で玲音に向かってウインクした。

「な、何です？」

　玲音が一歩、後あと退じさる。それだけでは安心できなかったのか、自分の身体からだを両腕で抱だき締めていた。

「だったらレニーがまた副操縦士をやってくれるかい？　と言おうとしただけなんだが……大おお袈げ裟さだな」

　玲音の怯おびえる姿を見て、マユリが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「何を期待したんだろう？」

　玲音が更さらに一歩下がり、

「何も期待などしていません！」

　その分マユリが玲音に近づく。

　その繰り返しで、玲音は壁かべ際ぎわまで追い詰められた。

　マユリが更に足を進める。

　玲音の背中が壁にぶつかった。

　マユリが壁に手をつく。

　マユリの左腕が、玲音の顔のすぐ横にあった。

「レニー、嫌いやよ嫌よも好きのうち、って言葉、知ってる？」

「知りません！　マユリさん、何百年前の人なのですか!?」

「何だ、知ってるんじゃないか」

　マユリの右手が、玲れい音ねの頰ほおに近づく。

　玲音が「ひっ！」と悲鳴を上げた。

「マユリさん！　悪ふざけは止やめてください！　朱あか理りと蒼生あおい君が見ているのですよ！」

「じゃあ、あの二人が見ていない所へ行こうか」

　マユリが朱理と蒼生をちらりと見た。

　朱理は啞あ然ぜんとした顔で絶句している。

　蒼生は顔を真まっ赤かにしていた。

「いい加減にしてください！」

　玲音がマユリを両手で突き飛ばした。

　体格ではマユリが大きく勝まさっているし、玲音は自分のＥｘＡエクサ、念動力を使っていない。しかしマユリは抵抗もなく、二歩後退した。マユリが冗談で迫っていたのは、そのことからも明らかだ。

　だが、今の玲音には冗談で済ませる精神的な余裕が無かった。

「私はマユリさんのそういうところが嫌いです！」

　玲音が控え室の外に飛び出していく。

「玲音さん！」

　その背中を蒼生が追い掛ける。

　朱理は弟の後に続かず、この場に留とどまった。

「嫌われてしまったよ」

　肩をすくめるマユリに、朱理は呆あきれた目を向けた。

「そりゃそうですよ。玲音はマユリさんのことを心配して様子を見に来たんですから。悪ふざけにしても度を越しています」

　苦笑するマユリに、朱理は以前から疑問に感じていたことを、思い切って訊きいてみることにした。

「マユリさんって同性愛者なんですか？」

　ストレートな質問に、マユリが目を丸くする。

「うーん、どうだろう？　私は確かに可愛かわいい女の子が好きだけど、性欲の対象にしているつもりはないんだが」

「でも見ているだけじゃ満足できないんですよね？　何時いつだったか、レアの胸を揉もんだりしていましたし」

「いや、あれは恥じらっている様子が可愛いからで、それ以上の意味は無い……はずだ」

「玲音にキスしたいとか思いません？」

「うーん、レニーにキス、か……」

　マユリの声が、段々頼りなげなものになっていく。

「例えば玲れい音ねと同じベッドで寝ているとして、一晩手を出さないでいられる自信がありますか？」

「……抱だき締めるくらいは良いいんじゃないかな？」

「それだけですか？」

　朱あか理りが目を半眼にしてマユリを問い詰める。

「唇くちびるでなければ、キスしたってセーフじゃないか……？」

「それだけですか？」

「パジャマの上から胸を触るくらいのことは……するかもしれない」

　朱理が微妙にマユリとの距離を広げた。

「……パジャマを脱がせたりは？」

「肩をはだけるくらいは……いやいや、待ってくれ！　そもそもレニーと同どう衾きんするというシチュエーションが良くない。あの子がそんなことを許してくれるはずないじゃないか」
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　朱理は呆あきれ顔を隠そうともせずため息を吐ついた。

「女同士なんですから、普通は同じベッドで寝るっていうだけでそこまで妄もう想そうしませんって。自覚が無いだけで、マユリさんはやっぱり同性愛者なんですよ。もしかしたら両性愛者なのかもしれませんけど」

　朱あか理りの決め付けに、マユリは返す言葉が無かった。

「あたしは同性愛を否定しませんよ。自分が当事者になるつもりはありませんが。でもさっきのはタイミングが悪すぎると思います」

　そう言って朱理は、休憩室で起こった遣やり取りをマユリに話して聞かせた。

「レニーがそんなことを……」

　マユリは驚おどろいている以上に嬉うれしそうだった。

「後で玲れい音ねに謝っといてくださいよ」

「そうだな。そうするよ」

　マユリの雰ふん囲い気きがまともなものになったのを見て、朱理はもう一つの疑問をぶつけた。

「マユリさん、今回は何でそんなに熱心だったんですか？」

「今回は、って、あのな……いや」

　いつもは任務に不ふ真ま面じ目めなのに、と言われているような気がしてマユリは甚はなはだしく不本意だったが、話を脱線させるのは自重した。

「レニーが休憩室で言ったとおり、ドウルは海戦向きの兵器じゃない。それに加えて、君たちは三人とも専用機持ち。特に、レニーにとってヤクシャは慣れない機体だ」

　マユリのセリフを聞いて、自分はヤクシャでも全く不自由しないが、玲音は確かに違和感が大きいだろうな、と朱理は思った。

「慣れない機体で慣れない海戦。そんなリスクの高い戦闘を君たちにさせたくないんだ」

　だったらむしろ何もしない方が良いいのでは？　と朱理は思った。

　その疑問が言葉となって放たれる前に、マユリの説明が続いた。

「ゲノムスがこの艦を狙ねらって来る可能性は低いと思う。理由がないからね。だとすれば怖いのは遭そう遇ぐう戦せんだ。遭遇戦を避ける為ために最も有効な方法は何だと思う？」

「……敵のポジションを相手より先に発見し、その進路を避けることですか？」

　答えとしては単純すぎないか、と躊ちゆう躇ちよを覚えながら朱理が答える。

「そうだ」

　しかしそれがマユリの求めた正解だった。

「ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦が抱かかえているドウルはマクリール一機とグリフォンの改造型三機。マクリールはおそらく大深度海中戦に対応した機体だが、グリフォンはそうじゃない。海中での機動性はグリフォンよりアレクトーが上だ。そしてマクリールは七時間前にジャワ島南西部でグリンブルの部隊と交戦したことが確認されている。仮にナグルがこの海域に逃げ込んだとしてもマクリールが合流するのに時速五十ノットで二十時間以上掛かる計算だ。幾ら水中で高機動化を実現しているとしても所しよ詮せんは人型のドウル、そこまでスピードは出ないだろう。あのドウルが合流する前にナグルを発見できれば、君たちがヤクシャで出て行かなくてもアレクトー部隊で制圧できる」

　マユリは熱くそう語って、口調を緩ゆるめた。

「まあ、そもそもジャワ島近海から逃げ出すとしたら西のインド洋方面か、南下してオーストラリアを迂う回かいし南太平洋に入るだろうからね。もしもの時に備えているだけだよ」

「マユリさん、玲れい音ねのことを本当に大事にしているんですね」

　マユリの本音は結局のところ、手元に朧月ミステイムーンが無い玲音を戦わせたくないということだ。少なくとも朱あか理りはそう感じた。

「……あの子のことを色々な意味で気にしているのは否定しないが、私は朱理や蒼生あおい君のことも心配しているんだよ」

　演技か本音か、マユリは「心外な」という表情で朱理の決め付けに反論した。
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　マユリが朱理に語った推測はことごとく外れていた、と言って良いい。だがそれはマユリが無知なのではなく、ゲノムスの天才科学者ショーン＝オブライエンの技術が常識外の代しろ物ものだった所為せいだ。

　マクリールの水中巡航速度は時速二百ノット（三百七十キロ）を誇る。最高速度ではなく巡航速度だ。無論マスターである龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマ、液体流動制御があってこそのスピードだが、長時間この速度を維持できるのはオブライエンの技術の賜たまものだ。

　単に高速であるばかりではなく、水流を制御することで航跡も残さず、マクリールは日没前にナグルが潜伏している海域に到着した。

　龍一は機体のスピードを落とし、定期的に鯨くじらの鳴き声（エコーロケーション用のクリックス）に偽ぎ装そうしたランデブー用の超音波を放ちながらナグルの姿を探す。

　十分ほどで、マクリールはナグルの発した信号をキャッチした。発信源は現地点からおよそ三十キロ東の海底だ。

　龍一はバイザースクリーンに表示されたランデブー手順に従い、マクリールを時速三十ノットでナグルへ向けて進ませた。




　その頃ころ、ナグルの艦内は慌あわただしさに包まれていた。

「駆く逐ちく艦かん二隻せき、尚なおも本艦の頭上へ接近中。コース、変わらず」

　探知機器を管制する総合オペレーター（探知機器も、と表現した方が適切か）、フェリシア＝リンの報告に、艦長のロペスが艦橋にいる部下の意見を求める。

「見つかったと思うか？」

　答えたのは報告をした当人のシアだった。

「詳細な座標は摑つかまれていないと思います」

「大体の位置は把は握あくされているということか」

　シートを回転させてこちらを向いたシアと視線を合わせながらロペスが応じる。

　自分の発言の裏を読み取ったロペスに、シアは無言で頷うなずいた。

「隊長。どうされますか？」

　立ったままのロサが、ロペスに今後の方針を訊たずねた。彼女は艦橋要員ではないが、ロペスに呼ばれてこの場にいる。

「それについて、皆の意見を聞きたい」

　ロペスが作戦決定前に部下の意見を訊きくのは、実のところ珍しいことではない。だがそれはクルーの意思統一の為ための儀ぎ式しきという側面が強く、方針自体は固まっていることが多い。

　部下の意見を全く採り上げないわけではないが、採用するのは作戦の細部のみというケースがほとんどだ。それについてクルーが不平を述べることも無い。

　だが今回、ロペスは本当に迷っている様子だった。

「私はグリフォンを出撃させるべきだと思います。相手に包囲される前に退路を作っておくべきです」

　ロサ以外にもう一人、ブリッジに席を持たないウェイが、ドウルで打って出ることを主張する。

　ロサがシアの顔を窺うかがい見た。彼女の予想に反して、シアはウェイの積極案に反発する様子が見られない。

「今仕掛けては、マクリールと合流できなくなるのでは？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　ロサがシアの内心を代弁するつもりで呈てい示じした懸け念ねんに対して、ウェイが反論するより早く、当のシアがそれを否定した。

「当艦とマクリールは既すでにランデブーシークエンスに入っています。こちらから誘導信号を切断しない限り、マクリールがナグルの位置を見失うことはありません」

　そのセリフの後、シアは誰だれとも目を合わせないで一言付け加える。

「マクリールを収容する前に、ナグルがこの海域から離脱するようなことがなければですが」

　顔を見なくても、それが誰に向けられたセリフであるかは明らかだった。

「……そんなことは考えていない」

　ウェイが言わずもがなの弁解をしたことにより、彼が心の中でその可能性を否定していなかったと露ろ呈ていしてしまう。しかし敢あえてウェイを問い詰める者は、シアを含めていなかった。

「大体の位置は摑つかまれているとはいえ、真に発見される可能性は五ご分ぶ五分だと思います」

　シアがシートから立ち上がり、ロペスに話し掛ける。

「しかし艦を浮上させれば、発見されるリスクは高まるでしょう。それ以上に考こう慮りよしなければならないのは、現在の深度なら詳細な座標を特定されても攻撃手段は限られているということです」

「大深度潜水能力を持つドウルはこの海域に存在しないと判断するのだな？」

「はい、隊長」

　ロペスの質問にシアが頷うなずき、更さらに答えを付け加える。

「ドウルだけではなく、現深度まで潜航可能な潜水艦、アレクトーも到着していないと考えられます。駆く逐ちく艦かんの接近に伴いアレクトーと思われる小型潜水艇ていの往来も活発化していますが、深度千メートルより下には機影、艦影が確認されておりません」

「この艦を捕ほ捉そく可能な艦艇が投入される可能性についてはどう考える？」

「連盟軍の捜索はインド洋方面とオーストラリア西岸方面に集中しています。ティモール海方面には洋上の駆逐艦を除き駆逐艦二隻せき、航空母艦一隻、海上母艦一隻の戦力しかありません。大深度戦闘が可能な艦や機体がすぐに投入されるとは思えません」

「現地点からティモール・ナーサリー・フロートまで本艦で二時間、マクリールで三十分……」

　そう呟つぶやいた後、ロペスは短くない時間、何も言わなかった。

　ナグルがこの海域に来ている真の目的は、マクリールに取り付けられたテレパシー偽ぎ装そう装置をテストする為ためだ。その目的はまだ達成されていない。ゲノムスがテストの相手に選んだマユリ＝カーティスは現在、ティモール・ナーサリー・フロートのすぐ近くにいるはずで、装置を開発したオブライエンからは、できれば一キロ以内まで接近して欲しいと指示されている……。

　考え込んでいるロペスをクルーがじっと見詰める。

「マクリール着艦後、すぐに再出撃準備」

　シアの眉まゆがピクリと動いた。

　龍りゆう一いちに休憩の時間も与えないつもりか、とシアは反発を覚えたのだが、昨日の夜に釘くぎを刺されたことを思い出して不和の元になる発言は自重した。

「洋上の駆逐艦はマクリールに沈めさせる。マクリール再出撃後、ナグルはティモール・ナーサリー・フロートに向けて発進。フロート手前五キロで深度千メートルまで浮上し、グリフォンを発進させる。一機をナグルの守りに残し、二機でフロートの守備隊を攻撃する。ウェイ隊長」

「はい、艦長」

　ウェイは隊長という呼称が被かぶるのを避ける為、ロペスのことを意識的に艦長と呼んだ。

「グリフォン隊の推進機は水中用に換装済みだな？」

「脚部推進機は水中用に換装しております」

「それで良いい。グリフォン隊は対艦用兵装で出撃準備」

「対ドウル戦用の武器は所持しないのですか？」

「ドウルとの交戦は避けろ。航空戦力を優先的に潰つぶせ」

「了解です」

「敵を全滅させる必要は無い。ある程度の打撃を与えたら引き返せ。そこの裁量は任せる」

「了解しました」

「では準備に掛かれ。マクリール再出撃準備完了次第、作戦開始だ」

　ブリッジクルーは「はい、隊長」と声を揃そろえて自分のコンソールに向き直り、ウェイが格納庫へ足を向ける。

「ロサ」

「はい、隊長」

　ウェイに続きブリッジを出て行こうとしたロサを、ロペスが呼び止めた。

　ロペスはロサを待たせたまま、紙のメモ用紙に鉛筆を走らせた。

　鉛筆を止め、メモ用紙を二つに折ってロサに差し出す。

「これを元にマクリールの戦術データカードを作ってくれ」

「分かりました」

　ロサは特に訝いぶかしむことなくロペスからメモ用紙を受け取った。

　ロペスがブリッジで紙と鉛筆などというクラシックな媒ばい体たいを使うのは初めてではない。彼は時折、こうやってアイデアをまとめる。

　それを知っているブリッジ要員も、足を止めて振り返っていたウェイも、特に表情を動かすことなく自分の仕事、自分の担当部署に戻った。

　ロサもメモの内容を確かめないまま、彼女の持ち場である情報センターに向かった。
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　朱あか理りがマユリと別れようとしたその瞬しゆん間かん、磐いわ都と訓練校の訓練生を乗せた海上母艦内に断続的なブザー音が鳴った。

　ただし、鳴り響ひびいたというほどではない。本当の非常事態を告げる警報より音量は抑えられている。

「警戒警報か。朱理、この意味は分かるね？」

「自分の機体で待機ですよね？」

「そうだ。私もヤマタノオロチで待機する。レニーは分かっていると思うが、蒼生あおい君が自分の機体にいなかったら注意してやってくれ」

「分かりました。マユリさん、気をつけて」

「ああ。朱理も無理をするなよ。ヤクシャは正直に言って海中戦には不向きな機体だからな」

　マユリと別れ、朱理は甲かん板ぱんへ向けて走る。途中で休憩室にいたアレクトーオペレーターとすれ違ったが、無む駄だな言葉を交わしている雰ふん囲い気きではなくなっていた。




　玲れい音ねと蒼生あおいは甲かん板ぱん上じようで警戒警報を耳にした。

　癇かん癪しやくを起こして逃げてきた玲音は、今いま更さら休憩室に戻る気分にもなれず海風に当たって頭を冷やしていた。蒼生も玲音を追い掛けてきたまではよかったが、何と声を掛けて良いいか分からず彼女の後ろ姿をただ見詰めていることしかできなかった。

　警戒警報はそんな二人にとって、気まずい空気から抜け出す良い機会となった。

「玲音さん！　これは、警戒警報ですか？」

「そうです。ヤクシャに急がなくては」

　急ぎ足で自分の機体に向かう玲音。蒼生もすぐ彼女の横に並んだ。

「玲音さん、何が起こったんでしょう？」

「コクピットで情報が得られると思います。今はとにかく、搭乗を急ぎましょう」

　二人がヤクシャの前にたどり着いた直後、コクピットへパイロットを連れて行く梯はし子ご車しやがドウルの正面に止まる。見掛けより静かに、アウトリガーが車体を甲板上に固定した。

「蒼生！　玲音！」

　梯子がドウルの胸に向かって伸び始めたタイミングで、朱あか理りが二人に合流する。

「心配要いらなかったみたいね」

「何のことですか？」

　朱理が思わず漏もらした一言に、玲音が首を傾かしげる。だが「蒼生が警報の意味を理解しているのかどうか心配で」などという本当のことは、今口にしても有害無益だ。

「何でもない」

　ただそれだけでは愛あい想そがないと思ったのか、朱理はマユリから受けたアドバイスを二人にも伝えておくことにした。

「マユリさんがさ、ヤクシャは海中戦向きの機体じゃないから無理するなって」

「無理をするなと言われても、相手があることだし……」

　蒼生が漏らした戸惑いは、もっともなものだ。

「そうですね。とにかく、深追いだけは避けましょう」

　しかし玲音は朱理が伝えたマユリの言葉に頷うなずいた。

　それは遠回しに蒼生に対して念を押したものだったが、残念ながら本人がそれに気づいた様子は無かった。
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　ナグルに収容されたマクリールの操縦席から降りた龍りゆう一いちは、ロサに呼び止められた。

「龍一、お疲れさま」

「わざわざ出迎えに来てくれたのか」

　龍りゆう一いちの驚おどろく声に、ロサは苦笑いを浮かべた。

「まあね。それだけじゃないけど」

「何か用か？」

　一応型どおり訊きき返しながら、龍一は「任務だろうな」と当たりをつける。

　彼の予想は、間違っていなかった。

「帰ってきて早々で悪いんだけど、出撃して欲しいの」

　ロサらしくない遠えん慮りよが感じられる口調に、今度は龍一が苦笑する。

「気を遣つかってくれるのは嬉うれしいが俺おれはドウルマスターだ。命令してくれれば、何時いつでも戦う」

　少し格好をつけすぎたか？　という疑問が後こう悔かいになる前に、龍一は任務について訊たずねた。

「それで、俺は何をすれば良いい？」

「現在、駆く逐ちく艦かんが二隻せき、この艦を探して当海域を航行しているわ」

　答えるロサの声に、心苦しさはあっても躊躇ためらいは無かった。

「その駆逐艦を沈めれば良いのか？」

「そうよ。残念ながら、グリフォン隊をサポートには出せない。また龍一に孤独な戦いを強しいることになってしまうけど……」

　申し訳なさそうに付け加えるロサに、

「連盟のエクサーは基本的に単独行動だ。エクサーを倒そうという俺が、それに尻しり込ごみしていては話にならないだろう？」

　龍一は明るく笑って見せた。

　自うぬ惚ぼれとも聞こえる発言だが、ロサは龍一の意図も、その言葉が本気であることも理解している。

「じゃあ、そういうことで」

　だからもう、謝罪の言葉は無かった。

「ここに作戦詳細が入っているわ。マクリールの補給が終わったら、すぐに出撃して」

「了解だ」

　龍一はロサから戦術コンピューター用のデータカードを受け取って、マクリールの操縦席へ戻った。




　　　◇　◇　◇




「海中から急激に浮上する機影あり！」

　駆逐艦の艦橋に悲鳴が響ひびき渡る。

「落ち着け、馬ば鹿か者もの！　機種は何だ。潜水艦か、アレクトーか。予測浮上ポイントを報告せよ！」

　艦長が部下の動揺を抑えようと怒鳴りつける。しかし、ほとんど効果は無かった。

「機種はドウル！　予測ポイントは本艦至近！」

「迎撃準備！」

　艦長の決断は申し分なく素早かった。しかしそもそも、発見したのが遅すぎた。

「ふ、浮上速度は百ノットに達しています！　海面まで三十秒を切りました！　迎撃、間に合いません！」

「たわけっ、無抵抗でやられるつもりか！　対潜ミサイル発射！」

「対潜ミサイル、発射します！」

　垂直発射システムＶＬＳから射出されたミサイルが急カーブを描えがいて艦のすぐ横に落下する。

　だが、確かに遅すぎた。標的の深度が浅すぎて、着水の直後ミサイルから分離した魚ぎよ雷らいの追尾が間に合わない。

　一いつ旦たん標的の横を通り過ぎた魚雷が海中を大きく旋回して戻って来た時には既すでに、深海より浮上してきたクリアブルーのドウルは海面に到達していた。

　日没直後の波間を割って、マクリールが空中に躍り出る。

　右手に構えた武器は、宇宙で常用していたガンジャベリンではなかった。最も近い形状の物を挙げるとするなら、巨人サイズの水中銃スピアガンか。

　駆く逐ちく艦かんに向けて、巨大な銛もりが発射される。

　返しのついた切っ先が、駆逐艦の中央舷げん側そく、喫きつ水すい線せんのすぐ上に突き刺さった。

　バーニアスラスターを作動させ、マクリールが後ろ向きにダッシュする。

　銛の後端に取り付けられたワイヤーが空中に直線を描いた。

　マクリールが空中に停止したのは一いつ瞬しゆんのことだった。

　クリアブルーの機体が、スピアガンを握る右手を引いた。

　駆逐艦の装甲が遂ついに破れ、船腹に大穴が空あく。

　マクリールは水面に着地し、海に吞のみ込まれることなく再び空へ舞い上がった。

　対空砲火は全すべて、青いドウルの慣性制御によって無効化される。

　マクリールの指が、再度スピアガンの引き金を引いた。

　甲かん板ぱんに銛が突き刺さる。

　マクリールは空中で立ち止まった。

　そのまま海面に落下し、海中に沈む。

　銛をつないだワイヤーに引っ張られ、駆逐艦が大きく傾いた。

　舷側に空いた大穴に海水が勢いよく浸入する。

　盛大な飛沫しぶきを上げて駆逐艦は転てん覆ぷくし、水みな底そこへ落ちていった。
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　駆く逐ちく艦かん撃沈の凶報は、操縦席で待機中の蒼生あおいたちにも防衛司令部からのデータ通信によって伝えられた。

「青いドウルにより駆逐艦二隻せきが撃沈？　マクリールか！」

　蒼生がそう思ったのは理屈ではなかった。彼は直感によって、駆逐艦を沈めたのはマクリールだと確信した。

『蒼生君、落ち着けよ』

『マユリさんの言うとおりよ。蒼生、冷静になりなさい』

　彼がそう叫んだ直後、マユリと朱あか理りから通信が入る。

　蒼生はまだドウルをリンク状態にしていない。命令を受ける必要性から受信はオートになっているが、送信は違う。彼の独り言が操縦席の外に漏もれることは無いはずだった。

　蒼生はうっかり送受信を両方オンにしていたかと思って通信機の表示を確認した。だが、送信はオフのままだ。

『どうせあんたのことだから「青いドウル」ってだけでマクリールだと決めつけてるんでしょうけど、それは少し気が早いわよ』

　通信機に関する疑問は氷解した。だがその代わり、完全に見透かされた恥ずかしさが湧わき上がってくる。

『そうだぞ、蒼生あおい君。二千キロ西でマクリールが確認されてからまだ十時間も経たっていない。マクリールが最新鋭潜水艦並みの水中速度を発揮できると仮定しても早過ぎる』

　マユリにそんなつもりは無いだろうが、この常識的な推理は蒼生に対する追い打ちとなった。

『私は駆く逐ちく艦かんを沈めたのがマクリールである可能性は否定できないと思います』

　しかし蒼生の意識が羞しゆう恥ち心しんで沸ふつ騰とうしてしまう前に、玲れい音ねの柔らかな声が彼の気持ちを落ち着かせてくれた。

『海中におけるマクリールの性能は分かっていないのです。ショーン＝オブライエン博士が私たちの想像を超える機体を作り上げた可能性はゼロではありません』

『だがレニー。幾らオブライエンが優すぐれた科学者といっても限度があるだろう』

『マクリールでないとするなら、ゲノムスには単機で駆逐艦二隻せきを短時間の内に撃沈するドウルが別に存在するということになります。それもまた、脅きよう威いではありませんか？』

『それはそうだが』

『敵の正体を推理するには情報が不足しています。それより現状で私たちが考えるべきことは、ナーサリー・フロートの防衛です。今はそれだけに集中しましょう』

　玲音のセリフはマユリに対する反論の体裁を取っているが、本当は蒼生に言い聞かせているものだった。そのことは蒼生自身にも良く理解できた。

「オーダー。送信機能、オン」

　蒼生は音声コマンドを唱えてから、玲音に自分が理解したということを伝えた。

「分かりました。落ち着いて、冷静に、守り抜くことだけを考えます」

『ええ、そうしましょう』

　応こたえを返したのは玲音だけだったが、朱あか理りからも、マユリからも、満足しているような雰ふん囲い気きがスピーカーから伝わってきた。
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　駆逐艦撃沈の知らせを受けて、ナーサリー・フロートの防衛司令部はオーストラリア西海域に展開中の捜索隊に援軍要請を送ると共に、手持ちの戦力をフロートの沖一キロに集中させて迎撃の構えを取っていた。

　胃に穴が空あきそうな緊張の中で援軍を待つ防衛部隊の祈りは、叶かなえられなかった。

「海中から急激に浮上する機影あり！」

　その言葉は駆逐艦のクルーが自分たちの運命を告げた言葉と同じものだったと、防衛司令部の探査機器オペレーターは知らなかっただろう。

「数、二！　ドウルです！」

「浮上ポイントと予測時間を報告せよ」

「浮上ポイントはナーサリー・フロート西八百メートル以内！　浮上までの予測時間、およそ一分！」

「防衛ラインの内側か！　対潜ミサイル発射。アレクトー部隊、カーティス機を除き、全機迎撃に向かわせろ」

　司令官の言葉に、別のスタッフから訝いぶかしげな反論の声が上がった。

「カーティス少しよう尉いを残すのでありますか？」

「少尉は磐いわ都と訓練校の所属だ！」

　苛いら立だたしげな声こわ音ねが、司令官もマユリを残さなければならないのが不本意だと告げていた。

「訓練生のドウルは如何いかがしましょうか」

「待機だ」

　司令官が部下の質問に答えている間に対潜ミサイルが発射され、続けてアレクトーの親機が子機を引き連れて前進する。

「対潜ミサイル魚ぎよ雷らい、命中まであと二十秒」

　これで片付いてくれれば良いいが……。

　司令部の誰だれもが固かた唾ずを吞のんでミサイルから分離した魚雷の行方ゆくえを見詰めている。そして全員が心の奥底で、この程度で片は付かないだろうと予感していた。




　ウェイのグリフォンは頭を上にした状態で垂直に海面へ向かっている。標的はナーサリー・フロート守備隊所属の航空母艦だ。

　ロペスの意図はウェイにも理解できている。ロペスは低空飛行でこの海域を離脱し、太平洋まで出て再び海中に隠れるつもりなのだろう。だから航空戦力が邪じや魔まになる。

　対潜ミサイルにセットされた追尾式魚雷の群れが斜め上から接近している。ウェイは回避行動を取らずにそのまま上昇した。あと百メートルで命中するという段階になって、ウェイは推進機を止め、機体の慣性を中和した。

　水の抵抗によりグリフォンが急激に減速する。

　魚雷群はグリフォンの上を通過し、ターンして再びウェイのグリフォンを狙ねらう。

　グリフォンの右手にはアサルトライフルに似たマイクロミサイルランチャーが握られていた。

　魚雷の数だけ、ウェイはマイクロミサイルを放つ。そのミサイルは一発で戦闘艦やアレクトーの装甲を破壊するには足りないが、魚雷を誘爆させるには十分な威い力りよくを持っている。

　魚雷にミサイルが着弾し、海中に衝しよう撃げき波はが広がった。

　ウェイの一番機の横を、二番機が追い越していく。

　ウェイも衝撃波が到達する前に推進機を再始動し、再び海面を目指した。




「魚ぎよ雷らい群、全すべて迎撃されました！　敵は二機とも健在！」

「駆く逐ちく艦かんに追尾式魚雷を投下させろ」

　防衛司令官の命令に従い、この海域に散開した全駆逐艦からランチャーを使って追尾式魚雷が投下される。しかし魚雷が敵を探知して疾しつ走そうを始めるより早く、二機のドウルが次々に海面から飛び立った。

　先に姿を見せたグリフォンが空中から空母の腹に対艦ミサイルを撃ち込む。

　次に飛び出した機体はロケットスラスターで魚雷群を跳とび越え、甲かん板ぱんに着陸した。

「駆逐艦、対空砲で空母上のドウルを狙ねらい撃て」

　司令官の命令に、スタッフが仰ぎよう天てんする。

「司令、それでは同士討ちになります！」

「対空砲如ごときで空母は沈まん！　甲板にも艦橋にもクルーはいないことを忘れたか！」

　司令官がスタッフの勘かん違ちがいを叱しつ咤たする。

　しかし、命令を伝えるべき通信士官が躊躇ためらったことで、貴重な時間が失われた。

　甲板上のドウルがマイクロミサイルを連射する。甲板上に待機していた無人機──アレクトーの子機が脱出する間もなく全て破壊された。

　甲板上のドウルは手しゆ榴りゆう弾だんのような物を放り投げて海に飛び込んだ。

　ドウルサイズの手榴弾から空気より重いガスが噴き出す。ガスは甲板に大きく広がったところで燃え上がった。

　燃焼温度に重点を置いて合成された焼しよう夷いガスだ。摂せつ氏し三千度超の高温が甲板と船体側面を焼く。甲板が融とけ落ちることはなかったが、エレベーターもカタパルトも完全に使い物にならなくなっていた。

　空母が激しく震ふるえる。着水したグリフォンから放たれたミサイルが再度命中したのだ。一度目はミサイルに耐えた装甲も、二度目は持ちこたえられなかった。

　舷げん側そくに大きな穴が空あく。

　三発目のミサイルが推進機に直撃した。

　足を奪うばわれた空母がゆっくりと沈降し、甲板をわずかに海面上へのぞかせながら波間を漂ただよう。




「ピーター、空母はもういい。無む駄だ弾だまを使うな」

　空母を完全に沈没させようとミサイルランチャーを構えたピーターの二号機に、ウェイが制止の通信を送った。

　ピーター機は命令どおり、空母に対する攻撃を中止した。その代わり、駆逐艦に向かって前進を始めた。

「ピーター、深入りするな！」

　ウェイの命令を、ピーターは素直に聞き入れなかった。

『ミサイルを艦に持ち帰っても意味は無いでしょう。すぐに使い切ってしまいますので少し待ってください』

「やめろ、ピーター！　囲まれるぞ。一いつ旦たん引け！」

　再度ウェイが制止する。だが、二号機は前進を止やめなかった。

　ウェイは舌打ちして自機を反転させる。

　相棒だったハサンを月の裏側で失って以来、ピーターは時折情緒不安定な言行を見せることがあった。

　それ程ほど極端なものではなかったので、これまでの実績を考こう慮りよしてナグルから降ろす必要は無いと考えていたが、自分の判断が甘かったとウェイは今、臍ほぞを嚙かんでいた。

　見捨てるわけにはいかない。長年チームを組んできた相手だから、という理由だけではない。単機でピーターを放置すれば、すぐに沈められてしまうだろう。ただでさえ自分たちは数が少ないのだ。時間を稼かせがなければ、ナグルが脱出できなくなってしまうおそれがある。

　ピーターが沈められるのは自じ業ごう自じ得とくだが、このまま彼を放置すれば自分まで巻き込まれてしまうおそれがある。ウェイはそう考えたのだった。

　ピーターのグリフォンを狙ねらい背後に回り込もうとした無人機にマイクロミサイルを叩たたき込んで沈黙させ、ウェイは僚りよう機きの背中を守るポジションについた。




「どうやら凌しのぎきれるか……」

　全ぜん翼よく機き型のアレクトー母艦、ヤマタノオロチのコクピットで、マユリは安あん堵どの独り言を漏もらしていた。

　航空母艦が沈められた時にはどうなることかと思ったが、敵の数が少なかったのが幸いした。

　グリフォンがたったの二機。推進機を水中用の物に替えたり色々と手を加えているようだが、所しよ詮せんは汎はん用よう機きだ。宇宙や陸上ならともかく、海上・海中では戦力として不足している。フロート守備隊の駆く逐ちく艦かんとアレクトー部隊だけで十分に撃退可能と思われる。

　わずか二機と分かった時には、奇き襲しゆうによる一撃離脱戦法で攪かく乱らんに来たのかとも思った。空母を沈めた手並みは、それだけ鮮やかなものだった。ところが何故なぜか敵は包囲網の中に飛び込んで来た。

　相手の意図が理解できないという不安点は残るが、敵が奇策を行使する前に墜おとしてしまえば問題は無い。マユリはそう結論づけた。

　彼女はマクリールが参戦する可能性を無意識に除外していた。二千キロを十時間で走破できるはずがないという思い込みが、その可能性を考慮することを妨さまたげていたのだ。

　しかし、マユリの思考を硬直的だと非難することはできないだろう。速度もそうだが、そもそもドウルが単独で海中を二千キロも移動するというのが、常識的にあり得ないことなのだ。

　故ゆえに駆く逐ちく艦かんが新たに海中から現れたドウルによってわずか数十秒で沈められたのを見て、その機体の姿と色を照明弾の光で確認して、

「噓うそだろう……？」

　マユリがそう呟つぶやいたのも、仕方が無いことと言えた。
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「上手うまくいかないものだ……」

　マクリールに参戦を命じたロペスは、疲れた顔で艦長席の背もたれに身体からだを預けた。

　実のところ、マクリールの性能をフルに使えば、龍りゆう一いちはグリフォン隊の発進前にナグルと合流することができていた。

　そうしなかったのは、ウェイには伝えられなかった、ロペスの指示によるものだ。

　大気圏内では空よりも水中で活動することが多いナグルにとって、マクリールの持つ圧倒的な水中速度と航続距離はいざという時の切り札になる。だからマクリールの水中機動性能を可能な限り秘密にしておきたい。ロペスはそう考えていた。

　出撃はウェイが言い出したことだが、マクリールが間に合うと分かればウェイはそれを最大限利用しようとするだろう。ウェイの性格を考こう慮りよして、ロペスはそう判断していた。

　たとえマクリールを当てにするなと命令しても、龍一が出て行かざるを得ないような状況を作り上げてしまう。それがウェイの長所であり短所だ。ウェイは自分の部隊を優先するあまり、味方を利用し犠ぎ牲せいにすることを厭いとわないところがある。

　そして龍一が矢や面おもてに引っ張り出されると、マクリールの性能が連盟にばれてしまう。今回の戦闘では敵を全滅させることはできないからだ。ロペスは、ナーサリー・フロートの破壊という汚名を背負うつもりはなかった。

　龍一が出撃する際にロサから受け取ったデータカードには、駆く逐ちく艦かん撃破後の行動パターンに関する指示も記録されていた。龍一はその指示に従い、深度千メートルに浮かぶナグルの遥はるか下、深度二千メートルで待機していたのだ。

　戦況が有利なまま次のフェーズに移行すれば、龍一の出番は無かった。だがピーターの暴走をウェイが止められなかったことにより、ロペスはマクリールを投入せざるを得なくなってしまったのだった。
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　海中からマクリールが戦いに加わったことによって戦況は一変した。

　マクリールの水中機動性能はまさしく桁けた外はずれだった。

「駆逐艦ニューカッスル大破！」

「アレクトー部隊、損そん耗もう率りつ三割に達します！」

「駆逐艦タウンズビル右う舷げん損傷！　これ以上の戦闘続行は困難です！」

　司令官の許もとに次々と凶報が持ち込まれる。そのほとんど全すべてが新たに参戦したクリアブルーのドウルによって短時間にもたらされたものだ。

「タウンズビルをこの海域から離脱させろ！　アレクトー部隊で敵機とフロートの間に防衛線を形成！」

　矢継ぎ早に命令を下しながら、司令官は手元のモニターに呼び出した手持ち戦力を一いち覧らんする。

「やむを得ん。訓練生の海上母艦を前に出せ。ヤクシャで甲かん板ぱん上じようから敵ドウルを狙そ撃げきさせろ」

「了解。海上母艦カンシエンシャス。これより当司令部の指揮下に入り、戦闘に参加せよ」

　艦長の決定は、直ただちに蒼生あおいたちが乗る海上母艦の艦長へ通達された。
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「仕方が無いか……」

　海上母艦の艦長経由で訓練生の出撃を告げられたマユリは、通信を切ってヤマタノオロチの操縦席で独り言ごちた。

　マクリールがこの場に現れたのは完全にマユリの予想外だった。あのドウルと汎はん用よう機きで戦うのははっきり言って無む謀ぼうだ。

「レニーがミスティムーンに乗っているならともかく……」

　現在の搭乗機は三人ともヤクシャ。本音を言えば、玲れい音ねたちにすぐ逃げるよう指示したい。

　だが、そのマクリールの参戦で戦局が一気に苦しくなったのも、また事実。

　いくらゲノムスでもナーサリー・フロートを沈めるような暴挙には及ばないと思うが、「ファーマンの悲劇」の例もある。ここで兵器を手にしている者に「逃げろ」と言うことはできなかった。

　マユリはマイクをオンにして三人の機体に話し掛けた。




　海上母艦の上で巨大なアサルトライフル──に似た物を構える三機のドウル。蒼生、朱あか理り、玲音のヤクシャはウェイのグリフォンが使っているのと同じタイプのマイクロミサイルランチャーを手にして沖を見詰めていた。

　海上母艦がナーサリー・フロートからゆっくり離れていく。そこは既すでに戦場だった。

『私はそろそろ行くけど、三人とも、決して無理はしないように』

　スピーカーから聞こえるマユリの声に、蒼生の身体からだが大きく震ふるえる。インターフェイスをＭＩＴＵミツツにしておいて良かった、と蒼生は反射的に考えた。

　ＮＩＴＵニツツであれば、今の震えを機体が反映していた。蒼生はこれが武者震いだと知っていたが、他者から見ると怯きよう懦だに囚とらわれていると誤解されかねない。

『マユリさん、お気をつけて』

　玲音の声は不安に震えていた。

　彼女は、戦いを目前にして怯おびえているのか。

　玲れい音ねが朧月ミステイムーンのマスターであることを知らない蒼生あおいが、そう考えても無理はない。

　それ程ほど、玲音の口調は頼りなげなものだった。

『心配してくれるのかい？　良かった。私はレニーに嫌われたままかと思っていたよ』

『縁起でもないことを言わないでください！』

　蒼生も玲音に同感だった。今のマユリのセリフは、死を覚悟しているもののようにも聞こえた。

『私はまだ、さっきのことを許していません。マユリさんのことを嫌ったままです！　ですから、後で謝りに来てください』

『おっと、そう来たか……。分かった。誠心誠意、謝らせてもらうよ』

　異い形ぎようのアレクトー、ヤマタノオロチが海上母艦から遠ざかっていく。

『じゃあ、また後で』

　その通信を最後に、ヤマタノオロチが海面下に消えて行く。

『玲音』

　朱あか理りが玲音に励はげましの声を掛けた、と蒼生には思われた。

　姉に先を越されてどうする。蒼生は自分をそう罵ののしった。

『ええ』

　しかし、短く返した玲音の声はしっかりしたもので、そこに怯えの色はない。

　その反応と蒼生が玲音に懐いだいているイメージとの間には、ズレがあった。

『始めましょう』

　玲音がミサイルランチャーの引き金を引いた。

　緩ゆるやかな曲線を描えがいてミサイルが数百メートル先の海面に落ちる。

　小さな水柱が上がる。爆発の閃せん光こうが海面を照らし、そのすぐ下に銀ぎん灰かい色しよくの装甲をのぞかせた。

『ヒット！　玲音、やるわね』

『ドウル相手にマイクロミサイルでは、やはり厳しいですね……』

　朱理の称賛にそう愚ぐ痴ちをこぼしながら、特定の機体を狙ねらって玲音は次々にミサイルを撃ち込む。

　その迷いと容よう赦しやのない行動に、蒼生の違和感はますます大きくなった。




　マユリは八機の無人機を分離し、明るいブルーの機体、マクリールに向かった。

　防衛部隊のアレクトーは、マクリール一機に蹴け散ちらされている状態だ。

（私がマクリールを抑えるしかない）

　マユリはそう決心していた。

　自うぬ惚ぼれではあろう。

　だが、根拠の無い思い上がりではなかった。

　八機の子機と親機、都合九機の機体を同時に操る。これができるのは、連盟直属軍の中でもマユリだけだ。

　一人が多数の機体をコントロールする。そのコンビネーションのアドバンテージは、視線を遮さえぎる物がない宇宙より、視界が利きかない海中の方が大きい。

（見つけた）

　マクリールはアレクトー部隊の波状攻撃を跳はね返し、戦闘海域から離脱しようとしている駆く逐ちく艦かんタウンズビルを追い掛けようとしている。

　確かにタウンズビルは戦闘旗を揚あげ続けているし、機関も止めていない。

　戦闘放ほう棄きの意思を示していないのだから、戦場のルールに照らせばこの艦を攻撃することに問題は無い。

　だが、事実上戦闘力を失った艦に止とどめを刺そうとする姿勢は、どうしても嫌けん悪お感かんを禁じ得ぬものだった。

　マユリは親機をその場に停止させ、子機をマクリールの背後に回り込ませた。




　バイザーに表示されたアラートの内容を読み取るより早く、龍りゆう一いちは己おのれの直感に従って機体を四分の一回転させ、肩に取り付けられたシールドをそれまで真後ろだった方向に翳かざした。

　サイクロニクス機関が唸うなりを上げて物理法則に対するシンボリックな干かん渉しようを行う。

　シールドに沿って形成された水の壁かべがミサイルの爆発を受け止めた。

　龍一は衝しよう撃げき波はによって生じたバブルの中から離脱する。

　しかしマクリールに対する攻撃は単発のものではなかった。

　水みな底そこからスーパーキャビテーション水中ミサイルが迫り来る。龍一は咄とつ嗟さに機体を横よこ滑すべりさせた。

　液体流動制御のＳＩＭＡシーマによる挙動の副産物として生じた水流がミサイルの軌道をわずかに逸そらす。だが、直撃でなかったにも拘かかわらず、ミサイルはマクリールの至近で爆発した。

　衝撃波とその後に生じたバブルパルスによってマクリールの防ぼう壁へきが揺らぐ。

「クッ……、近接信管を使っているにしても正確すぎるだろう！」

　龍一がついた悪態をマクリールのＡＩは質問と解釈した。敵のミサイルは時限信管を使っている可能性が高い旨むね、バイザーに表示される。

「こっちとの距離を測定して起爆時間を設定しているというのか？　そんな面倒で不確実な真似まねを？」

　龍一が自問している間に三発目が襲おそい掛かる。

「音波探知も電磁波探知も攪かく乱らんしているのに、何故なぜこうもこちらの位置が正確に分かる!?」

　水の壁によって爆発を防ぎながら、龍一は困惑を漏もらした。




（妙な波形だな。テレパシー波を加工して本人を特定させない装置か？）

　ヤマタノオロチの操縦席で、マユリは今までに感じたことの無いテレパシー波に薄うす笑わらいを浮かべていた。

（ボイスチェンジャーのテレパシー版というところか。だが）

　次の無人機を攻撃ポジションに送る。

（機械が放つ人工的なテレパシー波が良い目印になってくれている！）

　確かにテレパシーは小説の中で空想されていたような、便利な能力ではない。自由自在に相手の思考を読み取るなんてできないし、何百キロも離れた相手と意思を疎そ通つうするなどということも到とう底てい不可能だ。

　しかし数百メートル圏内にいる人の思考を感じ取ることはできる。思考内容を理解することはできなくても、思考しているということは感知できる。

　機械によって加工された不自然なテレパシー波を放つ機体は、テレパシー能力者テレパスにとって大声を上げて自分の居場所を知らせているに等しい。

　そしてマユリは、連盟軍に所属するアレクトーオペレーターの中でも特にハイレベルなテレパスだ。テレパスによるマスターの特定を妨ぼう害がいする装置で不自然なテレパシー波を放ち続けているマクリールを捕ほ捉そくするのは、彼女にとって容易なことだった。




　液体流動制御のＳＩＭＡシーマを持つ龍りゆう一いちが操るマクリールは、固体に対する慣性制御と気体分子拡散制御しか持たない一般的なドウルより水中爆発に対して高い耐性を持つ。

　だが龍一は玲れい音ねのように無む尽じん蔵ぞうのＳＩＭＡシーマを保有しているわけではない。短時間に連続して攻撃を加えられれば、徐々に防御力が低下していく。

　二百メートルから三百メートルの間合いを保ちつつ水中ミサイルを撃ち込んでくるアレクトーを、龍一は中々捕捉できないでいた。

　機体が小さなアレクトーの方が、小回りは利きく。

　しかし、スピード自体はマクリールが勝まさっている。瞬しゆん間かん的なダッシュ力もマクリールが上だ。

　龍一も遠えん隔かく操作の無人機にただ翻ほん弄ろうされるばかりではなかった。

　離脱する無人機の姿を捉とらえ、何度も間合いの内に収めた。

　だがドリル・ランスに替えて装備しているスピアガンをアレクトーに向け、引き金を引こうとするたびに、別の方角から水中ミサイルが迫ってくるのだ。

（何故なぜこれ程ほど立て続けにミサイルを撃てる？　一体何機のアレクトーが投入されているんだ？）

　アレクトーの欠点は兵器の可能搭載量にあったはずだ。

　威い力りよくから推測して、先程から撃ち込まれているミサイルは、それなりに大型の物だ。アレクトーに搭載できるのは一発か、多くて二発。

　それに対してマクリールは先さき程ほどから二十発近いミサイルを浴びている。

（そんなに戦力が揃そろっているはずはない）

　もし何十機ものアレクトーが待機していたなら、駆く逐ちく艦かんに対する攻撃をあんなに容易たやすく許すはずはなかった。戦力の出し惜しみなどあり得ない。

（くそっ、一体どんなトリックを使っている!?）




（四番フオース、五番フイフス、海上母艦へ。一番フアースト、包囲網へ復帰）

　龍りゆう一いちが懐いだいた疑問の答えは、意外に単純なものだった。マユリはミサイルを放った無人機を順次海上母艦カンシエンシャスに戻し、補給を受けさせていたのだ。

　合計八機という、通常の二倍から四倍に当たる支配機数。そしてテレパシー・オーダー・システムへの適性の高さがもたらす無人機との感応可能距離の長さがそれを可能にしていた。

　もっとも、マユリの方も余裕があったわけではない。

（まだ耐えるのか）

　マクリールの防御力はマユリの予想を大きく上回っていた。ドウルマスターがＳＩＭＡシーマの連続使用で消しよう耗もうするように、アレクトーオペレーターもテレパシー・オーダー・システムの長時間使用によって心のスタミナを消耗していく。

（水中ミサイルのストックもそろそろ怪しい）

　それに補給の問題もある。海上母艦は訓練用に借りた物で、実戦を想定していない。

（一体何が目的で戦闘を続けているんだ）

　そもそも、この戦闘の意味がマユリには分からなかった。ナグルを逃がすことが目的なら、この海域で長時間戦闘を続けることは逆効果に思える。

　マクリールはどうだか分からないが、グリフォンが海中を長距離移動できるとは思えない。グリフォンがここにいるということは、ナグルもこの近くに潜んでいるということに他ほかならない。

（まさか本気でナーサリー・フロートを攻撃しようというのではあるまいな）

　マユリは背筋に嫌いやな感触を覚えていた。




　この戦闘が何時いつまで続くのか。

　そう思っていたのは、マユリだけではなかった。

『玲れい音ね、こいつら、何が目的だと思う？』

　海上母艦の甲かん板ぱん上じようからマイクロミサイルを連射していた朱あか理りが、うんざりした声で玲音に話し掛ける。

「分かりません。普通に考えれば既すでに撤てつ退たいしていて然しかるべきだと思うのですが」

　マイクロミサイルでドウルは沈められない。幾ら水中では慣性制御による防御効果が低減するといっても、搭載できる炸さく薬やくが少なすぎて破壊力が足りない。

　だが足止めにはなる。現にグリフォンは二機ともナーサリー・フロートに近づけないでいる。その上でアレクトー部隊の波状攻撃を受けて、徐々に損傷が増えているように見えた。

『玲れい音ねさん、今なら、マイクロミサイルではなく直接攻撃を加えればグリフォンを撃破できるんじゃないでしょうか？』

　自分の攻撃が相手にダメージを与えられないことに密ひそかな焦あせりを覚えていた蒼生あおいが、玲音に質問という形で白兵戦を提案した。──否いな、許可を求めた。

『残弾も乏しくなってきたし、相手に何か思おも惑わくがあるならその前に打って出るのも一つの手だと思うわ』

　意外なことに、実戦経験豊富な朱あか理りが蒼生の冒険策に同調を見せた。

　二人の気持ちは、玲音にも理解できる。マイクロミサイルが残り少なくなってきているのは確かな事実だ。自分たちだけでなく、守備隊の弾薬も心こころ許もとなくなっているに違いなかった。

　ナーサリー・フロートの防衛は戦闘用艦かん艇ていに依い存そんしている。フロート自体には攻撃力も補給機能も無い。駆く逐ちく艦かん、航空母艦、アレクトーを含む航空兵力、その他小型艦艇。推進機を水中用に換装したアレクトーも、補給は基本的に航空母艦から受ける形態を取っている。

　元々この戦闘に突入した段階で、戦力は明らかに不足していた。いつもならティモール・ナーサリー・フロートの守備に当たっている艦艇の一部が、ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦ナグルの捜索でオーストラリア西海域に派遣されていたからだ。

　層が薄うすくなっていた状態で、序盤に空母を沈められ更さらにはマクリールの参戦で駆逐艦二隻せきの内一隻が撃沈、もう一隻が戦線離脱。敵と味方、これ以上戦闘が長引いてどちらが不利になるのか、少なくとも玲音には断定できない。

　この状況が一体何時いつまで続くのか。我慢比べ、チキンレースになってしまっているのか。

　玲音も本音では、早く幕が下りて欲しいと思っている。

　それでも玲音には、二人がしようとしていることが暴走に思われた。

「二人とも、それを決めるのは私たちではありませんよ。海上母艦の甲かん板ぱん上じようから敵ドウルを攻撃。この命令が変更されない限り、ここを動くべきではありません」

　彼女は建前を振りかざすことで、ギャンブルに出ようとする二人を引き止めた。




　ゲノムスの側には、この戦闘を長引かせる意味があった。正確には、マクリールを投入せざるを得なくなった時に、ある程度の時間、戦闘状態を継続する意味が生じた。

「結局、ドクターの望んだとおりか。まさかこうなることを予測していたのではないだろうな」

　ロペスが自分のシートで、独り言というには大きめ、かつ苦々しい声で呟つぶやく。

「いくらドクターでもそんな『ラプラスの悪魔』じみた予測能力は持っていないと思いますけど」

　誰だれに宛あてたとも定かでないロペスのセリフに応こたえたのは、ブリッジに呼ばれて艦長席の脇わきに立っていたロサだった。

「しかし現実には、マクリールに組み込んだテレパシー偽ぎ装そう装置の実戦テストとして格好の状況が出来上がっている」

　ロペスとロサが「ドクター」と呼んでいるのはゲノムスの首席科学者、ショーン＝オブライエンのことだ。今回、ジャワ海かい溝こう基地への出動に当たり、マクリールには実験的にテレパシーによる個人の特定を妨さまたげる装置が組み込まれていた。ナグルがゲノムスの本拠地からジャワ海溝、そしてティモール海溝にやってきた真の目的はテレパシー偽装装置の実験にあった。

　このことを知っているのはロペス以下艦橋要員とマクリールの整備担当者、そしてロサだけだ。マクリールのパイロットである龍りゆう一いちには知らされていない。

「……やはり考えすぎではありませんか？」

「ドクターがこの状況を想定していたかどうかはともかく、装置の実戦テストは時間的にもう十分ではないでしょうか」

　ロサがロペスの懐いだいた疑念をやんわりと否定したのに続いて、シアが事務的な口調で意見を具ぐ申しんする。

「テストが成功だったか失敗だったかはデータをドクターの許もとに届けなければ分かりませんが、これ以上の戦闘継続はあらゆる面から見て無意味だと思われます」

「そうだな……頃ころ合あいか」

　ロペスはシアの意見に頷うなずいた。

「ルイのグリフォン三号機をウェイの許へ向かわせ、撤てつ退たいを伝えろ。ナグルは敵の攻撃が届かぬ深度まで潜航し、戦闘海域の下に潜り込む」




　ゲノムス側、連盟側を通じて、今の状況に最も不満を覚えているのはおそらくウェイだろう。

『すみません、隊長。俺おれの所為せいで』

「言い訳なら後で聞く！」

　今頃正気を取り戻した部下を怒鳴りつけ、

「アレクトー相手に何をちんたらやっているんだ、あいつは」

　マユリに振り回されている龍一に悪態をつく。

　それが八つ当たりだと認識する冷静さも段々と蝕むしばまれていた。

　アレクトーに包囲されて退ひくも進むもできなくなっているのは龍一だけではない。むしろウェイとピーターの方が形勢は悪かった。

　海上母艦の甲かん板ぱん上じようから飛んでくるマイクロミサイルも、実害はないが鬱うつ陶とうしい。

「ピーター、残弾は何発だ」

『一発です、隊長』

　手持ちの弾薬に既すでに反撃するだけの余裕が無いことが苛いら立だちを増ぞう幅ふくしていた。

（いっそのこと、フロートに突っ込むか？）

　後方への退路は塞ふさがれている。

　深く潜って逃げる道は先さき程ほどから何度も試しているが、その都つ度ど先回りしたアレクトーに下から魚ぎよ雷らいとミサイルを浴びせられている。一機や二機ならともかく、次々と波状攻撃を仕掛けられては浮上するしかない。海中における機動性は、敵のアレクトーがグリフォンを圧倒的に上回っている。

　それに対して、前にいるのは特に改造した様子も無い汎はん用よう機きだ。二対三。数の上では劣勢だが、グリフォンで相手をするには最も容易に思えた。

『隊長、俺おれが血路を開きます！』

　ウェイが正面突破の覚悟を決めたまさにその瞬しゆん間かん、ピーターが前方の敵海上母艦へ突っ込んで行く。

「待て、ピーター！　先走るな！」

　ウェイはすぐさまピーターを追い掛けた。




　グリフォンが二機、こちらへ突っ込んでくる。

　それを見た蒼生あおいは、背後に置かれた武器ラックからヤクシャの標準武器である鉤かぎ鎌かま槍やりのドリル・ランスを手に取った。

『蒼生君、ダメですよ』

　彼が飛び込もうとした出で端ばなを玲れい音ねの声が挫くじく。

　玲音は、そして朱あか理りも冷静に、先を行く機体へミサイルを浴びせている。

　ところがそのグリフォンは挙動がおかしかった。

　ダメージを度外視しているかのように、真っ直すぐ突っ込んでくる。

　後続の機体が回避行動を取りながら追い掛けてくるのと対照的だ。

　その所為せいで二機のグリフォンは互いに孤立した状態になっている。

　その代わり、一機目は海上母艦の間近まで迫っていた。

　グリフォンが腰と背中のスラスターを使って海面から飛び上がった。

　襲おそい掛かる先は、玲音のヤクシャ。

　玲音は慌あわてることなくマイクロミサイルを連射する。

　グリフォンの左腕からシールドが外れ、海に落ちる。右肩にミサイルが直撃し、関節部が火花を散らした。

　だが、グリフォンを撃ち落とすには至らない。

「玲れい音ねさん！」

　蒼生あおいは思わず、玲音の名を叫んでいた。

　グリフォンがミサイルランチャーをヤクシャに向ける。

　玲音はランチャーの軸線に合わせて肩のシールドを翳かざした。

　至近距離からミサイルが発射される。

　ミサイルはシールドの上で爆発した。

　爆風が甲かん板ぱんの上に広がり、ミサイルの破片が飛び散った。

　ヤクシャのシールドは爆発の衝しよう撃げきを完全に防ぎ止めていた。

　グリフォンが体勢を崩しながら甲板の上に着地する。

　蒼生は怒りを込めてグリフォン目掛け鉤かぎ鎌かま槍やりを突き出した。槍の穂ほ先さきが右腕の根元に突き刺さる。

　片腕を失い、グリフォンがよろよろと後退する。

　そこへ朱あか理りが、シールドで体当たりを仕掛けた。

　グリフォンが海に落下する。

　ほぼ同時に、玲音のヤクシャが片かた膝ひざをついた。

「玲音さん！」

『玲音、大だい丈じよう夫ぶ!?』

　二人の声は、同じくらい動揺していた。

『大丈夫です。咄とつ嗟さのことでサイクロニクス機関の出力を上げすぎてしまっただけですから』

　玲音がヤクシャを立ち上がらせながら、少し恥ずかしそうな声で答えた。

　蒼生と朱理が操縦席で安あん堵どの息を漏もらす。だがそれは、少々気が早かった。




　右腕を失い装甲とスラスターに大きなダメージを受けながら、ピーターのグリフォンはまだ戦闘力を失っていなかった。

　ピーター機は海中で体勢を立て直し、海面へ浮上した。その左手には、ウェイが空母を焼いた際に使った焼しよう夷いガス手しゆ榴りゆう弾だんが握られていた。

　グリフォンが手榴弾を投とう擲てきする。

　甲板に転がったそれが何か、朱理にも蒼生にも分からなかった。

　玲音も、その正体を知っていたわけではない。ただ、それが危険なものであると直感的に悟った。

　玲音は手榴弾を拾い上げ、海に飛び込んだ。

『玲音さん！』『玲音！』

　玲音に、蒼生と朱理の叫び声を認識する余裕は無かった。

　サイクロニクス機関にＳＩＭＡシーマを注ぎ込んで手榴弾を包み込む球形の膜を作る。

　玲れい音ねのＳＩＭＡシーマ特性は「念動」と「遮しや断だん」。乗っているのが専用機でなくてもそれは変わらない。

　蒼生あおいが小お田だ原わら軍にいた頃ころ、タロスⅣで電撃を発生させ娑しや羯か羅らを一時的な行動不能に追い込んだように、個々人の特性に合わせてチューニングされたサイクロニクス機関でなくてもＳＩＭＡシーマを増ぞう幅ふくし、安定的に出力し、具象化するという機能は本質的に変わらない。

　玲音が乗るヤクシャの手元で手しゆ榴りゆう弾だんが作動した。

　球形の力場の中に焼しよう夷いガスを形成する微粒子が充満する。大気に依い存そんしない燃焼成分は海水と混じり合った状態で高熱を発した。

　球形力場の中で海水が気化し、玲音の作り出した障しよう壁へきを内側から圧迫する。

（ダメ、抑えきれない……！）

　サイクロニクス機関がオーバーヒートの兆候を示している。このままでは爆発を封じている障壁を維持できないと判断した玲音は、球体の外側に滑なめらかな凹おう型がたの力場を形成し、球形の防御膜を解除した。

　解き放たれた熱と圧力が爆発的な衝しよう撃げき波はとなって玲音機の前に広がった。玲音のヤクシャが反動で海上母艦の艦底に叩たたきつけられる。

　それは第三者から見れば、玲音が爆発に巻き込まれたように思われただろう。事実、補給を終えたばかりの無人機を通じてその光景を見ていたマユリはそう勘かん違ちがいした。




「レニー！」

　マユリはヤマタノオロチの操縦席で思わず叫んだ。

　彼女は自分の乗る機体を玲音の許もとへ向かわせると共に、玲音を吹き飛ばした犯人を捜し出すよう無人機に命じる。アレクトーのセンサーはすぐに、力尽き沈んでいくピーターのグリフォンを捉とらえた。

「貴様、許さん！」

　マユリはこの時、理性的な判断力を失っていた。

　無人機に補給したばかりのミサイルをグリフォン目掛けて発射する。機体、ドウルマスター共に消しよう耗もうしていたピーター機はミサイルの爆発に耐えられなかった。




　マクリールのソナーは自機とナーサリー・フロートの間に位置する海上母艦の傍そばで発生した爆発音を捉えた。龍りゆう一いちのバイザーに、その爆発がマクリール目掛けて撃ち込まれている水中ミサイルと同じ弾頭によるものという分析結果が表示される。

（そういうことか！）

　龍一はさっきから頭を離れなかった疑問が氷解するのを感じた。

　自分を包囲するアレクトーは交互に海上母艦から補給を受けていたのだ。「アレクトーは航空母艦から補給を受けるもの」という常識が、彼にその可能性を見失わせていた。

（種が割れれば！）

　龍りゆう一いちはアレクトーの包囲網を強引に突破することにした。目指す先は補給拠点となっている海上母艦だ。

　水中ミサイルはＳＩＭＡシーマの消しよう耗もうを厭いとわず液体流動制御で無力化する。

　アレクトーの連携は、何故なぜか今までより甘くなっていた。

　マクリールはあっという間に海面付近で立ち止まっていたウェイのグリフォンを追い抜き、行く手を遮さえぎるアレクトーを蹴け散ちらしながら、海上母艦カンシエンシャスに迫った。




　マクリールに包囲を突破されて、マユリは我を取り戻した。

（しまった……！）

　搭乗機を玲れい音ねの許もとへ向かわせながら、マユリは無人機に指令を飛ばす。だがマクリールとの距離は開くばかりだった。直線のスピードでは、アレクトーはマクリールに遠く及ばない。その事実にマユリは愕がく然ぜんとした。

（マクリール……これ程ほどの性能か！）

　水中での機動性は、アレクトーがドウルを上回る。それがこれまでの常識だった。だがあの青いドウルは、軍事上の常識を易やす々やすと覆くつがえした。

（ショーン＝オブライエン……）

　無論、マクリールを操縦するドウルマスターの能力もあるだろう。だが根本にあるのは、機体の卓たく越えつした性能だ。

　恐るべきはゲノムスの天才科学者、ショーン＝オブライエンの技術力。

　マユリは背筋に悪お寒かんを覚えた。

　このような天才が、太陽系連盟に敵対する勢力に身を置いている。彼の技術力によって、連盟の優位は突き崩されてしまうかもしれない。今、海における優位をひっくり返されたように。

　マユリは戦せん慄りつを押し殺して、無人機にマクリールの後を追わせた。

　彼女以外のオペレーターが操っているアレクトーがマクリールの進撃に伴って沈められているのが分かる。その有あり様さまが、マクリールを追い掛けている無人機のカメラから届いている。

　それはもしかしたら、明日の、否いな、一時間後、一分後の自分の姿かもしれない……。

　マユリは不吉な予感から目を背そむけて、玲音の救助へ向かった。




「ピーター！」

　海中に生じた爆発に、ウェイは思わず足を止めてしまう。その直後、彼の機体を取り囲んでいたアレクトーが一いつ斉せい攻撃を仕掛けた。

　ウェイは何発も被弾しながら、辛かろうじてサイクロニクス機関の効率低下につながる決定的な損傷は避ける。

　シールドで爆圧を逸そらし、バブルパルスを気体分子運動制御力場・ＭＩＤＦで無害化する。しかし一方的に攻撃を受け続けていれば、その内沈められてしまうのは目に見えていた。

（これまでか……）

　ウェイが、らしくもない弱気な思考に囚とらわれそうになった時。

　ウェイの横を、マクリールが凄すさまじいスピードで駆け抜けていった。

　その進路上でウェイに攻撃を仕掛けていたアレクトーが破壊されていく。

　ウェイは通り過ぎていったマクリールを呆ぼう然ぜんと、ではなく。

　憎ぞう悪おの眼まな差ざしで見送った。

「それ程ほどの機体を与えられていながら何な故ぜ今いま頃ごろ……もっと早く、来られただろう！」

　無意識のうちにウェイの口からこぼれた呟つぶやきに応こたえたのは、

『隊長！　ウェイ隊長、聞こえますか!?』

　ピーターではない部下の声だった。

「ルイか」

　いや、それは応えではなかった。

『隊長!?　応答してください！』

「オーダー、送信機能、オン」

　いつの間にか操縦席の送信機能がカットされていた。

　ルイの言葉は応えではなく呼び掛けだった。

「ルイ、どうした」

『隊長！　良かった、通じた……。どうしたんですか、隊長。通信機をオフにしたりして』

「すまない、過あやまって切ってしまったようだ。それで、何故お前がここにいる？」

『ロペス隊長から、撤てつ退たい命令が出ました』

「そうか」

『あの、隊長……。ピーターさんは……』

　今この場に着いているということは、ルイもピーター機の撃沈を観測しているはずだ。

「ルイ、撤退するぞ」

『は、はい！　あの、マクリールには』

「撤退信号を送っておけ。我々がいない方が、マクリールも動きやすいだろう」

『分かりました』

　敵海上母艦の手前で減速したマクリールを追って攻撃を仕掛けた連盟のアレクトーは、ことごとく返り討ちに遭あっている。戦力の大部分を沈められて、連盟軍の包囲網は消滅していた。

　ウェイは敵がいなくなった海中をナグルへ戻って行く。

　ルイはマクリールに超音波通信を送った後、ウェイの機体を追い掛けた。




　玲れい音ねが乗っているヤクシャは、爆発の圧力を前に逃がした反動で押し流され、海上母艦に背中から叩たたきつけられた。

　サイクロニクス機関は過負荷により大幅に出力を低下させている。ドウルマスターを加減速の苦痛から守るコクピットの慣性中和機能もまともに働いていない状態だ。

　しかし玲音は、急激な後方への加速と衝しよう突とつによる衝撃からダメージを受けていなかった。彼女は自分自身の力、サイクロニクス機関の助けを借りず物理現象に干かん渉しようする指数百を超えるＳＩＭＡシーマ、即すなわちＥｘＡエクサによって慣性をキャンセルしていた。

　彼女は傷一つ、痣あざ一つ作っていなかったし、気を失ったりもしていない。ヤクシャが動かなかったのは完全に機械側の事情だ。

　だから逆に、意識がはっきりしていながら、接近してくるマクリールに十分な対処ができなかった。




　甲かん板ぱんのヤクシャから浴びせられるマイクロミサイルは、マクリールに損傷を与える威い力りよくを備えていなかった。

　鬱うつ陶とうしい。

　龍りゆう一いちが艦底へ潜り込もうとしたのは、ただそれだけの理由だ。

　しかしそこには、別のヤクシャの姿があった。一機だけ、艦の外がい殻かくに背中を預けるような格好で水中に浮かんでいる。

（伏兵!?）

　龍一がそう考えたのも、彼の立場からすれば当然だろう。

　龍一は素早く敵機に向けてスピアガンを構えた。

　この位置関係、この体勢で敵のドウルマスターがこちらに気づいていないはずはなかったが、何故なぜか相手のドウルは攻撃の姿勢を見せない。

　武器すら構えていない。否いな、持っていない。

　龍一はそれを訝いぶかしく思ったが、敵であることに違いはない。元々彼は海上母艦を沈めるつもりでここまで来たのだ。ここで敵軍のドウルを見逃す理由は無かった。

　マクリールの指が、スピアガンの引き金を引く。

　ワイヤーを伸ばしながら、巨人サイズの銛もりが連盟軍のドウルへと突き進む。

　ヤクシャは姿勢を変えずに四分の一回転し、銛を肩のシールドで受け止めた。

（何だ？）

　敵機の動きに、龍一は小さくない違和感を覚えた。

　何がおかしいのか分からないが、今のは何かがおかしかった。

　龍一はワイヤーを巻き戻し終えたスピアガンを構えてヤクシャに接近した。

　戸惑いの所為せいで慎重になりすぎていることが自分でも分かる。

　それでも、近づかないという選せん択たく肢しは無かった。

　マクリールにしては遅い、だが標準的なドウルに比べれば十分に速いスピードで、龍りゆう一いちは敵機との間合いを詰めた。




　クリアブルーの敵機が引き金を引いた。

　指の動きがはっきり見えたわけではない。いくらドウルのカメラが高性能でも、そこまで明めい瞭りような視界を夜の海中で得ることは不可能だ。

　玲れい音ねはマクリールの全体的な挙動でタイミングを読んだ。

　出力が低下しているサイクロニクス機関にＳＩＭＡシーマを注ぎ込み、半分以上自力で機体を回転させ攻撃を受け止める。

　それが、限界だった。

　玲音の限界ではなく、ヤクシャの限界だった。

　サイクロニクス機関が度たび重かさなる過負荷で停止したのが分かる。この瞬しゆん間かん、玲音の乗るヤクシャは正面投影面積ばかりが大きい、在来兵器に劣る人形に成り下がった。

　損傷ではなく故障だから緊急脱出装置は作動しない。

　手動で脱出装置を作動させることは可能だ。ヤクシャの操縦ユニットは海水に浮くようにできていないが、この程度の重量なら自分の力で海面まで押し上げることができるだろう。ヤクシャの重量では水深を維持するので精一杯だが、操縦ユニットだけなら脱出できる。

　相手が見逃してくれれば、だが。

　マクリールに通信を送ってみようか。玲音はチラリとそう考えた。

　投降するという名目なら、無線を遮しや断だんされることもないはずだ。

　ゲノムス相手に、本当に投降するつもりなど玲音には全く無かった。取り敢あえず話ができれば、活路が見み出いだせるかもしれない。玲音はそう考えていた。

　マクリールのドウルマスターが、玲音の思っているとおり、如月龍一であるならば。

「通信機、交戦規定共通周波数。送信マイク、オン」

　ＮＩＴＵニツツと違いＭＩＴＵミツツはこういう副次的な操作も思念波でできるのだが、玲音は念の為ため、音声コマンドで通信機を操作した。

　電波が敵味方共通で使用することが定められている周波数に合わせられる。降伏・投降の勧告と申し出に使われるチャンネルだ。ゲノムスは厳密に言えば軍ではないが、そこはこれからやろうとしていることに比べれば小さな賭かけである。

　敵機が銛もりを回収し終わったのが分かる。

　次はこちらに接触した状態でスピアガンを撃ってくるだろう。

　敵機が動き出した。

　高速で迫ってくる。

　最も早はや、時間的余裕は無い。

（どのようなお返事をくれるのでしょうね……マクリールの、ドウルマスター）

　玲れい音ねは度胸を決めて、スッと息を吸い込んだ。

　その時、

　二つの影が、自分とマクリールの間に割り込んだ。




『蒼生あおい!?　待ちなさい！』

　自分を制止する姉の声は、しっかり聞こえていた。

　だが蒼生には、それに従う意思が無かった。待つことなど、できはしなかった。

　海上母艦のすぐ近くで強い爆発が起こった。何故なぜか衝しよう撃げき波ははこちら側に伝わらなかったが、それはこの際どうでもよかった。

　あそこは、玲音が飛び込んだ辺りだ。

　あそこには、玲音がいる。

　蒼生は頭から海の中へ飛び込んだ。

　一いつ瞬しゆんの浮遊感。

　重力の方向がグルリと変わった。

　ドウルの操縦席は、縦方向に三百六十度、回転するようにできている。重力圏にあっては常に頭を重力とは反対の側に、無重力圏においてはその時々の最適姿勢となるように、操縦席の傾きは決まる。

　海に飛び込む瞬間は、自由落下。即すなわち無重力圏と同じ。

　海に飛び込み水の抵抗で減速が掛かって、頭の方から作用する重力が検出された。

　真っ逆さまに海中へ沈んでいくヤクシャの中で、操縦席が百八十度回転する。

　センサーで再構成されたドウルの視界は、頭を下にして落ちている。

　蒼生自身の体感は、頭を上にして落ちている。

　慣れない視覚と体感の齟そ齬ごにより、ドウルとのリンクが切れそうになる。

　蒼生は慌あわててヤクシャに姿勢の入れ替えを命じた。

　ヤクシャが足を下にして沈んでいく。

　ドウルとの一体感を取り戻した蒼生は、玲音の機体を探した。

　受信機の感度を最大にして、玲音機の識別信号を探る。

　そして発見した玲音は、現在位置から五十メートル艦尾方向、十メートルほど下で、マクリールの攻撃を受けていた。

　蒼生は玲音目掛けてダイブした。慌てていた所為せいで、手に持っているのはグリフォンを退けた時の鉤かぎ鎌かま槍やりだ。遠距離攻撃用の武装を持って来ていない。

　援護射撃はできない。ならば、玲れい音ねの前に立ち塞ふさがって壁かべになるのみだ。

　今自分の乗る機体がインドラでないことなど、蒼生あおいの頭から消え去っていた。

　玲音の前に、全力で駆けつける。

　だがマクリールのスピードは蒼生の予測を遥はるかに超えていた。

　その所為せいで、

　玲音とマクリールの間に割り込むはずが、マクリールの斜め上から襲おそい掛かる格好になった。

　奇き襲しゆうにはならなかった。

　マクリールは襲撃の直前に足を止めて、蒼生を迎撃する体勢を取っていた。

　ヤクシャの鉤かぎ鎌かま槍やりを、マクリールの盾たてが逸そらす。

　マクリールのスピアガンに、ヤクシャが盾を押し付ける。

　ヤクシャとマクリールが、抱だき合うように接触した。




　蒼生と龍りゆう一いちが、互いにそれと知らず絡からみ合う。

　サイクロニクス機関が生み出すＳＩＭＡシーマの力場が絡み合う。

　蒼生は思った。何故なぜか懐なつかしい気がする、と。

　龍一は思った。ここにいるはずがない、と。

　二人の意識が、現実から遊離する。

　先に己おのれを取り戻したのは、龍一だった。




　マクリールのコクピットに再びアラートが響ひびく。

　龍一は反射的にヤクシャを突き飛ばした。

　最初のアラートは、この機体の接近を告げるものだった。

　ならば、今鳴っているアラートは。

　龍一はバイザーの表示に従い、接近する物体へ目を向けた。

　それは高速で突っ込んでくるアレクトーの無人機。そのサイズはドウルの半分以下だ。

　しかしアレクトーには人型を取らなければならないという制約がない。単純な形状に、可動部分を必要としない構造。

　純粋に機械としての強度で言えば、アレクトーはドウルを上回る。

　龍一は水の壁でアレクトーの突進を受け止めた。

　突き出した左手の前に形成された壁を無人機が押し込み、マクリールが水中を後退する。

　龍一は壁を網に変え、無人機の行動を阻そ害がいする。

　前進が止まったアレクトーの側面に回り込み、龍一はスピアガンを突きつけた。

　ほぼ接触した状態で引き金を引く。スピアガンは杭くい打ち機と化して、アレクトーの推進機関を貫つらぬいた。

　激しい水流を叩たたきつけることで、マクリールは航行能力を失った無人機を、奇き襲しゆうを仕掛けてきたヤクシャの方へ押し流した。

　アレクトーを躱かわしきれず衝しよう突とつした敵ドウルが、海上母艦の艦首方向へ流されていく。

　龍りゆう一いちは、もう一機のヤクシャへ目を向けた。

　今度こそ相手を仕留めようと、再度突撃をマクリールに命じる。

　その行く手を、ドウルの二倍に及ぶ巨体が塞ふさいだ。




「蒼生あおい君！　レニー！」

　無人機の爆発に巻き込まれた蒼生とマクリールに狙ねらわれている玲れい音ねを目まの当たりにして、マユリは思わず叫んでいた。

　その間にもヤマタノオロチを操る彼女の思考は止まらない。オートパイロットに命じて、全ぜん幅ぷく五十メートルの全ぜん翼よく機き型母艦をマクリールと玲音の間に割り込ませる。

『マユリさん、無茶です！』

　玲音が何故なぜか、連盟軍の周波数ではなく交戦規定共通チャンネルで話し掛けてくる。

　マユリは周波数を切り替えている余裕が無かったので、連盟軍のチャンネルで答えを返した。

「無事なんだね。良かった」

『それよりもマユリさん、早く退避してください！　母艦には武装がついていないではありませんか！』

　今度は同じチャンネルの指向性通信で玲音が応答する。

　不利な情報を相手に渡さないという配はい慮りよをする程度には、まだ余裕があるようだ。マユリは玲音の声を聞いてそう思った。

「レニーの機体こそ、もうまともに動かないんだろう？　そうして浮かんでいるのもレニーの念動力を直接使っているんじゃないのかい？」

『私が邪じや魔までしたらすぐにこの場から脱出します！　ですからマユリさんも早く！』

　マユリは決死の特攻を仕掛けようとしている操縦席で幸せそうに唇くちびるを綻ほころばせた。

「心配してくれるんだね？　嬉うれしいなぁ」

『そんなことを言っている場合ですか！』

「レニーは機体を捨てて脱出してくれ。こいつは私が足止めしておくから」

『マユリさん！』

「偶たまには年長者の言うことを素直に聞きなさい。子供を守るのは大人おとなの責任だからね」

『そんなことを、私は望んでいません！　マユリさん、お願いですから！』

　玲音の声には応こたえず、マユリはヤマタノオロチをマクリールの正面に回り込ませた。

　クリアブルーのドウルは何故か反応を見せない。

　理由は分からないが、これはチャンスだった。

「機関全速！」

　マユリは思念波だけでなく、声に出して副操縦席に座るオートパイロットに命じた。

　全ぜん翼よく機き型のアレクトー母艦が水中用に換装した推進機を全開にしてマクリールに突っ込む。

　マクリールはスピアガンを捨て、両手を突き出してそれを受け止めた。




　アレクトー母艦ヤマタノオロチ。宇宙戦闘艦としては小型だが、それでもドウルから見れば、自身の二倍以上のサイズだ。

　その巨体が突っ込んでくるというのに、龍りゆう一いちはそれを回避できなかった。

（これは、玲れい音ねの声!?）

（「マユリさん」だって!?　では、あの全翼機に乗っているのはカーティス少しよう尉いか!?）

　──共通周波数で送られてきた声に気を取られて。

（俺おれは、玲音を殺そうとしていたのか？）

（ではさっきのヤクシャは、まさか……蒼生あおいか!?）

　覚えのあるＳＩＭＡシーマの波動。あの時の感覚は、やはり間違いではなかったと龍一は悟った。

　連盟を裏切りゲノムスの一員となった以上、蒼生や玲音と戦うこともあると龍一は覚悟を決めていたはずだった。しかしそれが突とつ如じよ現実となって、彼は迷いを懐いだいてしまった。

　迷いが判断を遅らせる。

　全翼機は既すでに、回避不能な距離に迫っていた。

　龍一はスピアガンを捨て、斜めに傾いた体勢のまま突っ込んでくるヤマタノオロチを両手で受け止めた。

　スピアガンを使わなかったのは、相手がマユリと知って躊躇ためらったのだ。

　マクリールは押されるがままに後退する。しかし龍一は特に危機感を覚えなかった。

　背後に壁かべがあるわけではない。故ゆえに押し潰つぶされる懸け念ねんは無い。

　拘こう束そくされてもいない。上でも下でもすぐに脱出できる。

　龍一は下へ逃れることにした。

　──だが、遅い。やはり、迷いが彼の決断力を鈍らせていた。

　機体の電子頭脳から告げられる警告。下から、無人機が迫っている。

　龍一は慌あわてて逃走可能な方向を探した。

　上からも、無人機が急速に近づいている。

　右からも、左からも、後ろからも。

　アレクトーによるマクリール包囲網が完成していた。

　そして、上下左右後方。五機のアレクトーから水中ミサイルが発射される。

（正気か!?）

　この状態でマクリールにミサイルが命中すれば、全翼機もただでは済まない。否いな、マクリールより大きなダメージを受けるだろう。十中八九、大破して沈没する。

　マユリの攻撃は自殺行為としか思えなかった。しかしすぐに、そんな思いは龍りゆう一いちの頭の中から吹き飛んだ。

　ミサイルが自分に命中しようとしている。

　自分の命が今まさに、脅きよう威いに曝さらされている。

　生存本能が、全すべての思考を圧倒した。

　サイクロニクス機関がフルパワーで稼か働どうする。

　マクリールがヤマタノオロチを押し戻し、突き放す。

　龍一の全力を注ぎ込まれた固有兵装が上下と左右に高速回転する二本の巨大な水の輪を出現させた。

　マクリールの頭上から、後ろ、足の下、そして前方を巡って再び頭上へと、直径を拡大しながら流れる水すい環かんの刃やいば。

　マクリールの左から、後ろ、右、そして前方を巡って再び左へと、直径を拡大しながら流れる水環の刃。

　二本の刃は上から、下から、右から、左から、そして後方から迫るミサイルを両断し──前方の全ぜん翼よく機きを十字に切り裂さいた。

　爆発の衝しよう撃げき波はが全方位からマクリールに殺到する。龍一は球形の水すい壁へきを纏まとい、爆発の中から脱出した。

　その後に何が残されていたのか。

　何が失われていたのか。

　彼は見届けることができなかった。
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　ヤマタノオロチがマクリールに激突する。

「マユリさん！」

　マユリがしようとしていることを悟って、玲れい音ねはコクピットから飛び出した。

　ドウルマスターのパイロットスーツ、マスターウェアは宇宙空間での活動を想定している。水の中でも、水圧にさえ耐えられれば酸素が続く限り生存可能だ。

「マユリさん、止やめてください！　早く、脱出して！」

　玲音は更さらに自分を中心とした直径二メートルの泡を作り出してヤマタノオロチへ急行する。

　しかし幾ら彼女が強大なＥｘＡエクサの持ち主だといっても、サイクロニクス機関の補助を受けた朧月ミステイムーンに乗っている時と同様にはいかない。

「マユリさん！」

　玲音は突とつ如じよ発生した急流に泡ごと振り回された。水圧を押し返すだけで精一杯。前に進むどころではない。前も後ろも、上も下も分からない。

　幾つもの爆発が起こったような気がした。それも、曖あい昧まいだ。

　荒れ狂う水の流れに翻ほん弄ろうされて──気がついた時には星空の下もと、海面をたゆたっていた。

　いつの間にか、泡を維持していたＥｘＡエクサの力場は解除されていた。

　玲音は慌あわてて起き上がり、立ち泳ぎで左右を見回した。

　遠くに海上母艦カンシエンシャスのシルエットが見える。自分はかなり流されてしまったようだ。

　海上母艦が大きく揺れているところから見て、気を失っていた時間はそれ程ほど長くない。そこまで考えて、玲音は慌てて通信機の出力を上げた。

　マスターウェアの通信機では大して遠くまで届かない。ただでさえ水中では、電波の減げん衰すいが激しい。

「マユリさん、応答してください！　マユリさん！」

　それでも玲音は、呼び掛けずにいられなかった。

　朧おぼろに見えた、爆発の光景。

　十字に切り裂さかれたヤマタノオロチ。

　何が起こったか、想像できてしまう。それを玲音は、心の中で必死に否定した。

「マユリさん、返事をしてください！」

『玲音、玲音なの!?』

　返ってきた応こたえは、彼女の求める声ではなかった。

「朱あか理り？　はい、玲れい音ねです」

　それでも玲音がホッとしたのは、紛まぎれもない事実だった。

『玲音、良かった！　ちょっと待ってね……うん、座標を特定したわ。すぐ救助に向かうから』

「朱理は大だい丈じよう夫ぶなのですか？　戦いはどうなったのです？」

『敵が撤てつ退たいして戦闘はお仕舞い。あたしもカンシエンシャスも何とか無事よ』

「あの、蒼生あおい君は……」

　訊たずねるのが怖い。だが、訊きかないで済ませることもできない。

「マユリさんは、その……」

　しかしやはり、質問を最後まで続けることはできなかった。

『……蒼生は無事よ。もう引き上げてある』

　短い、沈黙。

『……マユリさんはまだ、見つかってない』

　二人とも、何も言えなくなってしまう。

　二人の間に生じた沈黙を、空を横切る轟ごう音おんが破った。

『何あれ!?　空くう宙ちゆう母艦!?』

「ゲノムスの空宙母艦、ナグル……」

　ナグルはかなりの低空を飛んでいた。夜にも拘かかわらずその巨体が驚おどろくほど鮮明に見える。

　突風が海面を叩たたき、玲音を水の中へ押し込む。

　玲音は逆らわず海面の下に避難した。

　再び浮かび上がった彼女は、東北東の空に消えて行くナグルを、双そう眸ぼうに強い光をたたえて見送った。

「ナグル……そして、ゲノムス。私は絶対に、貴方あなたたちを許さない」

　玲音の呟つぶやきに、答える声は無かった。
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　海中から引き上げられた蒼生のヤクシャに、大きな損傷は無かった。マクリールと接触した際に正体不明のショックを受けて意識が朦もう朧ろうとしていたところにアレクトーをぶつけられて、その衝しよう撃げきで機体とのリンクが切れただけだ。

　ただ、海上母艦に引き上げられた後も意識がはっきりしない状態が続いていたので、蒼生は艦内医務室に運び込まれた。

　しかし彼は、気を失っていたわけではない。朧おぼろ気げではあるが、何が起こっていたのか見えていたし、聞こえていた。

「畜ちく生しようっ！」

　念の為ためにと寝かされていたベッドの上に起き上がり、蒼生あおいは自分の足に拳こぶしを叩たたきつけた。

「何で俺おれは、こんなに不ふ甲が斐いないんだ！」

　二度、三度と自分自身に拳を打ち付ける。

　医務室にいたのは蒼生一人ではなかったが、誰だれも彼を止めなかった。誰もが、見ないふりをしてくれていた。

　拳を振り下ろすのを止やめ、蒼生は膝ひざの上でギュッと両手を握り締める。

　彼には見えていた。ドウルのカメラを通して、マユリの機体が十字に切り裂さかれたさまが。

　彼には聞こえていた。通信機越しにマユリの名を呼ぶ、玲れい音ねの悲痛な叫びが。

（また、何もできなかった……！）

　目元に力を入れて、涙を堪こらえる。

　歯を食い縛しばって、嗚お咽えつを堪える。

　泣いてはならない。蒼生は自分にそう命じた。

（泣く暇ひまがあったら、怒いかれ）

　マクリールに勝てない、自分自身に。

　自分を無力感で苛さいなむ、マクリールに。

　どちらも同じだ。自分がマクリールに負けるのも、マクリールが自分を負かすのも。

（勝つしかない。勝てない限り、負け犬のままだ）

　自分は、運が良いい。蒼生はそう思った。

（俺はまだ、生きている）

　マユリの死から目を背そむけて、蒼生はそう考えた。

（生きていれば、雪せつ辱じよくの機会はある）

　玲音の悲ひ嘆たんを思い出さないようにしながら、彼はそう念じた。

（次は勝つ。何を使っても、どんなことをしてでも、誰が相手でも、とにかく勝つ）

　これ以上負けて、惨みじめな思いはしたくない。蒼生の意識を、その思いが占めていた。

　今回のことで、蒼生は思い知らされていた。彼の力だけでは、マクリールとそのドウルマスターには勝てない。いや、以前から本当は分かっていたことだが、これまでそこから目を背けていた。

　だが最も早はや「自分の力で」とか、そんなことに拘こだわってはいられない。蒼生は己おのれ自身にそう言い聞かせた。

（マクリールに勝つには常にインドラが必要だ）

　蒼生は思い詰めた顔でそう結論づけた。

（ヤクシャやギュゲスじゃ、また負けてしまう。いつでもインドラを使えるようにしなけりゃ駄だ目めだ）

　蒼生あおいは思考する。

（インドラを俺の物にしなきゃ駄だ目めだ）

　蒼生は、

（どうすればインドラを俺おれの物にできる？）

（どうすれば？）

（どうすれば？）

　虚こ空くうを睨にらみつけながら、ひたすら考えていた。
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　マクリールを収容したナグルは、そのまますぐに浮上・離水した。

　緊急発進に龍りゆう一いちはマクリールを降りることもできなかった。彼が操縦席の外に出たのは、ナグルが太平洋海中に身を隠した後だった。

　敵の追撃を振り切ったことで、ようやく休憩が取れるようになったのだろう。格納庫には人がほとんどいない。

　本来は担当整備士に機体の状況を話さなければならないのだが、いない人間を探すのも面倒だった。龍一は必要最低限の形式として、ブリッジに帰投報告だけ済ませることにした。

　しかしその予定は、格納庫を出て早々に崩れ去った。格納庫の扉の外にロサが待ち構えていたのだ。

「あら、龍一。お疲れさま」

「格納庫にいれば良いいものを、何故なぜわざわざ廊下で待っていたんだ？」

「何のこと？　それより龍一もブリッジでしょう？　一緒に行きましょう」

　どうやらロサは「偶たま々たま通り掛かった」と主張したいらしい。確かにロサはブリッジの方を向いていて、龍一が出て来てから彼の方へ振り返った。

　しかし今の龍一は、そんな都合の良い偶然を信用する気分ではなかった。

「……まあ、良い」

　だからといって、そんな意味の分からない噓うそに拘こだわっていられる精神状態でもない。

「どうしたの、龍一」

　足を止めた龍一に、ロサが訝いぶかしげな目を向ける。

「ロサ、君は知っていたのか？」

　龍一の問い掛けは、ロサにとって全く要領を得ないものだった。

　知っていたのかと言われても、思い当たる節が無い。

「質問の意味が分からないんだけど」

　ロサは軽く眉まゆを顰ひそめて龍一に問い返した。

　しかし龍りゆう一いちにしてみれば、ロサのこの反応は白々しく見えて仕方が無かった。

「さっき戦った連中の中に……いや、良いい」

　蒼生あおいや玲れい音ねがいたのを知っていたのか。龍一はこう訊たずねるつもりだったが、途中で止やめた。

　無意味な質問だと思い直したからだ。

「ああ、そのこと。知っていたわ」

　しかしロサは龍一が中断したセリフだけで、彼が何を問い糾ただしたかったのか理解した。その上で彼女は、目を逸そらさず頷うなずいた。

「だから？　龍一、貴方あなたはあたしたちのやり方に怒ってる？　あたしたちのことを恨うらむ？」

「いや」

　挑発的なロサの問い掛けに、龍一は感情を押し殺して否定を返した。

「意味の無いことを言った。忘れてくれ」

「意味が無くはないわ。今回の彼らとの戦いは、必然ではなかった。少なくとも、貴方がしなければならないことではなかった」

　龍一はブリッジに向かって歩き始めた。

　ロサはそのすぐ後ろに続いた。

「ゲノムスに加入したからといって、友人と殺し合いをする義務はない。たとえその友人が、連盟の兵士だったとしても」

　ロサはまるで龍一を怒らせたがっているかのように、彼の背後で話し続けた。

「今回の戦いを、訓練校で親しくなった彼らと戦うことを、貴方は拒否できた。だからあたしたちは黙っていた」

　龍一は特に足を速めることもなく、規則正しい歩調で廊下を進む。

「でもこれだけは勘かん違ちがいしないで。あたしたちの全員が、今回のプランに賛成だったわけじゃないのよ。あたしは賛成した。でもシアは」

「ロサ」

　龍一は歩き続けたまま、ロサのセリフを遮さえぎった。

　ロサは龍一とシアの間に波風を立たせない為ために、あえて自分を悪者にしようとしているのだろう。

　それを理解した上で龍一は、

「もう終わったことだ」

　蒸し返すのは無意味だと切り捨てた。

　兵士は駒こまだ。駒に与えられる情報は限られている。時に何も教えられず、命令のままに戦うのが駒だ。むしろ、そういうケースの方が本当は多いのだろう。

　自分は勘違いしていたのだろう、と龍一は思った。マクリールを動かせるのは自分だけだと言われて、自分のことを特別だといつの間にか思い込んでいたのだ。──例えば、ソフィアのエクサーのように。

　自分は命令されて戦う兵士だ。敵の正体など知る必要は無い。

　戦う相手は「敵」。ただ、それだけだ。

　誰だれと戦い、誰を殺したかなど、考える必要は無い。

　ただ、これから倒すべき相手のことだけを考えていれば良いい。

　彼がゲノムスに参加したのは、自分に惨みじめな敗北を味わわせたルドラを倒せる機体の操縦者にならないかと誘われたからだ。

　ルドラを倒し、最強のドウルマスターになる。

　それ以外の「特別」は要いらない。それ以外の特別扱いを求めるのは間違っている。

　──龍りゆう一いちはそう、心に刻んだ。
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　グリンブルがティモール海域にやって来たのは戦いが終わり、ナグルが逃走して数時間が過ぎた深夜のことだった。

　玲れい音ねは朱あか理りや蒼生あおいと同様、既すでにフロート内の仮住まいに戻っていたが、密ひそかに呼び出されてグリンブルを訪れた。

　招き入れられた場所はグリンブルの作戦会議室。

　部屋の中で待っていたのは、アカイとドルジの二人だけだった。

　座っていた二人が立ち上がる。

　玲音は、艦長であるアカイに向かって敬礼した。

　アカイが簡単に答礼し、玲音に席を勧める。

　玲音は先に腰掛けたアカイとドルジに向かい合って座った。

「レニー、今回は大変だったな」

　先に口を開いたのはドルジだった。彼の言葉に、玲音は小さく「いえ」と首を振った。

「カーティス少しよう尉いのことは残念だった」

　アカイの言葉に、玲音は寂しげな笑みを浮かべて同意を示す。

　幸いなことに、あるいは残念なことに、マユリの遺体は既に発見されていた。比較的損傷が少なく、別人の遺体と見間違えることはなかった。

　玲音の儚はかなげな笑みをしばらくじっと見詰めていたアカイが、いきなり彼女に向かって頭を下げた。

「ウォード少尉、すまない」

「大たい佐さ殿!?」

　何故なぜ謝られているのか、いきなりなことで玲音はまるで理解できなかった。

　アカイは面識のある相手だが、親しいというほどではない。人見知りをする玲れい音ねには、辛かろうじて驚きよう愕がくの声を上げる以上のリアクションが取れない。

　アカイは玲音の、悲鳴に似た叫び声にも顔を上げず、そのままの姿勢で言葉を続けた。

「我がグリンブルが戦闘に間に合っていれば、カーティス少しよう尉いが戦死することもなかっただろう。いや、そもそも我々がゲノムスの小細工に引っ掛かっていなければ今回の戦闘自体が発生していなかった。本当にすまない」

「……頭を上げてください、大たい佐さ殿」

　謝罪の理由を明かされて、玲音はようやくまともな対応を返せるようになった。

「詳しいことは存じませんが、大佐殿が手を抜いたりなさらぬことは私も承知しております。それに、もしもの話をするのであれば……」

　言い淀よどんだ玲音の己おのれを責めるような声こわ音ねに、アカイは顔を上げて心配そうな眼まな差ざしを彼女に送った。その隣となりではドルジが似たような目をしている。

「私が……ミスティムーンに乗っていれば」

「……それこそレニーの所為せいじゃないだろう？」

　ドルジが玲音に慰なぐさめの言葉を掛ける。

「そうですね……しかし私はやはり、訓練校に入学するべきではありませんでした」

「……ところでウォード少尉、これからが本題なんだが」

　謝罪も慰めも玲音にとり逆効果でしかないのを見て、アカイは早々に話を終わらせることにした。

「ナグルの新型ドウルについて、君の感想を聞かせて欲しい」

　玲音は自分が何故なぜ呼ばれたのかを理解した。敵の情報を直接交戦した兵士に求めるのは当然であり必ひつ須すでもある。彼女はソフィアの士官として振る舞うべく、感傷をこの一時でも忘れようと努めた。

「マクリールのことですね」

「ナグルの新型ドウルはマクリールというのか」

「はい」

　玲音は去年の八月末の、磐いわ都とアイランド沖における初はつ遭そう遇ぐうから月の裏側宙域における交戦、そして今回の戦闘で観察した結果について詳しく説明した。

「……予想していた以上の性能を持っているようだ。ウォード少尉、協力に感謝する」

「お役に立てましたのなら幸いです、大佐殿」

　アカイと玲音が同時に立ち上がった。

　アカイが握手しようと手を差し出し、玲音がアカイに敬礼する。

　二人の間に気まずい空気が漂ただよった。

「大佐殿……若い女の子、それもレニーのように可愛かわいい子の手を握りたいのは理解できますが、無理強じいはどうかと思いますぜ」

　ドルジがアカイを茶化してこの居いたたまれぬ雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくしようとする。

「いえ、光栄です」

　アカイがドルジに反論するより早く、玲れい音ねがアカイの手を取った。

「こちらこそ光栄だ、ウォード少しよう尉い」

　アカイは玲音の手をすぐに離した。そしてドルジに得意げな笑みを見せる。

「ドルジ大たい尉い、羨うらやましいか？」

「……当分手は洗わない、なんて言わないでくださいよ、大たい佐さ殿」

　二人の気心が知れた遣やり取りに、玲音はくすりと笑った。
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　太平洋に逃れたナグルは、海中基地に停泊していた。補給の為ためではない。今回の作戦の顚てん末まつを、基地の有線通信施設を使い本部に報告する為だ。旧国家が利用していた海底ケーブルの内、現在は使われず放置されている物をゲノムスが密ひそかに利用しているのである。

　龍りゆう一いちをはじめとするドウルマスターだけでなくクルーの大半が眠っている中、ブリッジではロペスとシアだけが席に着いている。つい今し方までテストの結果を評価する為、技術スタッフが同席していたのだが、今は彼らも自分たちのキャビンへ引っ込んでいた。

「隊長、送信準備が整いました」

　コンソールに向かっていたシアが、通信の偽ぎ装そう処置が完了したことをロペスに報告する。

「送信してくれ」

「了解です」

　シアは送信キーを押した後、しばらくモニターを見詰めて傍ぼう受じゆや逆探知の兆候が無いことを確認してから立ち上がった。

「無事に受信されたものと思われます」

「よろしい」

　本部からすぐに受信確認が返ってくることは、最初から想定されていない。異常が検出されないだけで十分だった。

「シア、君も休みたまえ」

「はい、ありがとうございます」

　その答えに反して、シアはその場を動こうとしない。

「……どうした」

　彼女が何を言いたいのか、ロペスにはよく分かっていた。だが、問わないわけにはいかない。彼が何も言わなければ、シアはずっとそこに立ったままだろうから。

「隊長。今回の作戦は、本当に必要だったのですか？」

　予想どおりのことを言われて、ロペスはため息を吐ついた。

「新装備にはテストが必要だ。たとえそれが失敗だったとしても、無意味ではない」

　テレパシー偽ぎ装そう装置の評価結果は否定的なものだった。身元を隠すという目的は達せられていたが、偽装した結果として発せられる人工的なテレパシー波が自分の現在位置を敵に知らせてしまうという欠点が露ろ呈ていしたのだ。

　人工的に作り出された波動であるが故ゆえに、テレパシー能力者でなくても機械によって容易に感知されてしまう。この装置を作動させながら戦闘を行うのは、標的にしてくれと自分から大きな声で叫んでいるようなものだ。このままでは使えない。それは明白だった。

　新装備が実戦で使えないことが判明した。ロペスが言うように、それはそれで意義がある。しかしシアが訊たずねているのは、そんなことではなかった。ロペスもそれが分かっていて、質問の意図を逸そらそうとしたのだった。

「装置のテストについて申し上げているのではありません。装置のテストを目的とするなら、今回のような作戦は必要無かったのではありませんか」

　もっとも、それでシアが納なつ得とくするはずはないということも、ロペスには分かっていた。

「シア。今日はもう休みたまえ」

「隊長！」

「これは命令だ」

　本音を言えば、ロペスも今回の作戦には疑問を懐いだいている。いや、今回だけではない。最近本部から命じられる作戦には、納得できない点が多い。

　しかし彼にできるのは、せいぜい愚ぐ痴ちをこぼすことくらいだ。彼の立場として、本部に対する不信感を部下に明言することはできなかった。

「……分かりました。失礼します」

　シアがブリッジを出て行く。扉が閉まったのを確認して、ロペスはもう一度ため息を吐いた。
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　西暦二四一八年一月十九日。ティモール・ナーサリー・フロート沖で太陽系連盟の防衛部隊がゲノムスのドウルと交戦した翌日、犠ぎ牲せい者しやの合同葬そう儀ぎが海上母艦カンシエンシャスの甲かん板ぱん上じようで執り行われた。

　玲れい音ねも朱あか理り、蒼生あおいと共に合同葬儀に参列している。古い伝統に従い海に流されるマユリの遺体を、玲音は涙を堪こらえて見送った。

　葬儀が終了し、参列した軍人たちが三々五々、散っていく。その中にはアカイ大たい佐さとドルジの姿もあった。玲音たちはこの艦でダーウィン基地に帰還するので、他ほかの船に移乗する彼らをその場で見送っていた。

「玲れい音ね、その……大だい丈じよう夫ぶ？」

　明らかに無理をしている様子の玲音を心配して、朱あか理りがそっと声を掛けた。

「大丈夫ではありませんが……取り乱したりはしませんよ、朱理」

　玲音は笑みを浮かべて朱理に答える。

　その笑顔は酷ひどく痛々しいもので、

「玲音……」

　元気を出して、という言葉を口にするのも憚はばかられた。

「私はマユリさんのそういうところが嫌いです、と言ってしまったんですよね……」

「えっ？」

「通信機越しではなく、直接顔を合わせて、マユリさんと直接交わした最後の言葉がこれでした。よりによって『嫌い』ですよ？　もっと、まともな言葉がたくさんあるのに。素敵な言葉だって、いっぱいあるのに」

「でもそれは……」

　その場面には朱理も居合わせていた。あのシチュエーションでは仕方の無いセリフだったと朱理は思うし、まさかあれが最後になるなんて、あの時は想像もできなかった。

　そう言って慰なぐさめようとして、朱理は何も言えなかった。

　理屈ではないのだ。玲音の表情を見て、朱理はそれを、理解させられた。

「マユリさんは後で謝ると言ってくれたんですよ。通信機越しでしたけど。謝ってくれたら、私も『嫌い』という言葉を取り消すことができたのです」

　玲音の口調はまだしっかりしていた。だが彼女の声は、段々かすれてきていた。

「私はマユリさんのことが嫌いではありませんでした。でもマユリさんが約束を守ってくれなかったから、私は『嫌い』という言葉を取り消すことが、でき、なくて……」

「玲音……」

　涙をこぼした玲音を、朱理が抱だき寄せる。

　朱理の目も、涙で潤うるんでいた。

「約束を守らない人は、嫌い、です……」

「玲音、もういい。もう、いいよ……」

　抱き合って涙を流す二人の少女。

　その隣となりで少年は、宙を睨にらんで歯を食い縛しばり、拳こぶしを握り締めていた。
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　西暦二四一八年一月二十一日。蒼生あおい、朱あか理り、玲れい音ねの三人は磐いわ都とアイランドに帰還した。

　そしてその翌々日、一月二十三日。

　教練終了後、玲音は主任教官のヤン＝アフマディーに呼び出された。

「帰隊命令、ですか？」

「そうだ」

　アフマディーの口から告げられた言葉は、思ってもみないことだった。

「ゲノムスの活動が活発化している現況を鑑かんがみ、開発機構直属軍は戦時体制に移行することになった」

「戦時体制……寡か聞ぶんにして、そのような制度があるとは存じませんでした」

「いや、正式に戦時体制という制度があるわけではない。要するに、全部隊を臨戦態勢に置くということだ」

「理解しました」

　頷うなずいた玲音に、アフマディーは心苦しげな顔を向けた。

「高たか城じよう候補生、いや、ウォード少しよう尉い。君がこの訓練校に来た事情は知っている。君が本来の就役年齢に達するまで、残り一ヶ月と少しだ。隊への復帰はせめて、君が十八歳になってからにすべきだと我々は主張したのだが……この様なことになって、残念だ」

　アフマディーの謝罪、あるいは言い訳に、玲音は「いえ」と正面を向いたまま答えた。

「先日の一件で、原隊復帰の必要性を痛感致いたしました。今回の命令がなくても、私の方から復帰申請を行うつもりでした」

「……そうだな」

　マユリの戦死は、訓練校でも大きな衝しよう撃げきを持って受け止められた。今後の訓練カリキュラムに対する不安が訓練生だけでなく教官の間でも密ひそかに語られている程ほどだ。

「では高城候補生。今月末までに退学手続きを取り、原隊に復帰したまえ」

「了解しました」

　玲音はアフマディーに敬礼して、主任教官室を後にした。
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「あの、玲音さんの様子が少し変じゃありませんか……？」

　レアが朱理と蒼生にこう訊たずねたのは、一月二十五日の夕食時のことだった。

　今晩、玲音は「少し急ぎの用事がありますから」と言って食事の誘いを断っている。朱理は仕方無く蒼生あおいと二人で宿舎付属の食堂に来ていたのだが、そこで偶然レアと一緒になったのである。

「レアもそう思う？」

　さっきのことだけでなく、朱あか理りは昨日から玲れい音ねの様子がおかしいと感じていた。

「ええ。何だか余所よそ余所しいと言いますか、気が張っていると言いますか……話し掛けづらい雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている気がします」

　レアの意見は、朱理が感じたものと同じだった。

「……あんなことがあったばかりなんだ。少しくらい余裕が無くたって、当たり前じゃないか？」

　だが蒼生の考えは、二人とは違っていた。

「それはそうかもしれませんが……」

「何となく、それだけじゃないような気がするのよね」

　朱理もレアも、蒼生の言うことはもっともだと思っている。詳しいことは分からないが、玲音は訓練校に入る前からマユリと親交があった。そのことは玲音もマユリも認めていた。

　だからマユリが戦死したことに対して、自分たち以上にショックを受けているというのは分かる。しかし──いや、だからこそ、単に気落ちしているとか気持ちに余裕が無くなっているとかではないように感じるのだ。

「他ほかに何があるって言うんだ？」

「うるさいわね。それが分からないから悩んでるんじゃないの」

　蒼生の反問に対して、朱理は八つ当たり気味に言い返した。

　しかし、具体的に思い当たるものは無い。

　もやもやした気分は解消されないまま、この時の会話は有う耶や無む耶やに終わった。




　違和感の正体について朱理たちが玲音から打ち明けられたのは、それから二日後のことだった。

「えっ、原隊に復帰する？」

「玲音さん、ここを辞めるんですか!?」

　この日は玲音が朱理、蒼生、レアの三人を誘った。そして龍りゆう一いちがまだ訓練校にいた頃ころ、一緒に来たことがあるレストランで食事をしている最中のことだった。

「ええ。四日前に命令を受領しました」

　驚おどろく朱理とレアに頷うなずいて、玲音は別のテーブルに目を向けた。

　前回ここに来たのは、月へ訓練航海に出る直前だった。まだ先月のことだ。

　あの時はあそこのテーブルにマユリが座っていて、自分たちのテーブルに割り込んで来たのだった……。

「いつ……なんですか？」

　強こわ張ばった蒼生あおいの声に、玲れい音ねは回想から引き戻された。

「三十日の予定です。今日手続きが終わりました」

「何でもっと早く教えてくれなかったの！」

　玲音の答えに、朱あか理りが嚙かみ付く。

「言い出しにくくて……。手続きが終わる前に打ち明けて引き止められたら、命令された期日に間に合わなくなってしまう気がしたのです。申し訳ありませんでした」

　素直に謝られてしまうと、朱理もそれ以上、何も言えなくなってしまう。

「命令では仕方ありませんね……」

　レアが呟つぶやいた理屈は、朱理にも理解できるものだった。

　ただし、納なつ得とくできたわけではない。

「そんな……」

　それは蒼生も同じだった。いや、彼は姉以上にショックを受けている様子だった。

「朱理、蒼生君、レアちゃん。短い期間でしたが、ありがとうございました。こんなに早くお別れするのは私としても、とても残念ですが、訓練校を辞めたら二度と会えなくなるというわけでもありません。任務でまたご一緒することもあると思いますので、その時はよろしくお願いします」

　玲音が丁てい寧ねいに頭を下げる。

「止よしてよ。そんな、他人行ぎよう儀ぎな。もしかしたらすぐにでも一緒に仕事をする機会が巡ってくるかもしれないんだから、その時はこっちこそよろしくね」

　朱理がややぶっきらぼうに、

「こ、こちらこそ、その時は、よろしくお願いします！」

　レアが狼ろう狽ばいも露あらわに、答えを返した。

「玲音さん……」

「はい？」

「いえ、その……お身体からだに気をつけてください」

「はい、ありがとうございます」

　蒼生の返答は、他ほかの二人のものとは少し毛色が違っていた。




　そして三日後、一月三十日。

　玲音は、朱理と蒼生、そしてレアに見送られて、磐いわ都とアイランド高等訓練校を後にした。




　　　◇　◇　◇




　玲れい音ねが朱あか理りたちに別れを告げていた頃ころ。

　龍りゆう一いちはペトログラード（サンクトペテルブルク）の隠れ家で、ショーン＝オブライエンと対面していた。

　くすんだ金髪と暗い青の瞳ひとみは、物静かというより陰いん鬱うつな印象を龍一にもたらした。

　年齢は四十代後半か。五十歳にはなっていないように見える。

　身長は龍一より十センチほど低いが、向かい合っていても見下ろしているという感じは無い。顔立ちにも体格にも威い圧あつ的な要素は全く無いが、何となくこちらが腰を低くしなければならないような雰ふん囲い気きを纏まとっている男性だ。

　ナグルは現在、ペトログラード北東に広がるラドガ湖に隠れている。そこから連絡艇ていで、氷結したネヴァ川の氷の下を通ってペトログラードに潜入しているのだった。

　龍一はロペス、ロサの護衛という名目でついてきている。マクリールはナグルに置いてきているが、龍一は白兵戦でもそれなりに腕が立つ。無論それだけが随ずい員いんに選ばれた理由ではなく、龍一をオブライエンに引き合わせる為ためという面もあった。

　龍一たちが隠れ家に到着したのは、実を言えば二日前のことだ。しかし昨日も一昨日おとといもオブライエンの都合がつかず、今日ようやく、落ち着いて話をする機会を作れたという次第だった。

「龍一君、掛けなさい。楽にして話そうじゃないか」

　オブライエンが龍一にテーブルの椅い子すを指さし、彼の返事を待たずさっさと腰を下ろす。龍一は遠えん慮りよがちな動作で、オブライエンの向かい側に座った。

「ドクター、お茶をどうぞ。龍一もね」

　そこへロサが紅茶を持って来た。ソーサーに載ったティーカップを並べるロサの仕し種ぐさが結構板についていて、龍一は軽い意外感を覚える。彼はロサがこういうサービスをするタイプとは思っていなかった。

「ご苦労」

　一方、オブライエンは一切の戸惑いを見せず、当然という顔でカップを手に取った。まだかなり熱いに違いない紅茶を眉まゆ一つ動かさず一口飲み、美味うまいのか不味まずいのか全く分からない顔でカップをソーサーに戻す。

「さて」

　龍一はまだカップを手に取ろうともしていない。しかしそれにお構い無しでオブライエンは話し始めた。

「マクリールの稼か働どうデータは見せてもらった。概おおむね満足できる結果だ」

　オブライエンはニコリともせずそう言ったが、彼が龍一を褒ほめているのは雰囲気で伝わった。

「ありがとうございます、ドクター。マクリールは素晴らしい機体です」

　だから龍りゆう一いちも、感謝の言葉を返す。褒ほめられたことに対してよりむしろ、マクリールの操縦者を任せてもらっていることに対して。

「そうだな。マクリールは現時点において、最高の性能を持つタイタニック・ドウルだ」

　言外に含みのありそうなセリフだ。しかしそれについて龍一が問い掛ける間をオブライエンは与えなかった。

「ソフィアのエクサー専用機とも互角に戦えるだろう。残念ながら、必ず勝てるとは言い切れないが」

「それは」

　だがこの言葉には、龍一も質問をせずにはいられなかった。

「俺おれの力が足りないということですか？」

　オブライエンが軽く目を見開いて意外感を表した。

「何故なぜそう思うのかね」

　龍一はオブライエンの視線から微妙に目を逸そらした。

「ドクターはマクリールが、最高の性能を持つ機体だと仰おつしやいました」

「現時点で、最高だな。それで？」

「つまり、ソフィアのエクサー専用機より機体の性能が上回っているということです」

「確かに『最高』とはそういう意味だ」

　オブライエンは頷うなずいて、龍一に続きを促うながした。

「性能で勝まさっているにも拘かかわらず勝てると言い切れないなら、機体を操縦する者の能力が劣っているということになりませんか」

　オブライエンはまたしても、遠えん慮りよ無く頷いた。

「その通りだ。ただし現時点で問題になるのは操縦技術ではなく、サイクロニクス機関によって具象化される現象の強度だが」

　オブライエンは先さき程ほどから何度も「現時点」という語句を使っている。そのことに龍一も気づいていたが、特に深い意味があるとは考えていなかった。──まだ、この段階では。

「ドクターも……エクサーでないドウルマスターは、エクサーに勝てないとお考えですか？」

　龍一がオブライエンと目を合わせた。食い入るような眼まな差ざしで、龍一はオブライエンの回答を待つ。

「それは違う」

　オブライエンは特に力を入れることもなく、それまでと変わらない口調で答えた。

「確かにエクサーとエクサーでない者の間には明確な差がある。エクサーは機械的な補助無しに物理現象への干かん渉しようを果たす。エクサーがサイクロニクス機関を使用した場合、エクサーでない者が具象化するより遥はるかに高強度の現象を出力することができる」

　オブライエンが一いつ旦たん言葉を切って、小さく笑った。

「だがエクサーが具象化する現象も、エクサーでない者が具象化する現象も、サイクロニクス機関によって引き起こされるという意味では同じものだ。サイクロニクス機関のオペレーターとして見た場合、エクサーとそうでない者の間に本質的な差は無い」

　オブライエンは微かすかな笑みを浮かべたまま、龍りゆう一いちの瞳ひとみをのぞき込んだ。

「ＳＩＭＡシーマ指数百は、絶対的な壁かべではないのだ」

　龍一はオブライエンの言葉に混乱を覚えていた。

「分かりません……それでは何故なぜ、俺おれはエクサーに勝てないのでしょうか」

「勝てないとは、言っていない」

　オブライエンは出来の悪い生徒に言い含めるように──おそらくオブライエンにとって、龍一は「出来の悪い生徒」そのものだっただろう──ゆっくりと、言葉を切りながら告げる。

「エクサーと言えどサイクロニクス機関を通さなければ、タイタニック・ドウルに意味のある干かん渉しようは行えない。機体に掛かる慣性を操作することもできなければ、敵の攻撃を無力化することも、敵機にダメージを与えることもできない」

　オブライエンはティーカップを手に取り、熱い紅茶で喉のどを潤うるおした。

「サイクロニクス機関によって具象化される現象の強度は二つの要因によって決定される。一つはオペレーターのＳＩＭＡシーマ指数。もう一つはサイクロニクス機関そのものの性能だ」

「それは……敵よりも高性能なサイクロニクス機関があれば、ＳＩＭＡシーマ指数の差はひっくり返せるということですか……？」

「マクリールに搭載しているサイクロニクス機関は最高性能の物だ」

　オブライエンは龍一の問いにそう答えて、

「現時点では」

　その後に一言、こう付け加えた。




　　　◇　◇　◇




　玲れい音ねは磐いわ都とアイランド沖に停泊していたガルトマンに小型シャトルで移乗した。

　約一ヶ月ぶりに足を踏み入れた空くう宙ちゆう母艦。

　ここは彼女の職場であって、かつても生活の場ではなかった。地上ではガルトマンが所属基地を変えるたびに新たな部屋をもらっていたし、宇宙ではＬ１に浮かぶアイランドの一つに他ほかの空宙母艦クルーと共同で使う宿舎があった。

　それでも、ガルトマンに搭乗した玲音の実感は「帰ってきた」だった。磐都アイランドで暮らした期間は五ヶ月になる。それは彼女の人生において、決して短い期間ではない。

　空宙母艦は平均六ヶ月で本拠地となる基地を変える。例えばガルトマンが極東基地を本拠地としていたのは約一年間だ。その間にも短期の宇宙任務があった。空くう宙ちゆう母艦の宇宙滞たい在ざい期間は普通、一度に一ヶ月を超えないものと定められている。

　五ヶ月という時間は彼女が生まれたナーサリー・フロート、彼女が育ったファーマンアイランド、極東基地に次いで長いものだ。しかし玲れい音ねにとって、今「家」と感じる場所はここ、ガルトマンだった。

　玲音は案内の下士官と共にブリッジへ向かった。ただしこの下士官は玲音のことを警戒しているのではない。玲音を護衛しているのだ。──この艦で、玲音を傷つける者などいるはずはないのだが。

「玲音＝ウォード＝高たか城じよう少しよう尉い、現時刻を以もつてガルトマンに復帰致いたしました」

　ブリッジに入った玲音は、艦長の前に進み出て敬礼する。艦長のユースフ＝アモン大たい佐さが傲ごう慢まんに見える態度でそれに頷うなずいた。

「ウォード少尉、復帰を歓迎する」

　事務的にそう答えた後、アモンは冷れい酷こくな印象を与えがちな鋭い目付きと薄うすい唇くちびるを両方緩ゆるめた。

「到着早々だがレニー、君に話しておかなければならないことがある。ついてきなさい」

　アモンは立ち上がり、ガルトマンのクルー以外で彼を知る者なら目玉が飛び出すほど仰ぎよう天てんするに違いない優やさしい声で、玲音を誘いざなった。




　アモンが玲音を連れて行ったのは彼の私室だった。

　狭い部屋に二人きりでも、玲音に不安を感じている様子は無い。彼女とアモンが一線を越えた間柄だから、という理由ではなく、玲音にとってアモンは親代わりのようなものだからだ。アモンは玲音にとって、それくらい信用できる大人おとなだった。

　アモンは目付き鋭く唇薄く、黒い髪をきっちりとオールバックに纏まとめ、常に隙すきの無い着こなしで細身の身体からだを軍服に包んでいる。如何いかにも切れ者というその外見は、人に傲慢で冷酷な印象を与えがちだ。いや、ほとんどの人間はそういう印象を持つだろう。事実、彼は間違いなく、規律に厳しい軍人だ。

　だがその内面はかなりの人情家で、下の者への面倒見が良いい性格だった。特殊な事情でソフィアに押し付けられた玲音を真っ先に保護したのは彼だ。無論そこには多くの偶然が絡からんでいたが、もし引き取った人物がアモンでなかったら玲音の人見知りは対人恐怖症から人間不信、人間嫌けん悪おに発展していたかもしれなかった。

　玲音がガルトマンを「家」と感じるのは、アモンの存在が大きい。彼が艦長でなければ、玲音もここまでガルトマンに愛着を持たないだろう。それ程ほど、玲音はアモンを慕っている。またアモンも玲音にだけは甘い、と彼を良く知る者の間では評判だ。

「玲音にカフェオレ、私にはコーヒーを」

『アイ・サー！』

　その些さ細さいな証拠にアモンが私室に入って真っ先に行ったのは、インカムで従卒にこう命じることだった。

　カフェオレと濃く淹いれたブラックコーヒーを文字どおり飛んで持って来た従卒を下がらせ、部屋の扉をロックして、アモンは一人掛けのソファに座る玲れい音ねの前に腰を下ろした。

「まあ、飲みなさい」

「ありがとうございます、艦長」

　玲音は勧められるまま、容器と一体になったストローに口をつけた。

　同じようにコーヒーを一口啜すすり、玲音が少しリラックスしたのを確認して、アモンは本題に入ることにした。

「随ずい分ぶん急な復帰命令で驚おどろいたと思うが、これには訳がある」

「はい」

　命令から一週間で異動というのは、確かに急だった。

「実は二月二日に、総司令部で『エース会議』が開かれることになった。君にはそれに出席してもらわなければならない」

「本当に急なのですね……」

　エース会議というのは正式な名称ではない。正式には「空くう宙ちゆう母艦連絡会」だ。またその仰ぎよう々ぎようしい名前に反して、それ程ほど格が高い会議でもない。ソフィアが擁ようする十隻せきの空宙母艦にそれぞれ一人ずつ配属されたエクサーが、緊急を要する事案に対してどのように対処するかを話し合う不定期の会合のことだ。

　何故なぜ集まるのが艦長ではなくエクサーなのか。空宙母艦の主戦力はエクサーが操るドウルであり、彼らこそが艦の戦力そのものである、という側面もあるにはある。だが主な理由は、最高の戦力を率いる空宙母艦の艦長同士が話し合うことの意味が重すぎるからだ。

　連盟軍にエクサーの専用機を運用する空宙母艦以上の戦力は無い。その各艦長の間で話し合って決められたことは、総司令部といえども無視できない。会議の席で艦長同士が激しく対立し決けつ裂れつにでも至れば事態は更さらに深刻だ。戦力が属人的な能力に依い存そんしていることの弊へい害がいだが、軽々しく「艦長会議」などというものは開けないのである。

　それに代わる空宙母艦同士の意見交換の場として考えられたものが「エース会議」だ。各艦のエースが、艦を代表して集まる。

　言う迄までもなく彼らは自分の意見を述べるのではなく、持参した小型通信機を通じて艦長の意見を代弁するのだが、そこは「艦長の意見ではなくエクサーの個人的な考えである」という建前があればいざという時も問題無い、というわけだ。

　また実際に、エクサーの個人的な意見が応おう酬しゆうされるケースも少なくない。そういう時は大たい抵てい、感情的な言い争いになってしまうのだが。

「議題はマクリールへの対応でしょうか？」

「そうだ」

　このタイミングで他ほかに話し合うことはない。そう思って確認の意味で訊たずねた玲れい音ねの質問に、アモンは即、頷うなずいた。

「ゲノムスの新型ドウル、及びそれを運用するナグル対策がエース会議の議題になる」

　説明を追加して、アモンは小さくため息を吐ついた。

「レニー、君はある意味で当事者だったから私以上に良く知っていると思うが、グリンブルがナグル討とう伐ばつの任務に失敗している」

「はい……」

　マユリのことを思い出したのか、玲音の返事は歯切れの悪いものだった。

　今は慰なぐさめても効果は無いだろう、と考えたアモンは、それに気づかなかったふりをした。

「それを受けてのエース会議だ。正直なところ、レニーを参加させるのは気が進まないのだが……」

　アモンの苦い声に、玲音は小首を傾かしげた。グリンブルが任務に失敗したことと自分を会議に参加させたくないという発言が、彼女の中で上手うまく結びつかなかったのだ。

「いや、気にしないでくれ。会議中はいつもどおり、私が通信機でサポートする」

　玲音は知らないことだが、グリンブルのドルジがソフィアのエース扱いされていることに他の艦のエクサーは不満を覚えている。──無論、玲音は別だが。

　そのドルジがナグルとその新型ドウル破壊に失敗したことで、かなり醜みにくい遣やり取りが会議では繰り広げられるに違いない。

　アモンはその予測を、玲音には語らなかった。

「はい、よろしくお願いします」

　あまり見苦しいようなら、玲音は途中で退場させよう。アモンは彼女の笑顔を見ながらそう考えた。




　　　◇　◇　◇




　玲音が訓練校を去った翌日の朝、今度は蒼生あおいと朱あか理りがアフマディーに呼び出された。

「パテル先生、いえ、パテル技術少しよう佐さ殿の下もとで訓練するのでありますか？」

「そうだ」

　蒼生がたった今言われたことをほとんどそっくり繰り返した質問に、アフマディーは根気よく頷いた。

「一回生ドウルマスターコース第四班は君たち二名になってしまった。第三班の二人と君たちで新たに第三班を編成することも考えたが、パテル少佐からの申し出もあり、君たちには別カリキュラムで教練を受けてもらうことにした」

「了解しました」

　蒼生あおいが何か質問したそうにしているのを遮さえぎって、朱あか理りがアフマディーにそう答えた。この場であれこれ詮せん索さくしても意味は無い。どうせ既すでに決定していることだ。

「別カリキュラムと言っても、君たちが当訓練校の所属であることに変わりはない。あくまでも一時的な措そ置ちだ。具体的には明朝出発し、一ヶ月間パテル少しよう佐さの下もとで集中的にドウルの実機訓練を行い、三月より通常カリキュラムに復帰してもらう」

「明朝出発ですか？」

　しかしこれには、朱理も問い返さずにいられなかった。

「そうだ」

　だが訓練生であろうと軍人である以上、決定済みの命令には従わなければならない。

「分かりました。すぐに準備に掛かります」

　すぐにそう答え、まだ頭を切り換えられずにいる弟を引きずるようにして朱理はアフマディーの教官室から退出した。




「玲れい音ねさんに続いて朱理さんと蒼生さんも……寂しくなります」

　何とか一日で準備を終わらせ──支し度たくに手間取ったのは主に、玲音の影えい響きようで増えた朱理の衣装の所為せいだ──遅めの夕食を摂とっている席で、荷造りを手伝ってくれたレアがしみじみとした口調でそう言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、一ヶ月のことだから」

　もしかしたら独り言だったのかもしれないが、朱理はあえて明るい声を返した。

「そうですよね。籍せきはまだ磐いわ都と訓練校にあるんですものね」

　レアも笑顔で応こたえる。

　その笑顔が少しぎこちなかった点については、朱理も指摘しなかった。

「ええ。身分はここの訓練生のままなんだから」

　そう言いながら、朱理が蒼生の脇わき腹ばらを肘ひじで突つつく。

「えっと、三月には戻ってくるから、またよろしく」

「はい」

　レアは少しぎこちなさの取れた笑顔で頷うなずいた。




　　　◇　◇　◇




　二月二日、朝。

　蒼生と朱理はＬ１宙域に浮かぶ捕ほ獲かく小惑星を改造した基地に到着した。

　基地の名はＬ１─ＮＥＯ７Ｂ。「Ｌ１宙域第七地球近きん傍ぼう天体ベース」の意味だ。この基地は丸ごとパテルの研究所に充あてられている。この一事だけでも、彼女が連盟軍内でどれだけ重要視されているのかがよく分かるというものだ。

「良く来てくれたね、蒼生あおい君、朱あか理り」

　ベースの宇宙港に着いた二人を出迎えたのはパテル本人だった。パテルの階級と蒼生たちの立場を考えれば随ずい分ぶんな大歓迎に見える。

　だが蒼生も朱理も知っていた。パテルは確かに二人を歓迎しているが、それは自分の研究がはかどるからだということを。

　もっとも、そのことに対する不満は二人とも持っていない。パテルが必要としているのはインドラとアイアンメイデンのテストパイロット。しかし同時に、二人が必要としているのもインドラの力でありアイアンメイデンの力である。

　姉弟きようだいとパテルの利害は今のところ完全に一致していた。

「さあ、入ってくれたまえ」

　上機嫌で二人を先導するパテルの姿に顔を見合わせて無言で笑い、蒼生と朱理はその背中について行った。

　だが二人の足はすぐに止まった。宇宙に来た直後のように、無重力で上手うまく歩けないから、ではない。宇宙港の奥に、見たこともない形の大型宇宙船が係留されているのが目に入ったからだった。

　蒲かま鉾ぼこ形がたのハンガーに三さん角かく翼よくとずんぐりした機首を取り付けた形、と言えば良いいのだろうか。目測で全長は百五十メートルをやや上回る程度、翼よく幅ふくは百メートル前後。蒲鉾形の部分は長さ百メートル、幅五十メートルといったところか。大型のロケットエンジンが蒲鉾形のハンガーを挟はさむようについている。

「あれかい？」

　二人の視線に気がついたのか、パテルは足を止めて振り返った。

「あれはインドラとアイアンメイデンを積んで宇宙と地上を往復できるように造った輸送船『アブハラム』。もうすぐ完成するんだよ」

「アブラハム？」

　問い返した蒼生に、パテルは首を横に振った。

「違う違う。アブラハムじゃなくてアブハラム。私の研究室を兼ねているんだ」

　パテルが子供のような笑顔で、得意げに胸を張った。




　　　◇　◇　◇




　蒼生と朱理がＬ１─ＮＥＯ７Ｂに到着した二月二日同日、玲れい音ねはソフィアの総司令部があるケープ・カナベラル基地に来ていた。

　基地の滑走路にはソフィアが有する十隻せきの空くう宙ちゆう母艦の内、五隻がその勇姿を並べている。

　一番艦・グリンブル。

　二番艦・ガルトマン。

　三番艦・イミターケルブ。

　五番艦・セレスティファルコン。

　九番艦・ダーポン。

　全すべて同じ型。全長、最大翼よく幅ふく共におよそ二百メートルの、ブレンデッドウィングボディを採用した正三角形に近い二等辺三角形の機体。

　他ほかの五隻は地上における母港で補給中。ただしその艦長とエクサーは既すでに航空機で基地に到着している。

　この基地はソフィアの中枢。その更さらに中枢である総司令部が置かれたビルの窓から空宙母艦が駐機する滑走路を眺ながめていた玲れい音ねは、彼女を呼ぶ声に振り返った。

「すみません、艦長。入室されたのに気がつきませんで」

　慌あわてて立ち上がり敬礼ではなくお辞じ儀ぎして謝罪する玲音を、ユースフ＝アモン大たい佐さは冷れい酷こくな笑み──と勘かん違ちがいされてばかりの暖かな微笑ほほえみで見詰めた。

　玲音は十七歳、アモンは四十一歳。アモンの容姿がこれ程ほど強こわ面もてでなかったなら、まさしく娘を見守る父親の図、だっただろう。

「構わん。今から気を張っていては、会議で持たんからな」

「……お気き遣づかい、ありがとうございます」

「いや。しかし、そろそろ時間だ」

「分かりました」

　玲音は表情を引き締め、少しは軍人らしく見える表情を作った。

「行ってきなさい、レニー。私はいつもどおり、ここからフォローする」

「はい。よろしくお願いします、艦長」

　今度はお辞儀ではなく敬礼して、玲音はアモンが入ってきたドアから会議室へ向かった。




　会議の開始、五分前。既に五人が着席している会議室で、玲音は自分の席に着いた。

　彼女が六人目になるのは、大体いつもどおり。

　空あいている席は一番、三番、四番、六番。それぞれ、その番号の空宙母艦に乗っているエクサーに指定されている席だ。

　これも、いつもどおり。

　そう心の中で呟つぶやいて円卓と一体化した端末のスイッチを入れた玲音に、背後から声が掛けられた。

「よっ。こないだ振りだな、レニー」

「ドルジ大たい尉い、その節はあまりお役に立てませんで失礼しました」

　その声に振り返りはしたが、立ち上がることはしない。一々そんなことをしていてはきりが無い、と主張する者が会議メンバーの多数派を占めているからだ。

「そんなことはないって」

　その最さい右う翼よくであるドルジは、座ったままの挨あい拶さつを無論気にした素振りも無く、玲れい音ねの右みぎ隣どなりに座った。

「よう、ドルジ。最近、ドジを踏んだそうじゃないか」

　その直後、と言って良いいタイミングで入室した口ひげ、あごひげの男性が、ドルジに向かって揶や揄ゆの口調で声を掛けた。

　ムッとした表情を浮かべるドルジを鼻で笑って、その男性は玲音の、一つ席を間に置いた左側に座る。

「またつまらない口くち喧げん嘩かですか？　バルデム大尉、小悪党じみた粗そ野やな真似まねは、いい加減に慎つつしんでいただきたいのですけど」

　癖くせの強い栗くり色いろの長い髪をなびかせた、黒い肌はだの若い女性が会議室に入ってきて、四番の席に座ったバルデムに文句をつけた。

「まったく……廊下まで聞こえておりましたよ」

　そっぽを向いたバルデムに、その女性、クロエ＝デュラン少しよう尉いは苛いら立だちを隠そうともせず、六番の席に腰掛けた。

　そして、会議の定刻になる一分前。

「やあ諸君、久し振り。一人も欠けることなく揃そろっているようで重ちよう畳じようだ」

　最後の一人が玲音の左隣に座った。

　一番艦・グリンブルのエクサー、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ大尉。

　二番艦・ガルトマンのエクサー、玲音＝ウォード＝高たか城じよう少尉。

　三番艦・イミターケルブのエクサー、マーク＝マクローリン少しよう佐さ。

　四番艦・ハイペリオンのエクサー、アントニオ＝ディアス＝バルデム大尉。

　五番艦・セレスティファルコンのエクサー、アフマド＝アジーズ＝ラシード中ちゆう尉い。

　六番艦・ティシュタルのエクサー、クロエ＝デュラン少尉。

　七番艦・ティアマトのエクサー、アニル＝ダ・コスタ中尉。

　八番艦・スヴェントのエクサー、ヴィクトリア＝コヴァルスカ少尉。

　九番艦・ダーポンのエクサー、ヘンリー＝ワン大尉。

　十番艦・ジズのエクサー、ダニエル＝レヴィ少尉。

　この七人の男性、三人の女性がソフィアの最高戦力。十隻せきの空くう宙ちゆう母艦で空と宇宙を駆け巡る十人のエースたちだった。

『では「エース会議」を始めよう』

　そして定刻になり、円卓の上に男性の上半身が浮かび上がる。

　ソフィア総司令、ウラジミール＝シャーマン大たい将しようの立体映像が開会を宣言した。




　シャーマン大将の立体映像は緩ゆるやかに回転しながら、まず本日のテーマを告げる。

『今日諸君に話し合ってもらいたいのは、昨年秋に存在が確認されたゲノムスの新型タイタニック・ドウル、機体名称「マクリール」への対応についてだ』

　立体映像が消える。その代わり、シャーマンの小さな映像が各人の前に備え付けられたディスプレイの右上に映った。

『諸君には忌き憚たんの無い意見を述べてもらいたい』

　その言葉に応こたえて最初に口を開いたのは、ここに集まった十人の中で最年長かつ階級が最も高いマクローリン少しよう佐さだった。

「新型ドウル、マクリールですか。データは事前に拝見しましたが、ここはまず、実際に交戦した経験を持つ者の印象を聞きたいですね」

　九人の目が玲れい音ねに集まる。

　玲音は顔を強こわ張ばらせながらも、辛かろうじて声を震ふるわせることは無かった。

「小官は直接交戦したわけではなく同じ宙域に居合わせただけですが、それでもよろしければ」

「貴重な観察結果です」

　マクローリン少佐に促うながされて、玲音は再び口を開く。

「マクリールは大型の機体サイズにも拘かかわらず、タイプとしては高機動型に分類されると思います。ドウルマスターの使っているインターフェイスはおそらくＮＩＴＵニツツ」

「挙動を見ただけでよく分かるものだ」

「相変わらず空恐ろしいまでの洞察力ですね」

　八番艦のコヴァルスカ少しよう尉いと九番艦のワン大たい尉いが続けざまに感かん嘆たんを漏もらす。彼らの発言が終わるのを待って、玲音は説明を続けた。

「ドウルマスターのＳＩＭＡシーマ特性は液体流動操作。これは報告書にあるとおりです」

「私と同じなのだな」

　短く言葉を挿はさんだのは七番艦のダ・コスタ中ちゆう尉い。

　玲音は中尉に小さく頷うなずいた。

「宇宙空間では特殊なコロイド溶液を全身に纏まとい装甲として使用する他ほか、ドリル・ランスの周りに薄うすい環状の刃やいばを形成して敵の機体を削けずるという使い方をしていました」

「それは凶悪な」

　十番艦、レヴィ少尉のセリフは完全な独り言だったので、玲音は特に反応を返さなかった。

「機動力に比べて機体それ自体のパワーに特筆すべきものはありませんが、固有兵装による攻撃は十分な注意が必要だと思います」

「海中での戦闘力はどうですか？」

　マクローリンの問い掛けに、玲れい音ねはチラリとドルジの顔色を窺うかがった。

　ドルジは腕を組み、瞼まぶたを閉じたまま、微動だにしない。

　まるで眠っているようにも見えるその姿に玲音は躊躇ためらいを覚えながら、マクローリンの質問に答えた。

「海中での接触はわずかな時間でしたので、報告書に書かれている以上のことはお話しできませんが……一点だけ、推測でよろしければ」

「お願いします」

　躊躇う玲音に、マクローリンが催さい促そくする。

「水中におけるマクリールの液体流動操作の制御テリトリーは、機体表面を起点にして最大で二十メートル前後と思われます」

「広いな」

「検証の必要はあるが、かなり有益な情報だ」

　円卓に小さなざわめきが起こった。

「私からお話しできることは以上です」

　囁ささやきが交わされる中、玲音が口を閉ざす。

「ウォード少しよう尉い、お疲れさまです。大変、参考になりました」

　クロエ＝デュランが玲音を労ねぎらった。やや高飛車な口調に感じるのは彼女の個性であって、クロエが玲音を見下しているというわけではない。女性同士の気安さも反映しているのだろう。

　そのすぐ後に、バルデム大たい尉いが声を上げる。

「もう一人、マクリールと交戦したやつがいるだろう」

　その物言いに眉まゆを顰ひそめた者が何人もいたが、バルデムは構わず続けた。

「そいつの意見も聞いてみたいんだが、どうだ？」

　バルデムの目はドルジを見ている。

　その気配を感じたのか、ドルジは閉ざしていた瞼を開いてバルデムに目を向けた。

　この二人は以前から折り合いが悪い。最初に突っ掛かるのはバルデムだが、ドルジも喧けん嘩か早ばやい性格な為ため、すぐに険悪な雰ふん囲い気きになってしまう。

　この二人の階級は同じ大尉。年齢はバルデムの方が上。

　ドルジが世間から「最強のドウルマスター」「ソフィアのエース」扱いされていることに、最も強く不満と反感を懐いだいているのはバルデムだった。

「話せることは無い。俺おれは逃げられただけだからな」

　ドルジが不機嫌を隠そうともしない声で答える。

　バルデムが更さらに何事か言い掛けたが、ラシード中ちゆう尉いの発言の方が早かった。

「しかし同じ艦のドウルマスターが矛ほこを交えているでしょう。その者から話を聞いているのではありませんか？」

「聞き取った内容は全すべて報告済みだ。会議用資料に記載済みであることは確認している」

「直接戦ったにも拘かかわらず、あの程度のデータしか取れなかったのか。レニーとは大違いだな」

　ヴィクトリア＝コヴァルスカが毒のある口調で嘯うそぶいた。

　そのセリフは玲れい音ねに向けられたものではないが、彼女は思わず縮こまってしまう。

「トリア、そのような言い方はお止やめなさい。レニーが萎い縮しゆくしているではありませんか」

　クロエがヴィクトリアをたしなめた。だがそれは、ヴィクトリアの発言自体を否定するものではなかった。なお「トリア」というのはヴィクトリアの愛称だ。

「ドルジ大たい尉いは、追加情報は無いと言っているのです。それなのにいつまでも拘こだわっているのは時間の無む駄だだと思いますよ」

　ここでマクローリンが、バルデムやラシード、ヴィクトリアをやんわりとたしなめた。

「グリンブルのマスターの経験談が聞けないのは残念ですが、ウォード少しよう尉いの話してくれたことだけで随ずい分ぶん参考になったと思います。そろそろ対応策を考えることにしませんか」

「マクローリン少しよう佐さ。対応策というのはマクリールに遭そう遇ぐうした場合の戦い方ですか？　それともマクリールを擁ようするナグルを討とう伐ばつする方策でしょうか」

　マクローリンの提案を受けて、ワンが彼にその主しゆ旨しを訊たずねる。

「まあ、新型機と言っても我々にとっての脅きよう威いとはならないでしょう。先日のウォード少尉のケースは自分の機体に乗っていなかったという例外的なものですから」

　マクローリンのセリフに、半数のメンバーが頷うなずいた。頷かなかった者も、玲音とドルジを除き、「自分なら負けはしない」という自負を滲にじませている。

「ならば問題になるのは、どうやってナグルを追い詰め、仕留めるかでしょうね」

　マクローリンが温和な顔に不敵な表情を浮かべた。やはり彼も「エース」の一人だ。

「というより、どの艦がナグルの追跡に当たるか、ではありませんか？」

　クロエの発言に、自分以外の九人の表情を窺うかがう視線が何本も交こう錯さくした。

「……残念ですが、我が六番艦は現在ジブラルタルを離れられませんのでお引き受けできません」

　わずかに口ごもったのは、片耳にはめた通信機で艦長から指示があったのだろう。クロエは辞退が不本意なものだと、口惜くやしそうな声こわ音ねを以もつて言外に語っていた。

「グリンブルは候補から外すべきだろう。一度、失敗しているからな」

　またしてもバルデムがドルジを挑発する。

「賛成です。ただし理由は、一度失敗したから、ではなく向き不向きの問題です。ドルジ大尉のルドラは、海中戦に向いていない」

　しかしレヴィが、バルデムに同調するように見せ掛けてその矛ほこ先さきをやんわりと鈍らせる。

　ただ、レヴィにもドルジにばかり手柄を立てさせたくないという思いがあるのは、彼の表情や眼めの光を見れば何となく分かった。

　ドルジとバルデム以外の視線が、何となくダ・コスタに集まる。十人の愛機の内、水中戦を最も得意としているのはダ・コスタの「ヴァルナ」だ。

　ここでダ・コスタではなく、ラシードが口を開いた。

「残念ながら、小官も辞退します。小官の機体はルドラ以上に水中戦に向かない。ナグルが宇宙に上がったことが確認された場合は、改めて立候補したいと思いますが」

　彼の発言は額面どおりの辞退宣言ではなく、シャーマンに対するアピールだった。

「私も、だな。スヴェントは既すでに、Ｌ２宙域掃討の任務を受けている」

　一方ヴィクトリアの口調は淡々としたもので、他ほかの任務があるからというのは本音であるようだ。

「では、七番艦ティアマトが立候補しよう」

　満を持して、ダ・コスタが手を挙げる。

　しかしここで、思わぬ対抗馬が現れた。

「二番艦ガルトマンも、その任務を賜たまわりたいと思います」

「レニー？」

　思わずドルジが声を上げて隣となりの玲れい音ねへ顔を向ける。

　玲れい音ねへ意外感に満ちた目を向けたのは、ドルジだけではなかった。

　いつもであれば、玲音が視線を避けて俯うつむいてもおかしくないケース。

　だが今、彼女は瞳ひとみに強い意志をたたえ、顔を上げたままだった。
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「残念ですが、ミスティムーンは水中戦でヴァルナに及びません」

　玲音が指摘されるであろうポイントを、先回りして自ら口にする。

「しかし私には、マクリールと実際に対たい峙じした経験があります」

　ただ玲音の双そう眸ぼうには、どこか狂気じみた色が混ざっている。それを懸け念ねんする眼まな差ざしも幾つかあった。

「それに陸上では使用できない私の固有兵装も、水中でなら使用可能です」

　小さく息を吞のんだのはクロエとヴィクトリア。ここに集つどうメンバーでさえ、朧月ミステイムーンの固有兵装を見た者は少ない。

「ドゥルガーシステムですか……」

　マクローリンが囁ささやくように呟つぶやく。

　朧月ミステイムーンの固有兵装、コードネーム「ドゥルガーシステム」は、見た者は少なくとも噂うわさだけで、恐れを知らぬエースに脅きよう威いを感じさせるものだった。

「俺おれはティアマトに任せるべきだと思う」

　ここで更さらに予想外の発言が飛び出した。

　ドルジがダ・コスタを支持したのだ。

「ドルジ大たい尉い？」

　ギョッとした声は、クロエのもの。

　玲音はギュッと握った両の拳こぶしを膝ひざに置いて、微かすかに震ふるえながら俯いていた。

「俺たちは失敗した。それは事実だ。だからグリンブルに立候補の意思は無い」

　ドルジは獰どう猛もうな飢うえた虎とらが今にも嚙かみ付こうとしているような視線で円卓を見回した。

　その視線の苛か烈れつさは、バルデムですら一いつ瞬しゆん怯ひるんだほどだった。

「その上で、一番向いているやつを討とう伐ばつに差し向けるべきだと思う。つまり、六番艦ティアマトのヴァルナだ」

　ドルジに圧倒され、静まり返る会議室。

　その重苦しい沈黙を破ったのは、やはりマクローリンだった。

「……そうですね。ドルジ大尉の意見は合理的です。私もナグル討伐は、ティアマトに任せるべきだと思います」

　ソフィアの空くう宙ちゆう母艦はわずか十隻せき。一箇か所しよに戦力を集中させることはできない。わずか二隻であっても、複数の空宙母艦が共同して同一の敵、同一の局面に当たるのは異例の事態に限られる。ティアマトとガルトマン、どちらかを選出しなければならない。

　ドルジに続いてマクローリンがダ・コスタ支持を表明したことで、これ以上異を唱える者がいなければナグルの捜索・討とう伐ばつに当たるのは、このままティアマトに決まっていただろう。

「賛成です」

「私もだ」

　それでも、クロエとヴィクトリアがダ・コスタを支持するとあえて口にしたのは、もしかしたら玲れい音ねの瞳ひとみに垣かい間ま見えた狂気を案じたが故ゆえだったかもしれない。

「如何いかがでしょうか、総司令。ナグル討伐は、ティアマトに任せるべきだと考えますが」

　マクローリンがディスプレイの中のシャーマンにおうかがいを立てたのは、このまま多数決で決めては不和の種を残すと懸け念ねんしたからだった。

『それが貴官の意見か、マクローリン少しよう佐さ』

　シャーマンも同じ懸念を懐いだいていた。

「はい、私の意見です」

『分かった。参考にさせてもらおう』

　総司令官がディスプレイの中で頷うなずいた。

　唐とう突とつに２Ｄ映像が３Ｄ映像に切り替わる。

　開会の時と同様、テーブルの上に出現したシャーマンがエース会議の閉会を宣言した。

　玲音は俯うつむいたまま、シャーマンの声を聞いていた。




　会議が終わり、各艦のエースたちが次々と退室すべく立ち上がる。

　その音を聞いて、玲音が顔を上げた。

「ウォード少しよう尉い」

　玲音にマクローリンが声を掛ける。

「はい」

　マクローリンに振り向いた玲音は、まるで憑つき物が落ちたように、いつもの彼女に戻っていた。

「あまり思い詰めるものではないよ」

　その変化に面食らいながら、マクローリンは玲音にそう声を掛けて席を立った。

「はい、少佐殿。お気き遣づかい感謝致いたします」

　玲音も立ち上がり、丁てい寧ねいに一礼してマクローリンを見送る。

「レニー、さっきはどうしたのかと思いましたよ」

「クロエさん、お見苦しい姿をお目に掛けました……」

「いえ、別に見苦しくはありませんでしたけど」

　玲音がクロエに頭を下げると、クロエは慌あわてて手を振った。

「レニー、気持ちは分かるがあまり思い詰めるなよ」

　ヴィクトリアがマユリのことを言っているのだと悟って、玲音の顔が強こわ張ばる。

　しかし玲音はすぐに平静を取り戻して頷いた。

「そうですね、トリア。気をつけます」

　玲れい音ねは何か言いたそうにしているドルジにも目で謝罪を告げ、丁てい寧ねいに一礼してその場を辞した。




　　　◇　◇　◇




　その日の内に、各艦長へシャーマン総司令から命令が下った。

　ナグルの捜索及び討とう伐ばつの任務は六番艦ティアマトへ。併あわせてティアマトには、マクリールの捕ほ獲かく、それが叶かなわなければ機体の残ざん骸がいを回収することが命じられた。

　ガルトマンにはＬ１宙域のゲノムス摘発・掃討任務が与えられた。

　グリンブルはガルトマンに替わり極東基地に駐留。

　他ほかの艦は現在遂行中の任務、または既すでに命令が下されている任務の続行。

　一例として、八番艦スヴェントは黒こつ海かい基地での補給が完了次第、Ｌ２宙域へ向かうことになっている。

　中には帰還前に、任務遂行円えん滑かつ化かの名目でポリスの要人と面会する者たちもいた。例えば、北アフリカの有力ポリス、アルジェの外交官が五番艦セレスティファルコンを訪れて艦長だけでなくアフマド＝アジーズ＝ラシード中ちゆう尉いと個別に面会した、とかだ。




　マクリールの登場をきっかけとして、世界情勢は今、大きく動こうとしていた。







　　　あとがき




　ドウルマスターズ第三巻『海かい抜ばつ二十メートルの呪じゆ詛そ』をお読み頂きありがとうございます。　このシリーズを書くのは随ずい分ぶん久し振りになりました。もしかしたら、「作者が途中で投げ出したのではないか」とお考えの方もいらっしゃったかもしれません。無論私としましては、状況が許す限り完結させるつもりですが……シリーズ初期にこれだけ間かん隔かくが空あくと、果たして読者の皆様に興味をお持ち頂けるか、正直なところ不安を覚えております。




　今回の舞台をナーサリー・フロートにすることはシリーズ開始当初からの予定でしたが……思えばこれが難産の原因でした。シリーズ設定の練り込みが甘かったと書いている最中、何度も頭を抱かかえてしまいました。海上都市の居住環境が劣悪である、という大前提からして無理があったと。どう考えてもオートンの方が悪条件なんですよね。そもそも私は思想的に海洋開発、海上都市推進派なのに……。

　そんなわけで、「海抜二十メートルの呪詛」というテーマを十分に掘り下げることができなかったという不満を作者自身が抱えたままという結果になってしまっていますが、その代わり戦闘シーンや砂漠のシーンはお楽しみ頂ける出来になっていると思います。……本当に、時間が掛かってしまいましたが。




　本作とは全く関係の無い話ですが、私はあとがきを書くのが苦手です。何を書けば良いいのかいつも悩みます。小説本編より三倍から四倍の時間が掛かっている実感があります。下手へたをしたら半日くらい、あとがきが一ページも書けずに悩んでいるなんてことがあります。……実を言えば、今回もそのパターンです。

　この生産性の低さはどうにかならないものでしょうか。思えば昔から、日記とかエッセイとかテーマが決まっていないものを書くのが苦手でしたね。小説本文よりあとがきに時間を掛けるというのは余りにも本末転倒な気がします。

　そういえばキャラクターを使った座談会形式のあとがきを時々拝見しますが、あれは上手うまい手かもしれません。いえ、他ほかの方々は別に、あとがきを書くのが苦手であの形式を使っていらっしゃるのではないのでしょうけど。小説の登場人物に本編を振り返らせる（ツッコミを入れさせる）のであれば、何を書けば良いのか悩まなくても良いかもしれませんし。次回から試してみましょうか。……相変わらず筆が進まず唸うなっている自分が、何となく想像できて鬱うつになりますが。




　何だか今回のあとがきは愚ぐ痴ちと自じ虐ぎやくばかりになってしまいました。ここまでお付き合い下さった皆様、申し訳ございません。

　本編はこんなにつまらなくありませんので、もしこのあとがきを先にお読みの方は、ここで本を閉じずに是ぜ非ひとも本編をお楽しみ下さい。

　それと、今年はこのシリーズをあと二巻出すつもりです。果たして私がこの公約（？）を守れるかどうか。年末になって守れていなかったら笑ってやって下さい。

　それでは次巻、ドウルマスターズ第四巻『天空の罠』でお目に掛かれますことを。よろしくお願い致いたします。





（佐さ島とう　勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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